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　なんでいつもこうなるんだろう。

　水み月つき浩こう一いちはみじめな気持ちでいっぱいだった。寝ても覚めてもトシのことばかり考えてしまう。

　二週間前、そう二週間前だ。

　トシがいつまで経っても自宅を一度も見せてくれないから問い詰めたら、実は奥さんと子供がいると言われた。一気にどん底に叩き落とされた。二年間本気でつき合って将来は一緒に暮らそうと約束までしていたのに、全部嘘だった。

　これで、三人目だった。

　今まで二人の男とつき合ったが、二人とも世間体を理由に水月を捨てた。

　トシは違うと思っていた。大好きだった。トシが駄目ならこの先一生恋愛なんかしないと思っていたのに、そのトシが駄目だったのだ。

　その時、ぴんぽーんと平和なドアチャイムが鳴り、この嫌な現実に引き戻された。

　多分、トシだ。

　水月はベッドの上で丸まって耳を押さえた。別れを告げて以来、トシはしつこく家に来ては、やり直そうと迫る。最初は玄関で話ぐらいはしていたが、今は無視している。奥さんと別れるつもりのない男と話す気なんかない。

　ぴんぽーん、と二度目のチャイムが鳴った。どうやらトシではないらしい。トシなら二度目を押す前に玄関前で怒鳴り始める。

　どうせセールスだろうと思いながらも起き上がり、玄関口のカメラを確認しようとしたが、その前にドア越しに声が響いてきた。

「すみません。骨こつ髄ずいバンクのことでお話があって伺いました」

　骨髄バンク？

　その単語には心当たりがあった。先月、十月末に水月は骨髄バンクの登録をしている。トシが一緒にしようと言うから、デート感覚でトシと献血ルームに出向いたのだ。

　しかし骨髄バンクの人がなんの用だろう。

　何か変だなと思いながらも、とりあえずチェーンをつけたままドアを開けた。

　雨のせいで昼間なのに外は薄暗く、そんな灰色に濡れた空を背景に、黒い背広の男が立っていた。

「突然お邪魔して申し訳ありません。水月浩一さんはいらっしゃいますか」

「僕ですけど」

　男は一瞬、言葉を詰まらせた。多分、水月が女のように見えたのだろう。元から女っぽい顔の上にトシの好みに合わせて髪を伸ばしているので、時々女に間違われる。

　大きな目に長い睫毛、全体的にやわらかな輪郭。この顔をトシに誉められると嬉しかったが、今では自分の顔を見るだけで陰鬱な気分になる。

「失礼しました。水月さん、先日骨髄バンクから送られてきた書類は見ていただけましたか」

　書類？

　少し考えて思い当たるものがあった。あの忌まわしい二週間前、トシと大ゲンカをして家に帰ったら郵便受けに大きな封筒が入っていて、引き抜いたら骨髄バンクの文字が見えた。

　トシとのデートをまざまざと思い出し、即刻マガジンラックに叩き込んだ。もちろんそれから読んでいない。

「お読みになっていないのですか」

　ええ、と答えると男は興奮気味に言った。

「今すぐ目を通していただけませんか。貴方の骨髄を必要としている患者がいるのです。どうか骨髄提供にご協力ください」

　突然のことで、これには面食らった。ドナー登録をした途端、いきなり当たりを引いたらしい。

　だが、確かに人の生死に関わる話ではあるが、骨髄バンクの人が直接家に押しかけたりするだろうか？　何か変だ。

「すみませんけど、あなた誰ですか」

　不躾に尋ねると、男は名乗っていなかったことに気づいたらしく、懐から名刺を取り出して水月に手渡した。

「二に乃の島しまと申します。私の婚約者が貴方の骨髄を必要としています。どうか、彼女を助けてください」

　一瞬あっけにとられた。

　骨髄の売買防止やプライバシー保護のため、患者とドナーの情報は互いに知らされることがないというのは基本中の基本だ。ドナーの名前や住所が患者側に知られることなど、絶対にありえない。

　なんなんだ、この男。気持ち悪い。

「水月さん？」

　男に声をかけられ、とっさに言い放った。

「自分の骨髄をどうしようが僕の勝手です。帰ってください！」

　男の返事を待つことなく、水月は問答無用でドアを閉めた。そのまま部屋に戻ったが骨髄バンクのことはさすがに気になり、とりあえずマガジンラックから封筒を探し出すと、ベッドに寝転がって中の書類に目を通した。

　書類はドナー登録完了のお知らせ、などではなく、ある患者と白血球の型が一致したので詳しい検査を受けてほしい、という内容だった。男の言う通り骨髄提供の依頼だ。

　書類を読んでいくと、骨髄提供の負担は結構大きい。骨髄移植までの過程を「コーディネート」と言うらしいが、そのコーディネートが完了するまで三ヶ月ほどかかる。その間、病院に何度か足を運ぶことになり、移植時には三泊四日の入院が必要になる。正直面倒くさい。

　水月は書類をばさっと床に投げた。

　そもそも面倒くさいとか言う以前に、あんな変な男に関わる気はない。こんな厄介なことになるならドナー登録なんかするんじゃなかったと思いながら、水月は布団をひっかぶった。

　目が覚めた時には三時間が経っていた。

　せっかくの休みだったのに用事は何も片づいていない。せめて買い物だけは済ませようとだるい体で起き上がり、下だけ細身のジーンズにはき替えた。

　鏡の前で茶色く染めた髪をとかし、乾燥防止にいつものリップを塗る。唇がほんのり桜色に染まるタイプで、これもトシの好みだ。そう思うと途端にムカついてきてリップをゴミ箱に投げ捨て、いらいらしながら玄関を開けた。

　雨を背に、男はまだそこに立っていた。

　ぎょっとして固まっていると、男がぺこりと頭を下げてきた。

「先ほどは大変失礼をいたしました。充分な説明もせずこちらの都合ばかり口にしてしまい、本当に申し訳ありません」

　ずいぶんとしおらしく謝ってくる。水月はまじまじと男を見上げた。

　大柄な男だ。身長は百八十以上、体つきもがっしりしている。水月は百六十五で小柄なのだが、水月と比べると実に一・五倍は体積がありそうだ。だけど威圧や脅威は感じない。どちらかと言うと、おとなしい大型犬を思わせる男である。

「ずっとここにいたんですか？」

「はい。ここで頭を冷やしておりました」

　雨はしとしとと降り続いている。

　今年はわりと暖かい秋だったが、この一週間ほどでぐっと冷え込み、今日は雨のせいで一段と寒かった。見ると、男の唇は青く変色していた。

　三時間ここに突っ立って頭を冷やしたのか体の芯まで冷えきったのかは知らないが、このまま放置したら翌日には肺炎か何かで行き倒れていそうである。水月は諦めてドアを大きく開けた。

「どうぞ中へ。話を伺いますよ」







　男を部屋に上げた後、とりあえず熱いお茶を一杯飲ませてから一通り話を聞いた。

　まずはさっきの名刺を見ながら男の基本的な情報を確認。男の名前は二乃島義よし和かず。水月より一歳年下の二十五歳。職業は公務員で役所に勤めているとのこと。一人暮らしで東京に在住。住所はここから電車で三十分程度の距離だ。

　次に、どうやってドナーの情報を突き止めたのかを聞いた。一番気になるところだ。

　男の説明によると、ドナーのデータを運用するシステムがあり、そのシステムの保守会社の社員を買収して調べさせたそうだ。れっきとした犯罪である。経緯を語る男の表情には犯罪を犯す覚悟がにじみ出ていた。

　それからは、適合するドナーがいかに貴重かという話に移っていった。兄弟なら四分の一の確率でドナーになれるが、両親や親戚では一パーセント以下になり、他人同士だと数百人から数万人に一人という確率になるらしい。そんなことを真剣に説明する男を見ながら水月はぼんやり思っていた。

　この男の声、好きだな。低めで落ち着いてて。顔も結構好みだ。大きくはないけど黒目がちの目で、じっとこちらを見ながら話すのが誠実そうでいい。

　婚約者の病状を切々と訴え始めた男を見ながら、水月はだんだん暗い気分になってきた。

　いいよなぁ、その婚約者。白血病で入院してるって言っても、治ればこの男と結婚できるわけだし。誰にも寄り添ってもらえない僕に比べたら、別に不幸じゃないよな。

　そんな考えが次から次へと浮かんできて、ますます自分が嫌になる。

　そのうち男は大方話し終わったのか、居住まいを正して頭を下げてきた。

「お金はいくらでも払います。どうか貴方の骨髄を提供してください」

「お金なんかいらないよ。そんなのもらったら僕まで犯罪者になるじゃないか」

　不機嫌に答えると男は動揺した顔を見せたが、水月は構わずそっぽを向いてローテーブルに肘をついた。

　どうせこちらに拒否権なんてない。ここまで話を聞いて見捨てるなんてできるわけがないのだ。自分が招き入れたのだから仕方ないが、それにしたってムカつく。

　なんで僕が人の恋路の手助けなんかしなきゃなんないんだ、と思う。しかも無償でだ。この男がサービスしてくれるとか言うなら話は別だが、そんなことしてくれるわけ……。

「私にできることなら、どんなことでもいたします。ですから、どうか彼女を助けてください！」

　せっぱ詰まった声に驚いてそちらを見ると、男は床に手をついて土下座していた。水月はテーブルに肘をついたまま、声もかけずにしばらくその姿を見ていた。

　こういうのを、魔が差した、と言うのだろうか。

　土下座する男の頭を見下ろしながら、暗い欲望が湧き上がるのを感じていた。

　じゃあ、やってもらおうか。

　水月は男の前に座り、顔を上げさせた。

　まずは髪だ。

　前髪は上げてきたようだが、下ろしている方が好みだ。水月は無造作に男の黒い髪に指を入れ、前髪をすいた。男は少し驚いた顔をしたが水月はからかうように笑みを浮かべ、男のネクタイに指をかけた。

　急ぐでもなくゆっくりと、男に見せつけるようにネクタイの結び目をほどいていく。男が戸惑うような表情を浮かべるのが初々しい。

　ネクタイを取り去った後は、背広の上着を肩から滑り落とした。白いワイシャツに手を這わせたところで、男はたまらず水月の手首をつかんできた。

「み、水月さん……？」

　水月はくすっと笑った。

「僕はね、ゲイなんだよ。わかる？　男が好きな男ってわけ。僕を満足させてくれるなら移植の件、考えないこともないけど？」

「え、ちょっ……待ってください、俺は……」

　俺、ね。よほど慌てているのだろう、口調が崩れている。

　嬲なぶる側に回るのは初めてだが結構ぞくぞくくるものだ。水月は顔を近づけ、男の唇にキスしようとした。

　途端、どんと胸を突き飛ばされ、水月は後ろに倒れてもろに頭を打ちつけた。

「あ……す、すみませんっ」

　慌てて男が差し伸べた手を払いのけ、水月は自分で起き上がった。

　痛くはないが突発的に殴られるのでは話にならない。この男には立場というものをわかってもらわないと。

「何か勘違いしてない？　なんでもさせてくれって言うからつき合ってやってるんだ。僕が無理矢理してるわけじゃないんだからさ、嫌なら出ていってくれていいんだよ？」

　男はびくり、と体を震わせた。蒼白になった顔でうつむき、途切れ途切れに言葉をつむぐ。

「も……申し訳ありません。驚いてしまって……是非とも、続きを、お願いします」

　落ちたな。

　水月は満足すると同時に、ひがみにも似た感情を覚えた。

　好きな女のためなら体まで売るわけだ。

　その健気さが癪に障る。

　自分は誰かにここまで愛されたことなんかない。一時的に恋人になれても結局遊ばれるだけ。それなら自分も最初から遊びだと割りきればいいんだ。

　この男を性奴隷にしてやる。

　水月は立ち上がると、クローゼットの中に入れてあった手錠を取り出した。プレイ用にトシが買ってきたものだ。男はぎょっとした顔をした。

「さっきのペナルティだよ。事の最中に殴られるのはご免だからね」

　男は手錠にたじろいでいたようだが、それも束の間のことだった。唇を噛みしめ、観念したように立ち上がると、水月の指示通り手を後ろに回した。

　かしゃん、と男の手首に手錠をかけ、輪の直径を手首の太さに合わせてぎりぎりまで縮める。玩具ではあるが本格的な作りで、手錠から手を引き抜くことはまず無理だ。

　男の手を封じたことで水月はますますその気になってきた。

「じゃあ、まずは舐めてもらおうか」

　男を膝立ちにさせて命令したが、男は水月のジーンズのファスナーを見るだけで、何をしていいかわからないようだ。男は震えながら見上げてきた。

「あの、脱いでいただけますか。私は手が……」

　男の言い分にくすっと笑ってしまう。

「手が使えないなら、口があるだろ？」

　男はびっくりした顔をしていた。ずいぶん初うぶな男だ。婚約者がある身だと言うのに、彼女相手にそういう妄想をしたことがないのだろうか。

　男はだいぶためらった後、水月のジーンズの布を噛んでボタンを外し始めた。一分以上かかってようやくファスナーを下げるまでにいたる。おかげでジーンズは男の唾液でべとべとだ。

　……まあ最初はこんなものか。

　水月はそれ以上は待てず、自分でジーンズをずり下げて下着を下ろした。水月の半勃ちのものが露あらわになると、男は反射的に頭を後ろに引いた。しかし逃げるわけにもいかないのはわかっているのか、また顔を水月のものに近づける。

　そのまま男はグロテスクな異物でも見せられたように固まっていたが、意を決したように目をぎゅっとつむると、口を開けた。

　突きつけられたものを口に含む。

　最初はほんの先っぽしか含んでくれなかったが、徐々に口を大きく開き、含む長さを増やしていく。だがそれでも半分も含めないようで、後はぺろ、ぺろ、と拙つたない舌使いで水月を舐め、必死に満足させようとしている。

　こういう初心者の反応を見るのもたまには悪くない。

　水月は男の頭をつかんで固定すると、強引に突き入れた。

「うぐ……っ!?」

　男の喉に当たるまで突き入れると、ガチャガチャッと手錠の鎖が鳴った。反射的に手を動かそうとしたのだろう。顔を見るまでもなく男は嘔え吐ずいて苦しがっていた。構わずもう一度奥まで突き入れると、男は激しく頭を振った。

　驚いて手を離すと男は体をのけぞらせて水月を口から追い出し、直後に口を閉じてごくりと喉を上下させた。

　どうやら胃から逆流してきて吐きそうになったのを必死に飲み込んでこらえたようだ。げほげほとむせる男を見て、ちょっとやりすぎたかと思った。

　それから水月はフェラをさせるのはやめ、ローションとゴムを取ってきた。男のズボンと下着をむしり取り、ベッドに上がらせる。

「膝を立てて、足開いて」

　足を開くと、足の間のものが丸見えになる。男は後ろ手に手錠のままシーツに背をつけた状態で膝を立て、何度もためらいながら足を左右に開いた。

「……」

　急所を自らさらし、男は恥辱に震えていた。上はワイシャツをきちんと着たままなのに、下は隠すものがないという淫いん靡びな格好だ。

　そんな姿にまた嗜虐心をそそられながら、水月はローションをたっぷりと手に取り、ぬめった指をつぷりと入れた。途端、男は目を剥いた。

「なっ……なにを!?」

　なぜ男がそんなに驚くのか一瞬わからなかったが、ああと思った。水月は意地悪く笑って教えてやった。

「知らないの？　男同士はここを使うんだよ」

　男は唖然とした顔をして……みるみる青ざめた。

「大丈夫だよ。普通の男でも中の前立腺を刺激すればちゃんと気持ちよくなるから」

　水月は指で入り口を押し広げながら、中にローションを注ぎ込んだ。指を二本に増やすと、男は恐怖と痛みで顔を引きつらせた。

　指を中で動かすくちゅ、ぴちゃ、という卑ひ猥わいな音だけが部屋に響く。一応中をほぐしながら男の感じる部分を探しているのだが、男は歯を食いしばるばかりでまったく反応しない。水月は焦れながら三本目を突き入れた。

「いっ……」

　痛い、という言葉を男は噛み殺した。

　さっきからどうもうまくいかない。水月は相手を受け入れて満足させることに関しては絶対の自信があるのだが、突っ込む側はやったことがないのですぐにはコツがつかめない。

　仕方なく男をよがらせるのは諦めて指を抜き、自分のものにゴムをつけた。その上からさらにローションを塗りたくると、ずっしりと重い男の両足を持ち上げた。

「……ぁっ」

　決して人に見せないようなところをさらけさせられ、男は一段と体を強ばらせたが、水月はもうここまでくれば躊躇せず、男の入り口に突き入れようとした。

「……ッ！」

　しかし、入らない。

　男の体に力が入りすぎている。

「あのさ、もっと力抜けないかな」

　そんな言葉さえ男には脅しに聞こえるのだろう。あまりの混乱と羞恥で目に涙をにじませながらも、男は必死に言う通りに従おうとしていた。

　しかし一向に体から力は抜けず、なんとかねじ込もうと角度を変えてみたりしたが入り口は一層固く閉じてしまい、入れるどころかローションで上滑りするばかりだった。

「す……すみませ……っ」

　まるでうまくいかない上に、申し訳なさでいっぱいの悲痛な声で謝られ、ついに水月は萎えてしまった。

「……」

　男の足を虚しく下ろしながら、水月は考えを改めざるをえなかった。最初はその気になったものの、こんな強姦まがいの行為は結局盛り上がらない。相手がノってくれないと楽しくないのだ。

　それなら、相手をその気にさせればいい。

　今回は嫌がる男に突っ込まれるのも癪だと思って自分が男役をして失敗したが、女役としてのテクは積み重ねたものがある。相手さえ継続的に来させることができれば、自分との行為にのめり込ませる自信はあった。

　水月は自分のものをしまい、男の手錠を外してやった。男はめくれ上がっていたワイシャツの裾すそだけは下ろして起き上がり、戸惑うように顔を向けてきた。

「これで……提供していただけるのですか……？」

　これで済むはずがないと思っているようだが、まあその通りだ。水月はふふんと笑った。

「今はそのつもりだけど、移植まで三ヶ月ぐらいあるみたいだからね。その間に心変わりしないとは言いきれないな。最終同意まではいつでも撤回できるんだろ？」

　男は顔色を変えたが、構わず続けた。この契約の主導権はこちらにあるのだから。

「そうだな、一週間に一度ぐらいはうちに来て、僕が心変わりしてないかチェックした方がいいかもね。ああそれと、月曜の夕方来てくれると助かるな。その日は僕が休みだから泊まってもらえるしね」

「……わかりました」

　男はもはや条件に口をはさむこともなく、うなだれるように返事をした。

「じゃあこれからよろしくな。ええと……二乃島、だったっけ」

　水月は空々しく笑顔を向けた。

　そう、二乃島。

　それが新しい遊び相手の名前だ。







　一週間後。

　今日は二乃島が来る日だと思い出したのは、ぴんぽーん、というチャイムに叩き起こされた直後だった。

　昨日までは覚えていた。明日はどんなプレイをしようかと楽しみにしていたのに、午後九時にファミレスのバイトに行ったら酔っぱらったトシがやってきてわめくは叫ぶはで店は騒然。

　仕方なく途中で店を引けてトシをアパートに連れ帰り、後は大ゲンカだ。やっと昼前に家から追い出したものの、どっと疲れて、そのまま今まで寝こけていた。時計を見るときっかり約束の午後七時だった。

　ベッドから起き上がったものの、ため息がもれた。全然そんな気分じゃない。今日は帰ってもらおうかと瞬間的に思ったほどだ。

　せっかく性奴隷が家に来たのに、初っ端からこの様とは。徹底的に遊んでやるつもりだったのに、そのテンションさえ維持できないなんて、自分の中途半端さが情けない。

　しょせん自分は遊ばれる側の人間か。

　そう思った途端、トシに負けたような気がしてカッと頭に血が上った。ここで引き下がってなるものかと水月はだるい体を奮い立たせてベッドから降り、玄関に行ってドアを開けた。

　仕事帰りなのだろう、グレーの背広に身を包んだ二乃島が立っていた。この前同様、おとなしい大型犬の雰囲気は変わらない。

　大きめのバッグを肩がけにしているところを見ると、泊まりのためにそれなりに準備をしてきたのがうかがえた。

「ごめん、今起きたばっかりで何も用意できてないんだ。ちょっと着替えるからここで待っててくれる？　ご飯でも食べに行こ」

　二乃島は無表情にじっとこちらを見下ろしていたが、はい、とだけ返事をした。

「じゃ、五分だけ待ってて」

　ドアを閉めて部屋に戻り、急いで着替えを済ませた。とりあえず夕飯を食べて、その後のことはその時考えよう。とにかくこのまま帰らせたりしたら自分の負けだと、水月は変なところで意地になっていた。







　それから三時間後、水月は風呂に浸かってゆっくり一日の疲れを取っていた。二乃島はシャワーを浴びてからうちに来たそうなので、部屋で待たせている。

　夕飯は近所の中華料理店に食べに行ったが、二乃島はがちがちに警戒していて話を振っても全然盛り上がらなかった。そんな状態なのでアパートに戻るとテレビを見るぐらいしかやることがなくなり、正直、時間を持て余し気味だ。

　結局のところ、いきなり命令して事を始めるようなテンションには到底なれず、あまり親しくない知人を家に泊めるような対応になってしまった。

　でも……意外にも、水月は少し楽しかった。

　二乃島が来るまではトシのことで頭がぐちゃぐちゃになっていたのに、二乃島と過ごすことでだいぶ気が紛れていた。

　外に出かけてどの店に行くか決める、話題を考える、帰ってきたらお茶を出す。

　相手が誰であろうと、来客があるということは張り合いが出るものだなと水月はしみじみ思っていた。

　もし一人でいたら、ろくに食事もせず、間食で空腹を紛らわせながらだらだら過ごして余計疲れていただろう。

　それに今日はプレイはしないが、地ならしだと思えば無駄でもなかった。会って気づいたのだが、これだけ二乃島に拒絶感がある状態ではどのみち無理だった。

　今回のところは自分といることに慣れてもらうだけでいい。

　お楽しみは次ってことだ。

　風呂から出て、パジャマに着替えて部屋に戻ると、同じくパジャマ姿の二乃島が床に敷いたラグの上に正座していた。

　白地に青のチェックで襟が大きく開いていて、首筋がセクシーだ。姿勢がいいので正座姿がとても様になっている。

「悪いな、待たせて」

　声をかけたが、二乃島はずいぶん緊張していてうつむいたまま答えない。なんだろうと考えて思い当たった。

　一風呂浴びてきて待たせたな、なんて、今からヤりますって合図じゃん。

　どうする、と水月は一瞬迷った。

　さっきまで鉄板のように固かった二乃島のガードが、今は水を吸った紙のようにへたっている。観念の結果であろうと相手がそのつもりでいると思うとぐらついたが……やっぱりやめようと思った。

　二乃島は気の毒になるほど表情がなく、まるで今から斬首される罪人みたいだった。二乃島の隣に同じように正座し、今日はしないから、と言おうとしたが、その前に二乃島が口を開いた。

「先に、脱いだ方がよろしいですか」

「え、あ、うん」

　邪よこしまな気持ちも手伝って、ついうなずいてしまった。

　二乃島は水月が隣にいるので脱ぎにくかったのか、立ち上がって心持ち距離を取った。その後は決心したようにパジャマのボタンを一つ一つ外していき、ばさっと上着を取り払った。

　うわ……。

　そのガタイのよさに思わず見とれてしまう。肩幅がどっしりと広く、無駄のない引き締まった体だ。

　すっかり目を奪われていた水月だが、二乃島が背を向けて床に服を置くのを見てあれ、と思った。

「その傷、どうしたんだ？」

　左肩から背中にかけて大きな古傷が残っている。

「十二歳の時に交通事故で」

　二乃島は言葉少なに答えた。

「大丈夫だったのか。かなり大きな事故だろ、それ」

　今生きているのだから無事だったのだろうが、つい聞いてしまった。二乃島は少し黙った後、答えた。

「こちらが軽自動車で、トラックとの衝突事故でした」

「へー、それで助かったんだ。よかったな」

「一緒に乗っていた両親は死にましたが」

　……。

「ごめん」

　水月は正座したままラグに手をつき、一も二もなく謝った。いやまじでシャレになんない。

　二乃島は驚いたように水月の前に膝をついた。

「いえそんな、顔を上げてください。そんなつもりで言ったわけでは」

　水月は顔を上げて、もう一度ごめんと言った。

　単につらいことを聞いてしまった、というだけじゃない。二乃島がここに来たのは自分の女が死んだら困るから程度に思っていたが、そうじゃない。

　両親が死んで、その上婚約者まで死んだら絶対嫌だ。そんな必死な思いでここに来た人を自分は強姦しようとしたのか。

「もう、いいよ。いいから服着て」

　二乃島は戸惑うように水月の顔をうかがっていたが、床の上着を取ってまた袖を通した。

「申し訳ありません。つまらない話をして水月さんの興を削いでしまって」

「いや、今日は元々あまり乗り気じゃなかったんだ。また今度にするよ」

　そう言いながらも、そんな話を聞いてしまっては、二乃島とするのはもう無理だろうなと思った。

　それからは気まずい雰囲気が消えず、結局早々に寝ることになった。当然ながら寝床は別々で、水月はベッド、二乃島には床に客用の布団を敷いてそっちに入ってもらった。

「明日、七時前にここ出て仕事だよな。目覚まし、六時でいいか？」

「はい。多分それより前に起きますので、目覚ましは止めておきます。仕事がお休みなのでしたら、水月さんはゆっくりなさってください」

「うん……朝は弱いからごめん、起きられないかも。鍵は郵便受けに入れといて」

「わかりました」

　そこまで話して、それならもう泊まる必要ないんじゃないかとハタと気づく。二乃島を性奴隷にできないなら慣れてもらう必要もない。まだ十時台であり、充分帰れる時間だ。

　しかし……もう布団に入っているのに、今さら「帰っていいよ」もタイミングが悪すぎる。もういいか、と水月は明かりを小さくして布団をかぶった。

　薄暗がりの中、下にいる二乃島をそっとうかがう。もう少しだけ聞いてみることにした。

「なあ、両親が亡くなったってことは、二乃島、家族いないのか？」

　声をかけると、二乃島はこちらに体を向けた。

「いえ……親戚に引き取って育てていただきましたので、一応家族は」

「あ、そうか。そうだよな」

　早合点してしまった。両親が死んでもいきなり一人ぼっちになるわけじゃないか。

「……ただ、私はなじめませんでしたけど」

　その時二乃島の顔を見て、何かに似てるなと思ったのだが、それがなんなのかは思い出せなかった。それ以上は話も弾まず、いつの間にか眠りについていた。







　それから一週間が経ち、トシとの関係はいよいよ最悪になってきた。

　この一週間、トシは毎日ファミレスに来ては水月の様子を観察し、しばらくすると帰っていった。もはやストーカーである。潮時だなと思い、昨日店を辞めた。

　人間関係がうまくいっていたので辞めたくなかったのだが、その未練もなくなった。トシとのトラブルのことでバイト仲間は急に冷たくなったのだ。

　だが今回などまだマシで、二番目の男と別れた時の方がひどかった。その時の相手は会社の上司で、ゲイだということを周囲にひた隠しにしている人だった。昇進を前に、こんな関係をいつまでも続けられないと振られた後、散々嫌がらせを受け、結局水月は退職を余儀なくされた。

　恋人に振り回されて職を失う。そんなこと人生に一度でも多いぐらいなのに、今回で二回目となり、水月は自分の情けなさにほとほと嫌気がさしていた。

　なんで自分はこうなんだ。

　……懲りずに同性を好きになるから。

　わかりきった答えが脳裏に浮かび、ぐっと奥歯を噛みしめた。

　新しいバイトを探さなければならないが、今は仕事のことを考えたくない。とにかくただ休みたい。

　そんなことを延々考えながら鍋の中のクリームシチューをかき混ぜていたら、一時間も経っていた。

　中を見ると野菜がとろとろになっていて、充分だなと思って火を止めた。それにもう二乃島が来る頃だ。

　本当は二乃島に電話して、もう来なくていいと言うべきだと思っていた。けれどずるずると後回しになり、結局今にいたっている。

　今日だけは来てほしかった。こんな何もかもどん底の状態で、一人で部屋の中で腐っていたくなかった。

　時計を見て今か今かと二乃島を待っていると、足音がしてドアの前で立ち止まった。二乃島だ。水月は相手がチャイムを押す前にドアを開けた。

「いらっしゃい」

　水月が笑顔で迎えると、二乃島は驚いた顔をしていた。今日はこの前と似たような背広に茶色のハーフコートをはおっている。

　二乃島は頭を下げると、手に持っていた紙袋を差し出してきた。

「この前は気が利きませんで申し訳ありません。これはほんの気持ちです」

「わ、これ……」

　とにかく高いことで有名な高級和菓子店の袋だ。自分用に買うことはまずないので、もらうとそれなりに嬉しい。

「ありがと。後で食べような」

　笑って礼を言ったのだが、二乃島はぴくりとも笑わない。その代わり、いいにおいを漂わせながら湯気を立てている鍋が気になるのか、そっちを見ている。

「ああ、一緒に食べようと思って作ったんだ。まともな料理なんてしばらくしてなかったけど、結構いいできだと思う。すぐ用意するから」

　これで愛想笑いの一つぐらいしてくれるかと思ったのだが、二乃島は笑うどころかわずかに眉根を寄せた。

「何かありましたか」

　鋭い一言に、水月は言葉に詰まった。

「この前の時も、心ここにあらずという感じで空元気なご様子だったので気になっていたのです」

　驚いた。

　緊張してうつむいているだけかと思っていたのに、よく見ている。

「差し支えなければお話くださいませんか」

　じっと視線を向けてくる二乃島の言葉に、苦笑がもれた。

　せっかく来てもらうのだから、せめておいしい料理を作って喜ばせようと思ったら、喜ばせるどころか心配されるとは。どうやら端から見て今の自分は相当痛いらしい。

　でもずばりと指摘されて、少し気が楽になっていた。痴情のもつれを話すなんてかっこ悪いが、二乃島に聞いてもらおうと水月は素直に思えた。







　どんどん、とドアを激しく叩く音がしたのは、二乃島と夕飯を食べながらトシのことをあらかた話した後だった。

「水月、俺だ！　開けてくれ！」

　トシの大声がドア越しに響いてくる。まずいな、と思った。他の男を家に上げていると知られたら絶対ややこしいことになる。

　水月は二乃島が何か言おうとするのを制して席を立ち、ドアホンの受話器を取った。

「何？」

「何って、店辞めたって聞いて……」

「それがなんだよ。トシには関係ないだろ」

「あのな、俺はお前を心配して……」

「いいから帰って」

　がちゃ、と問答無用でドアホンを置く。

「今日は違うって、本当にお前のことが心配で……とにかく中入れてくれよ！」

　どんどん、とまたドアが叩かれる。

　水月は体を硬直させてじっと耐えていた。頼むから、頼むから帰ってくれ。

「水月、ここ開けるぞ」

　じゃらじゃらとキーホルダーがこすれる音が聞こえてきて、焦りが倍増する。合い鍵で開ける気だ。

　水月はとっさに部屋から出て、台所と部屋を仕切る引き戸を閉めた。一瞬二乃島と目が合ったが何も言う暇がない。

　直後、ドアが開いた。

　チェーンがあるので完全に開きはしないが、ドアの隙間からトシが顔を覗のぞかせてくる。

　そこまでするか。

　鍵はいくら言っても返してくれないのだが、意に反して使われたのは初めてで正直ぞっとした。

「いい加減にしろよ。お願いだから帰って」

「今日は帰らん。入れてくれるまで何時間でもここで待つからな」

　どか、とトシはドアの前に座り込んで煙草を吸い始めた。本格的にまずい状況だった。こんなことで二乃島にまで迷惑をかけるわけにはいかない。なんとかして二乃島だけは逃がさないと。

　水月はちらりと引き戸を見た。とにかくトシをここから引き離せば、その間に二乃島は逃げてくれるはず。それしかない。

「わかったよ。話ならその辺の喫茶店でもいいだろ」

　水月は靴を履き、チェーンを外した。

　途端、入ってきたトシに腕をつかまれ、台所の床に引き倒された。

「いっ……」

　起き上がる間もなくトシが上から覆いかぶさってきて、水月の肩を床に押さえ込んだ。トシの後ろでばたん、とドアが閉まる。一瞬のことだった。

　トシの金髪が顔にかかるほど近くにある。押しのけようとするがビクともしない。トシは今年で三十二だが、二乃島同様、体格がいい部類だった。

「話しても埒が明かねぇ。抱かせろよ。もう一ヶ月もヤってないから体が疼いてんだろ？　一発ヤればそんな癇かん癪しゃく収まるさ」

　何を言われたのか理解した途端、内臓が煮えたぎるような悔しさが込み上げてきた。

　自分の方が何倍も何倍も、トシを愛していた。いつかは同じ家に住んで、ずっと一緒に暮らせると思っていた。馬鹿にするな。愛人扱いなど僕はごめんだ。

「いい加減に……っ」

　しろ、と言いかけた時、背後でガラッと引き戸が開く音がした。え？

「あ……おあ!?　な、なんだコイツ!?」

　トシはがばっと跳ね起き、突如現れた二乃島と対峙した。

　最悪だ。なんで出てきた。

　トシの性格からして、他の男に寝取られたと思おうものなら即突っかかっていく。それだけは回避したいのに何も思い浮かばず、水月はとっさに立ち上がるので精一杯だった。

「は……なんだ、要するに新しい男ができたから俺と別れるんだな？　そうなんだろ!?」

　違う、と水月が言うより先に二乃島が口を開いた。

「私が水月さんとつき合っていてはいけませんか」

　度肝を抜かれた。なんだそれは。

　否定するのが当然の状況なのに、なぜそんなことを言うのか意味がわからない。

　二乃島の開き直りとも取れる態度に、トシはこめかみに血管を浮かせた。

「ああ!?　人のもん何取ってんだよてめぇ!!」

　怒号を響かせるのと、手が出るのは同時だった。

　止める間もなく、トシの拳がもろに二乃島の頬にめり込んだ。

「……ッ！」

　予測した、最悪の事態。このおとなしそうな公務員が荒事に慣れているとも思えず、トシに引き倒されて一方的に殴られる姿が脳裏をよぎった。

　しかし——実際の二乃島はよろけることもなく、そこに踏みとどまっていた。

　防御も反撃もしようとせず、じっとトシを見ている。思えばよけようともしなかったのだから、わざと殴られたようなものだった。

「……んだよ……」

　トシが気味悪そうに一歩引いた。

　殴られたのに、怯みもせずに凛と見据える二乃島には奇妙な気迫さえあった。

「水月さんに、他の相手がいるのは許せないですか」

　再びの問いに、トシは何が言いたいんだと顔をしかめた。

「当然だろ、そんなの」

「それなら……貴方にはわかるはずだ。水月さんの気持ちが」

　すっと目つきをきつくする二乃島に、トシは虚を衝かれたようだった。水月も思いも寄らない言葉に目を丸くする。

「水月さんに別の相手がいるのが許せないなら、水月さんだって、妻子のある貴方を許せるはずがない。……それと、私が水月さんと知り合ったのは貴方と別れた後ですので、先ほどの指摘は筋違いです」

「……」

　トシは苦虫を噛み潰したような顔になった。二乃島に食ってかかる気が削がれたのか、頭をがりがりとかいて背中を向ける。

「……出直すわ。また来る」

「待ってください。まだ貴方にしかできないことが残っています」

　二乃島の言葉にどっと冷や汗をかいた。

　なんのことだ。もう何もしなくていいからとにかく出ていってほしいのに。

　はらはらしながら見ていると、振り返ったトシに二乃島は静かに言った。

「まだ水月さんを愛しているのなら、きちんと別れの言葉を、貴方からも言ってあげてください」

　それを聞いてはっとした。

　お互いに納得して別れたい。それは水月が一番望んでいることだった。

　だけどそんなこと言ったってトシが聞くわけない。ちらりとトシの方を見ると、トシも二乃島の言葉は予想外だったのか、唖然としていた。そして……水月と目が合うとバツが悪そうに舌打ちし、ポケットから合い鍵を取り出した。

　え……。

　トシに右手をつかまれ、その上に鍵を落とされる。

「これは返す」

　トシの言葉を信じられない気持ちで聞いていた。トシはそのまま踵を返し、ドアに手をかけた。

「トシっ……」

　思わず声をかけると、トシは振り返って何か言いかけたが……結局、何も言わずに出ていった。ドアがゆっくり閉まるのを水月はぼんやりと見ていた。

　鍵を返してくれたということは、悪かったと態度で示してくれたようなものだ。手の中に戻ってきた鍵に目を落とし、じわりと胸が熱くなった。

　もう本当にトシとのことで途方に暮れていたのに、悪夢が覚めるように暗い気持ちが晴れていく。

　二乃島のおかげだ。

　二乃島はドアの鍵を閉めてドアチェーンをかけると、水月の前に来て頭を下げた。

「出すぎた真似をいたしました」

「そんな、そんなことない。助かった。ありがとう」

　安堵で思わず涙ぐみそうになるのを手でこすりながら、二乃島を見上げた。

　殴られた跡がさっそく内出血の兆候を見せていて、一瞬で涙が引っ込んだ。

「大丈夫かそれ……って、とにかく冷やさないとっ」

　水月は台所であたふた右往左往しながら適当なビニール袋を引っ張り出し、氷を入れて二乃島に渡した。

「……ありがとうございます。タオルもお借りしていいですか」

「あ、あああ、うん」

　慌てふためく水月を意外そうに見ながらタオルを受け取ると、二乃島はビニール袋をタオルで覆って殴られた頬に当てていた。

「ごめんな。痛かっただろ」

「お気になさらないでください。ああいうタイプは一発殴らせた方が落ち着くと思ったので、そうしただけです」

　殴られたのは自己責任だとでも言いたげだが、そんなわけがない。どう考えても、この家に二乃島を呼び寄せた水月のせいだ。

「ごめん、ほんとにごめん。それ絶対明日腫れるだろ。職場で変に思われるよな」

　それでよくない噂が立ったりしたら……と水月が心配していると、二乃島は少しだけ目元を緩めた。

「それなら大丈夫です。教え子の竹刀しないが当たったとでも言っておきます」

「え、教え子？　竹刀……？」

「家の——私を引き取ってくれた親戚の家ですが、そこの道場で義父が剣道を教えていますので、その手伝いをしているのです。週に一度ですが」

　意外な側面だった。それであんなに引き締まった体だったのか。

「じゃあ二乃島、剣道の先生なんだ」

「そんな大したものじゃありません。無給ですし、私はあくまで補佐ですから」

「それでも、すごいよ」

　言って、二乃島が自分からプライベートなことを教えてくれたのはこれが初めてだと気づいた。

　少し、胸が弾んでいた。

　もちろんそこに深い意味はなく、水月の杞憂を解消するために補足してくれただけだ。だけど今までとは違う何かを感じたその時。

「——とにかく、合鍵が戻ってよかったです。貴方の身に何かあると困りますので」

　話を打ちきるようにまとめられた言葉に、急に冷や水を浴びせられたような気分になった。

　水月を守ったわけではなく、大事な骨髄の持ち主を守っただけ。そんな響きを帯びていた。

　思えばさっきトシの話を聞いてくれたのも、心配からというよりは、骨髄の持ち主が変なトラブルに巻き込まれていないか探るためだったに違いない。

　……そうだよな。

　浮かれていた気持ちは、あっけなくぺしゃっと押し潰された。

　少し緩んだように見えた二乃島の雰囲気も、元の無感情なものに戻っている。

　すべては彼女のためか。犯罪を犯すのも、奴隷契約をするのも、人の修羅場に踏み込んでくるのも。

　そう考えたものの、水月はふと疑問に思う。いくら好きでもそこまで自分を犠牲にして突き進めるものだろうか。

「二乃島ってさ、怖くないのか？」

「何がですか」

「人の修羅場に踏み込んできたりしてさ、もし相手がナイフ持ってたりしたら刺される可能性だってあっただろ。それに、そもそも会ったばかりの僕とこんな契約して、監禁されて家に帰れなくなったらどうするつもりだったんだ？」

「別に構いませんが」

　いや駄目だろ。

「生きていても彼女の迷惑になるだけですから」

　一瞬、二乃島が何を言ったのかわからなかった。

「いえ、やはり死んだら死んだで、彼女に迷惑がかかるのでしょうね」

　二乃島は思い直したように呟いた。

「生きていても迷惑なのに、死んでも迷惑ではどうしようもないですね」

　その一言は、ため息のように二乃島の口からもれた。いつも考えていることがぽろりと出た感じで、そんなことを口に出すこと自体、相当病んでいることに気づいてもいないようだった。

　何、それ。

「迷惑って……彼女、婚約者だよな？」

「婚約と言ってもずいぶん前に口約束をしただけで、もう無効かもしれません」

「しれませんって、ちゃんと確認したのか？」

「聞かなくてもわかりますよ。彼女は私のことなど愛していません」

　答えるその声は普段と変わらないのに、芯の部分が冷えきっている。

　相手に愛されていないというのも驚いたが、それよりもっと深刻なものを感じた。

「じゃあ……愛されてないなら、なんでそこまで彼女のためにがんばるんだよ」

「彼女を死なせたくない。それだけです」

　その言葉には、自分自身の幸せを願う気持ちが、どこかに忘れてきたようにごっそりと抜け落ちていた。

　両親を亡くして、義理の家族にもなじめず、婚約者を救うためにすべてを投げ打つ男。なのにその想いは一方的で、相手の愛情は得られない。

　なんだろう、この虚しさは。

　一見問題のない、むしろ立派な社会人に見えるこの男の心の闇に、水月は寒々としたものを感じた。

　なぜそこまで婚約者にすべてを捧げるのかはわからない。けれど一つだけははっきりとわかった。

　この男の根幹にあるのは孤独だ。一度濡れると乾くことなくじわじわと体を冷えきらせていく、冬の雨のような、孤独。

「二乃島、もっとさ……笑った方がいいよ」

　そう水月は言った。二乃島は唐突に言われてよくわからないという顔をしていた。

「何かしたいことない？　二乃島が楽しめることをしよう」

　すると二乃島は困ったように視線をうろつかせた。

「私が楽しめるかどうかはお気になさらないでください。この前は水月さんに遠慮させてしまいましたが……慰みに、使ってくださって構わないのです」

「そんなこと、二度としなくていいんだ」

　強い口調で告げると、二乃島は少し目を瞠っていた。

　いつも無表情で、変化に乏しい顔。わずかに感情が見え隠れしたかと思えば、それは戸惑いや自己への諦めでしかなく、そんな二乃島を見ていると無性にたまらなくなった。

「決めた。これからはその仏頂面をなんとかする路線に変更するから」

　二乃島はなんとも言いがたい顔で黙り込んだが、水月はとにかく二乃島に笑ってほしいと切に思った。

　雨の中で捨て犬のようにたたずんでいたこの男を、どうしても放っておけなくなっていた。







　二乃島が来るのは今日で四回目になる。

　前回、二乃島に何かしたいことを考えさせたところ、入院中の彼女を喜ばせたい、という案しか出てこなかったのでそれを実行することにしたわけだが……プレゼントを決める時点で難航した。

　まず彼女は外出できないため服やバッグは没。また彼女がほしがる本や漫画は親が買い与えているので二乃島の出る幕はないらしい。じゃあアクセサリーでもと言うと、自分がそんなものを贈ったら彼女が気にすると言う。大丈夫かおい。

　というわけで前回は何も決まらなかった。

　今回は、各自で一週間考えた案を持ち寄って話し合ったがどれも今一つで、結局、ご利益がありそうな神社でお守りを入手するという無難な結論に達した。……本当に無難だ。

「二乃島が手品でも覚えてやってみせる方がよくない？　タキシードとかシルクハットとかばっちり決めてさ」

　二乃島は嫌そうに首を振った。相変わらず遊び心ゼロである。水月はため息をついた。

「彼女のためなら死ねるんだろ？　死ぬことを思えばそれぐらい……」

「そのようなことは言っておりませんが」

　あれ、そうだったっけ。

「彼女が助かるなら自分が死んでいればよかったとは思いますが、彼女の娯楽のために死んでもいいとは思いません」

　なんだそうか。

「それにあまり普段と違うことをして、これで最期だと思わせたくないのです」

　それは考えすぎという気もするが、二乃島がそう言うならやめた方がいいだろう。

　その後は、どの神社のどのお守りにするかを考えた。

　お守りにあまり差なんてないと思っていたが、調べていくと意外にも彼女の好きなキャラクターのお守り袋が見つかり、それにすることにした。発売は正月からということなので、神社に行くのは一月二日に決定。今日が十二月四日なので約一ヶ月後だ。

　一通り決まったところで時計を見ると夜の十一時を回っていた。一息入れようと遅いティータイムにして、二人でベッドにもたれて黙って紅茶を飲む。前回もこんな感じだった。

　二乃島は恋人でも友人でもないけど、こうして同じ部屋で過ごすのは不思議と居心地がよかった。こうやっていると、まったりと落ち着いた空気が部屋を満たすのだ。

「水月さんは、私とこういうことをしていて楽しいのですか」

「僕は楽しいけどな。二乃島は？」

　二乃島は困った顔で沈黙した。

「楽しくないか……」

「すみません。水月さんがそれを望んでいる以上、私も楽しもうと努力しているのですが」

　努力というそぐわない単語に苦笑がもれる。……まあそうだよな、と思った。

　水月だって、こんなことが二乃島のためになるのかどうかわからない。「もう来なくていい」と言ってやるのが一番の親切かもしれなかった。ただ、自分はそうしたくなかった。

　二乃島との縁を、ここで切ってしまいたくない。

　せめて一度ぐらいは笑った顔を見ておかないと、「二乃島は今頃どうしているだろう」と後々まで気になりそうだ。詰まるところ、これは水月の自己満足だ。

　二乃島に迷惑をかけるだけで終わるかもしれないが、そこは契約だ。最後に骨髄提供さえすれば二乃島もそれでチャラにしてくれるだろう。

「あ、それと一つ聞いておきたいんだけど、二乃島が見舞いに行くこと自体は、彼女、嫌がってないんだよな？」

　もしそれも嫌がられているようなら、お守りを渡しても意味がない。

　二乃島は淡々と答えた。

「彼女は入院が長引いていて、見舞いに来てくれる友人も限られています。他の患者さんと話す機会もそう多くはないですから、誰であれ見舞いに来る人間を拒むことはないですよ」

　……というか。

　自分が見舞いに行ったら彼女は喜んでくれるという事実を、そこまで回りくどく言わないと気が済まないのかこの男は。

「どのぐらい行ってるんだ？」

「週に六回です」

「六回って……病院近いの？」

「ええ。彼女の入院を機に病院の近くに引っ越しましたので」

　なんだそれはと思った。それで拒まれてないなら、彼女、二乃島のこと嫌ってないよ。

「じゃあ二乃島、役に立ってるんじゃないか」

　二乃島の自己評価が低すぎることにもどかしさを覚えた。二乃島はちゃんとがんばってるじゃないか。そう言ってやりたい。

「生きてるだけで迷惑なんて言うから。どこが迷惑なんだ？　二乃島だって彼女を支えてるじゃないか」

　二乃島はこちらを見もせず、無表情のまま返してきた。

「いくら見舞いの回数を増やしても、それで彼女が助かるわけではないですから。私は彼女を救うのになんの役にも立たない」

「当たり前じゃないか、そんなこと」

　二乃島は一瞬体を硬くすると、感情を押し殺したようなかすれた声を出した。

「……なんの役にも立たないだけならまだいいですよ。害にならなければ」

　どういう意味で言ったのかわからず聞き返そうとして、水月は不意に気づいた。

　さっきの。

　彼女のためなら死ねるだろうと冗談を言った、その二乃島の答え。何か変な言い回しだった。

　二乃島は彼女が助かるなら死んでもいい、とは言わなかった。死んでいればよかった、と言ったのだ。

　理由はわからない。けど。

　この男は、自分が子供の時の事故で死んでいれば彼女はこうならなかったと、思っている。

　水月は隣の男を見た。

　絶望に、真っ黒に塗り潰された二つの目が、そこにはあった。

　事故のことが二乃島に暗い影を落としている。両親を失ってつらい思いをしたはずなのに、二乃島は今でも何かの罪悪感に苦しんでいる。

　その時、水月の体の奥で沸き立ったのは憤りだった。

　せっかく助かったのに、なぜ助かってよかったと思えない？

　二乃島は一人で生きてきたわけじゃない。義理の家族もいるし、彼女だっている。

　なのに死んでいればよかったなんて思うほどの孤独を、どうして誰も気づいてやらなかったんだ……！

　考えるより先に、二乃島を抱きしめていた。

「水月さん？」

　戸惑うような声を出されたが、さらにぎゅっと力を込めた。

　二乃島がこんなにがんばっているのは水月しか知らない。二乃島がやったことは犯罪だから誰にも言えない。それなら、共犯者の自分が言ってやるべきだ。

「馬鹿じゃないのか。どんなに図体がでかくたって、人が人の命なんか背負えるもんか」

　びくりと、二乃島の体が強ばるのが伝わってくる。

「ああすればよかった、こうすればよかったなんて、後からしかわからないことだろ。それを自分がどうこうすれば彼女は助かった、なんて思い上がりもいいところだ。……自分が事故で死んでいれば彼女は助かったなんて、そんなふうに考えるなよ。二乃島は彼女のためにやれることは、普通はできないことまで全部やったじゃないか」

　二乃島はゆっくりと目を瞠り、呆然としていた。それが水月の推測が外れていないことを示している。

　水月はいったん体を離し、じっと二乃島の目を見つめた。

「そこまでして、何を一人で背負ってるんだ」

　黒い目が、さらに大きく見開かれた。

　引き結ばれていた唇が震えている。不自然に息を吸い上げ、感情を抑え込もうとする背中にそっと手をそえると、二乃島は抑えきれなくなったようにしゃくり上げた。

「俺……のせいで……リツには……っ」

　それ以上は言葉にならなかった。

　二乃島は水月をベッドの側面に押さえつけるように抱きついてきて、泣いた。水月はベッドと二乃島にはさまれて半ば動けない状態で二乃島を抱きとめていた。なんだか大型犬にのしかかられて動けない飼い主みたいだ。

　それでふと思い出した。

　そうだこの男、ポチに似てるんだ。

　小さい時、引っ越しで飼えなくなって泣く泣く手放した子犬のポチ。きゃんきゃん鳴きながら車を追いかけてきたあのポチを彷彿とさせるのだ。

　二乃島のイメージはまさにそれ。でも犬種はゴールデン・レトリバー。あまりにも毛並みが立派で大きすぎたため誰にも捨て犬だと気づいてもらえず、今日も雨の中ぽつんとたたずんで誰かが拾ってくれるのを待ってます。そんな感じ。

　想像してみてちょっと笑いそうになるのをこらえながら、ぽんぽんと二乃島の頭を撫でてやった。この大きなポチの孤独を、自分が少しでも癒してやれればいいなと思った。







　それから一週間、二週間と経つに連れ、二乃島は目に見えて明るくなった。

　肩の荷が下りたように重い雰囲気が消え、よくしゃべるようになった。と言っても普通の人と比べるとまだまだなのだが、それでも自分の身近にあったことを話してくれるようになり、以前の二乃島では考えられない人懐っこさを発揮している。今では三日おきぐらいにメールをくれるまでになった。

　それから、水月の生活にも変化があった。ファミレスを辞めてからだらだら日々を過ごしていたが、今はコンビニのバイトを始め、なおかつ大学の時に取った資格を生かせないかと求職活動も続けている。

　仕事のことはしばらく考えないつもりだったが、こうして会って話せる相手がいるというだけでがんばろうという気持ちになれるものなんだなと改めて思う。隣には傘をさして黙って歩く二乃島がいる。

　今日は十二月二十五日。二乃島が来るのはこれで七回目だ。出会ってからそろそろ一ヶ月半が経つ。

　今は夜の散歩の時間だ。五回目の時からこうして散歩をするようになったのだが、一度習慣になると雨でも関係ないらしい。出がけに「本当に行くの？」と聞いたら二乃島は大きくうなずいていた。まるで悪天候で面倒くさがるご主人様に、散歩の時間だ連れていけ、とわんわんほえ立てる犬である。やっぱりポチだ。

　さてそのポチなのだが、さっきから難しい顔をして黙っている。何か話があるのかなと思っていたが、ないならこちらから。前から聞きたかったことがあるのだ。

「なぁ、リツさんってどんな人なんだ？」

　持っている傘を傾けて聞くと、二乃島はなぜか不意を突かれたような顔をして立ち止まった。それに合わせて水月も歩くのをやめる。

「もっとリツさんのこと教えてよ。僕が骨髄をあげる患者さんなのに、フルネームも知らないんだぞ」

「俺は彼女の名前を貴方に言いましたか」

　思わぬ質問に水月も目を白黒させた。泣いた時に言ってたけどと教えると、二乃島はしまったなという顔をした。

「どうしたの？」

　そんなに知られてはいけないことだろうか。二乃島は片手で口元を押さえて渋い顔をしていたが、言ってしまったものは仕方がないという感じで水月の方に向き直った。

「水月さん、彼女のことをお教えするのは構いませんが、それは移植が成功した後でもよろしいでしょうか」

「え、なんで？」

　軽い気持ちで聞き返したが、二乃島の表情は重かった。

「水月さんが彼女のことを知れば知るほど、移植が失敗した時、気に病まれるでしょうから」

　あ、と思った。確かに……それはあるかもしれない。

「本来、ドナーと患者の間で情報は一切やり取りしないのが筋です。それは不正防止もありますが、ドナーに余計な精神的負担をかけない意味もあると思います。それなのに、こうして多少なりとも彼女のことを知らせてしまい、本当に申し訳なく思っています。水月さん、もし……彼女が助からなくても、決してご自分のせいだとは思わないでください」

　二乃島の言葉には重みがあった。多分それは二乃島自身がいつも思っていることなのだろう。

「わかった。けど、一つだけ。どうなっても結果はちゃんと教えろよ。一人で抱え込むんじゃなくてさ」

　二乃島は困ったような顔をして目をそらした。

「それは……その、ここまで関わっていただいた以上、結果をお伝えしないわけにはいきませんが……」

　歯切れ悪く言葉を続けた後、自分で納得いかないとばかりに言った。

「俺は貴方にしてもらってばかりだ」

　また当たり前のことを言っている。死と闘っているリツを支えられるのは家族や二乃島しかいない。ならその人達を支える人間だって必要だろう。まったく、甘えるのが苦手なポチである。

　そんなことは気にしなくていいと言おうとしたら、ポチは勢い込んで尋ねてきた。

「水月さん、俺に何かできることはありませんか」

　はい？

「ずっと言いたかったのです。最初の契約のことはうやむやになってしまいましたし、その後もすることと言ったらこうして会って話をするぐらいで……俺は貴方のために何も」

　ああ、今日の散歩の話題はそれだったわけね。

「言ったろ？　これからはその仏頂面をなんとかする路線にするって。それは今も進行中で僕は楽しんでるから全然構わないよ」

「しかしそれでは……」

　しかしとかですがとか言う暇があったらその仏頂面をなんとかしろ。いまだに笑ったことないだろ。

　水月はため息をつきながら答えた。

「充分返してもらってるよ。トシのことはすごく感謝してるし」

「大したことはしておりません。あれは相手の物わかりがよかっただけで」

「結果的に助かったっていうだけじゃなくてさ、あの場でああやってかばってくれたの、嬉しかったよ」

　水月は笑って続けた。

「あの後だって、トシの問題が解決しても、バイト辞めたから気軽に話せる友達もいなかったし。そんな時にポチが毎週来てくれたから励みになったよ。ありがと」

　これで文句あるまいと二乃島を見たのに、なぜかものすごく何かを訴えるような目でじいっとこっちを睨んでいる。

「……なんですか、そのポチというのは」

　あ。

　今、ポチって言ったっけ。わー。

「えーと、ポチ、ポチはね。小学三年の時に道で拾って親にせがんで飼ってもらったんだけど、その一週間後にいきなり親の転勤が決まって、仕方なく引っ越しの時に友達に引き取ってもらった子犬なんだよ。もうね、すっごくつらかったよ。引っ越しの日が雨でさ、そのポチが雨の中をきゃんきゃん言いながら車追いかけてくるんだよ」

「……いえ、そうではなく」

　あ、ごまかしきれなかった。

「俺をなんだとお思いなのですか」

「ポチ」

　思わず反射的に答えてしまった。二乃島はずーんと沈んだ顔をする。悪いけど、ちょっと面白いよ二乃島。

「要するに俺は愛玩動物程度にしかお役に立てていないと」

「役……？　いや別に役に立たなくていいよ」

　え、という顔をする。わかってないな。

「役に立つ立たないじゃなくてね、二乃島がいてくれるだけで僕は楽しいよ」

　二乃島は大きく目を見開いてじーっとこっちを見ている。あ、今しっぽ振ってる。すごく振ってる。そんなオーラが見えるよ。

「水月さんには参ります……そんなこと、誰にも言われたことないですよ」

　そう言って二乃島は笑った。

　そう、笑った。二乃島が。初めて。

　口元はあまり変化がないけど、でも目が物語っている。穏やかで、深い笑み。

　ほわーと温かい感情が胸いっぱいに広がった。胸がいっぱいになると頭にまで上ってきて、この寒いのに顔が火照ってくる。もっと二乃島の笑顔を見ていたいという誘惑にかられたけど、水月は慌てて目をそらした。

「そろそろ行こうか、冷えるし」

　そう言って歩き出すと、そうですねと二乃島もついてきた。せっかくクリスマスだからコンビニに寄ってケーキでも買おうと思っていたけど、やめた。

　だってまずいだろ、これは。

　そっちの方向に行かないように行かないようにしてきたけど、駄目だ。これは親切心とか年下だから面倒見てやろうとかじゃない。

　わかってしまった。

　僕は二乃島が、好きなんだ。







　年末年始は田舎の実家に帰省し、水月は元旦の夜、東京に戻ってきた。

　今日は一月二日、晴天。

　例年に比べて気温は高く、絶好のお参り日和になった。水月と二乃島は朝から電車を乗り継いで目的の神社に向かっていた。

　正真正銘の休日なのに二乃島はこんな時まで背広で、理由を聞いたら「お守りをいただくならきちんとした格好でないと」とのことだった。

　水月はと言うと当然私服で、これじゃまずかったかなと自分の服装を見ていると、「本当は適当な服がなかっただけです」とぼそっと打ち明けられて笑ってしまった。

　そんな感じで和やかな道行きを楽しんでいたのだが。

　二人は神社の入り口まで来たところで立ち止まり、唖然としながら拝殿までの長い参道を眺めた。

　……人、人、とにかく人。

　神社の敷地面積の八割ほどがすでに人で埋め尽くされている。

　本命はお守りの授与所なのだが、正月三が日は順路が決まっているらしく、まず拝殿に並ばないと授与所には行けない。

　仕方なく列に加わったが、三十分経っても参道の半分も進めない。しかもどんどん混み具合はひどくなってきて、二乃島と話そうにもろくに言葉も聞き取れない。二乃島と会うのはこれで最後だから今日は楽しむつもりだったのに、初っ端から出鼻をくじかれた形だ。

　そう、今日で最後にしようと思っている。

　コーディネートの方は順調に進んでいて、詳細な検査の結果、水月の骨髄が移植に使えると判断され、最終同意も十二月の中旬に済ませている。

　移植が実施されるのは今月下旬で、リツの前処置は上旬から始まる。前処置というのはドナーの骨髄を受け入れるための準備で、放射線や抗ガン剤で患者の骨髄を破壊する処置だ。患者にとって一番苦しい時期はこの前処置から始まり、移植を経て白血球の数が上がり始めるまで一ヶ月以上続く。

　リツがそんな大変な時期に二乃島を来させるわけにはいかないので、次に会うとしたらリツがこの時期を乗りきってからになるが、それを待ってはいけないと思った。

　これ以上つき合ったら、二乃島を諦めきれなくなってしまう。

　元々遊びのつもりだったから彼女のいる男に手を出したのだ。それが本気になったのでは話にならない。

　それは痛いぐらいわかっているつもりなのだが、胸のうちではすでに潔くなど諦められない想いがへどろのように淀んでいた。

　二乃島の孤独に気づいてやらなかったくせに、大切にされ、尽くされているリツ。そんな彼女が妬ましく、そしてまるで自分にもチャンスがあるかのように嫉妬する己がひどくみじめだった。

　水月は何気なく周りを見回した。

　ひがんだ気持ちで見るせいか、カップルがいやに目につく。どのカップルもこの殺人的な混み具合の中、まず間違いなく手をつないでいた。

　いいなぁ、とぼんやり思った。

　今まで三人の男とつき合ったが、誰一人、水月と手をつないではくれなかった。

　——男同士ってことで不当な扱い受けるの嫌だしな。わざわざ損することもないだろ。

　それがトシの言い分だった。

　だから外ではべたべたしなかったし、絶対に手もつながなかった。ドライな気はしたがそれで納得できた。二番目の男のように、世間の目を気にしてめったに外出してくれないよりはよほどよかった。

　ただ、自分は外では手もつないでもらえないような人間なのだと、心の底では思い知っていた。

　なんだかさっきから暗い方向に思考が回っている。気分を切り替えようと顔を上げて……水月は慌てた。

　まずい。考え事をしていたら二乃島との間に一人入られている。あ、さらにもう一人。あー、ポチー、まってー。

　声をかけようとしたが、その前にポチがご主人様の異変に気づいてぴぴんと耳を立て、こちらを振り返った。水月が手を挙げてここここ、と手を振ると、二乃島は人の流れに逆らって人混みをかき分け、水月のところに戻ってきてくれた。

「ごめんごめん」

　こんなところではぐれなくてよかったと思いながら手を下ろすと、その手をぎゅっと握られた。

　……え？

「大丈夫ですか」

　二乃島はいつもの表情で聞いてきた。特に変わったことをしているという気負いもない。

「いや、別に、大丈夫だけど」

「申し訳ありません。まさかここまで混むとは思わず」

「い、いいよ。空いてるとは思ってなかったし。そのうち着くし」

　会話はそれで終わり、また無言で列に並ぶだけになった。ただ、二乃島は平然としているようだが、水月の心臓は飛び出んばかりにばくばくと跳ね上がっていた。

　いや、これは非常時だし。

　はぐれたらまじで合流できないし。

　いや。でも。普通、服の袖とかだよな、つかむの。

　しっかりと右手を握られ、二乃島の手のひらの硬いまめが手に当たる。竹刀を握るとまめができるのだと、以前二乃島が言っていた。武骨な手からは温かい体温が伝わってきて、水月の中を内側からあぶるように熱くする。

　さっきまで亡者の行進のただ中で押し流されている心境だったのに、今はまるで……王子にダンスを申し込まれて手を引かれるシンデレラみたいだ。

　二乃島にこの心臓の音が聞こえないかと思うぐらい、すごく、どきどきした。







　神社の建物の壁にもたれて、ぼーっと空を見上げていた。

　あれから残りの参道をじりじりと進んで拝殿にお参りしたのだが、その間ずっと二乃島に手を握られ、頭に血が上りっぱなしだった。今は二乃島がお守りの授与所に行っているので、水月は離れた場所で待たせてもらっている。

　しばらくして、二乃島が人混みの中から戻ってきた。どうだった、と聞いたらお守りを見せてくれた。

「あ、かわいい」

　赤いお守り袋に犬のキャラクターの刺繍がついていて、デフォルメ具合になかなか愛嬌がある。

「でもなんで二つあるの？」

　そう聞いたら、二乃島はお守りを一つ差し出してきた。

「これは水月さんにです。水月さんも骨髄提供の手術を受けるのですから、事故がないように」

　思わずじーんとしてしまった。リツのことだけでなく、水月のことも考えてくれていたのだ。ありがとう、と言ってお守りを受け取り……胸が潰れんばかりに切なくなった。

　どうするんだよ、今日が最後なのに。

　変に声がかすれそうになるのをこらえながら、じゃあ帰ろうかと二乃島を促した。笑ったつもりだったのだがそれもぎこちなくなってしまう。二乃島に怪訝そうに視線を向けられ、それで張り詰めていたものが一気に限界を迎えた。

「あのさ。もうすぐリツさんの前処置が始まるだろ。だったら次から来なくていいから」

　二乃島は少し間を置いた後、「お気遣い感謝します」と神妙に返してきた。わかっていないようだった。

「だからさ、今日でお別れってこと」

　はっきり告げると、二乃島は途端にぎょっとした顔になった。

「いえ、リツの病状が安定すればまた来……」

「結果を聞くだけなら電話で充分だし、わざわざ来る必要ないだろ。往復一時間もかけて」

「いえ、それは全然……」

「二乃島の仏頂面も少しはマシになったし？　僕としては、もう来てもらう理由がなくなったかなぁって」

　考えていた別れの言葉を、畳みかけるように言いきった。

　二乃島の顔がだんだん強ばっていくのを視界に捕らえ、少しは惜しんでくれているのだと思うと自虐的な喜びが胸に満ちた。

「心配しなくてもちゃんと骨髄は提供するから。最終同意もしたしな。もう僕の心変わりをチェックしにくる必要もないだろ」

「理由がなければ行ってはいけませんか」

　ナイフで心臓を一突きにされたように息が止まった。

　そんなの、反則だ。

　そんなふうに慕われたら……嬉しいに決まってる。飛び上がって喜んで、もういつでも来てと言いたくなる。

　でも二乃島にはリツがいる。

　愛する男に連れ合いがいる、あのひりつくような気持ちだけは、もう二度と味わいたくなんかないのだ。

「っていうか、なんで来るんだよ。それこそ理由がない……」

　引きつった笑いで受け流そうとしたのだが、いきなりなんの前触れもなく二乃島に手をつかまれた。

「……ッ」

　なんでこんな時に、手を握ってくる？

　確かにまだかなり混んではいるが拝殿の前ほどではない。手をつながなくてもはぐれることはなさそうだった。

「……もういいだろ。人、そんなに多くないし」

　動揺を隠して手を振りほどこうとしたが、二乃島が離さなかった。

「嫌ですか」

「嫌って、そういう問題じゃ」

「俺はつなぎたいですけど」

　……はい？

　二乃島の方を見ると、二乃島は思い詰めたような顔をして目を伏せた。

「さっき、どきどきしていました。水月さんと手をつないで」

　……え？　ええ？　えええ!?

　仰天して固まっていると、二乃島は手をつかんだまま歩き出し、それに引きずられて水月もつんのめるように足を出した。

「ちょ、ちょっと待て。ちょっと待って。それって……ええと、だから、リツさんは？　リツさんとはどうなったんだ？」

　水月が混乱しながらまくしたてると、二乃島は真顔で答えた。

「リツのことは間違いでした。リツに対する気持ちは恋愛感情じゃなかった。最近になってようやく気づいたのです」

　待ておい。

　犯罪を犯して買収のために金を積んで男に体を売ってまで助けようとした女性が間違いってなんだ？

　大体リツさんはどういう人なんだよ、と聞こうとして思い出す。そう言えば移植が成功するまで教えてもらえないんだった。二乃島がリツに関しては奥歯に物がはさまったような言い方をするのもそのせいだろう。ああ、何かすっきりしない。

「と、とにかく、離せよ。男同士で手、つなぐなんて変に思われるし……二乃島の知り合いにばったり会う可能性だってあるだろ？　その時になって焦ったって知らないぞ」

　二乃島はすぐには返事をしなかった。ほらみろ、と思っていたら忍び笑いが聞こえてきた。

「な、何がおかしいんだよっ」

　思わず睨みつけると、二乃島は目を細めてこちらを向いた。

「水月さんは意外に堅いのですね。同性で手をつなぐには政府の許可でも必要なのですか」

　とっさには言葉が出てこなかった。

　口を半開きにして、自分の手を握る男を見上げた。

　二乃島の答えは、今までの三人の誰とも違っていた。

「貴方がお嫌なら離しますが、それ以外の理由では離しませんよ」

　頭に血が上って、舌がうまく動かない。

　つながれている手がじんじんと熱を持ち、体全体が火照っていく。

　そんな答えをくれるとは思わなくて、そんな答えがあるとも思っていなかった。

　ただ嬉しくて。

　水月はうつむいて、ぎゅっと二乃島の手を握り返した。







　それからはなんだかもう、すっかり舞い上がってしまった。

　神社の後はすぐ帰るのかと思いきや、二乃島がお出かけプランを考えてきていて、東京の下町をちょっと歩いたり、居酒屋に寄ってお酒を飲みながら二人で鍋をつついたりした。二乃島とそういうことをするのは初めてで楽しくて、気づけばあっという間に時間が過ぎていた。

　まるでデートみたいだったなと風呂の中で思い返していて、あ、デートだったのかと今さらながら自覚する。

　でも……そう、なのかな。二乃島に慕われてるのはわかるけど、本当に僕としたい、と思ってくれているんだろうか。いざ体を重ねたらやっぱり駄目ってことになるんじゃ……。

　そこまで考えて苦笑する。

　今からそんなに焦ってどうする。

　ただでさえ最初に恐怖感を植えつけてしまったのだから、これからはあくまで二乃島のペースに合わせていくべきだ。

　うん、二乃島がいいって言わない限り何もしない。子犬を扱うがごとくやさしくソフトに。

　そう決意して水月は風呂を出た。

　体をふいてパジャマを着て、ごうごうとドライヤーで長めの髪を乾かす。そうしていると先に風呂に入らせておいた二乃島が、パジャマ姿でこっちに来た。

「何？」

　ドライヤーを止めて聞くと、二乃島はなんでもないと首を振る。再びドライヤーをかけると二乃島は何をするでもなく、じっとそばで水月を見ている。髪を乾かすのが終わって歯を磨き始めてもじーっと見ている。

　懐かれてるなぁ。

　ご主人様が遊んでくれるのを待ってるみたいだ、とこっそり思った。

「終わったよ」

　歯ブラシとコップを片づけながら言うと、ポチはしっぽを振って寄ってきた。

「水月さん、今日は一緒に寝ましょう」

　……え？

　どくんと心臓が脈打ち、いやが上にも期待が高まる中、ポチが部屋の入り口を開けた。

　水月のベッドの上の布団が床に下ろされ、二乃島の寝床の横に敷かれていた。

　あー、一緒に寝るって、布団を並べて寝るってことか。……一気に脱力。

「いいんじゃない？　修学旅行みたいで」

　そう言うと、ポチはすごく満足そうにうなずいた。いつもと比べてベッドの高さ分の差がなくなっただけなのだが、それでも嬉しいらしい。わかったよ、今日はポチと枕を並べて一緒に寝るよ。

「じゃあ電気、小さくしますね」

「うん」

　水月が布団の中に入ると、ポチがかちりと明かりを小さくする。ポチも布団の中に入り、しばらく沈黙が落ちる。……あれ？　今日はこれでおやすみかな。修学旅行のごとく夜の長話が始まるものと期待してたのに。

「水月さん」

「ん？」

　きたきたと思って返事をした途端、二乃島の手が横から伸びてきて水月の体をつかみ……あっと言う間に二乃島の布団に引きずり込まれた。

　びっくりしていると、二乃島は体を起こして水月の頭の横に手をつき、薄暗がりの中、見下ろしてきた。

「な、な、なな何？」

「貴方が好きです」

「え、あ、う、うう、うん？」

　状況についていけていない水月に、二乃島は顔を近づけてくる。水月は反射的にその顔を手で押しやった。

「ちょ、ちょっと待って」

「なんでしょうか」

　二乃島は真剣そのものの顔で水月を凝視する。その目は総理大臣の手術を前にした外科医のようで、失敗は許されないという覚悟のようなものがにじみ出ていた。

　待ておい。

「いや、あのさ……僕、男なんだけど、それはいいのかな」

「問題ありません」

　いやそれ絶対強がりだろと突っ込みたくなったが、いきなり二乃島の手がズボンの布越しに水月のそこに触れてきた。そこは一気に反応し、恥ずかしさに赤面する。

「そ、そんなことしてくれなくても」

「俺がしたいんです」

　今度はズボンのゴムに手をかけられる。

「うわ、ちょっ」

「嫌ですか」

　そう聞かれて言葉に詰まる。嫌じゃない。嫌なはずがない。だけどノーマルの男がそう簡単に男に欲情できるとは思えない。今だってとにかく二乃島の必死さは伝わってくるけど、声にはちっとも甘さがない。

　答えられないでいると、二乃島の手が水月のズボンと下着を引きずり下ろし、水月のものに触れてきた。そして一瞬躊躇した後、それを深く口に含んだ。

　途端。

　二乃島はがばっと布団を跳ね上げると口を手で押さえ、トイレに駆け込んだ。水月が呆然としている中、盛大に吐く音が聞こえてきた。

　……。

　とりあえず下着とズボンをはき直してトイレに行く。便器にすがりついて二乃島が吐いているので、背中をさすってやった。

「大丈夫？」

　戻す音が返事のように返ってくるのがなんとも痛々しい。

　さっきのは喉に当たったのが直接の原因だろうが、精神的な理由もありそうだ。多分、最初の行為がよほどトラウマになっていて、条件反射のようになったのだろう。二乃島にはつくづく悪いことをした。

　それから一度は吐き気が収まったものの、なぜか二乃島は自分の指を喉に突っ込んで徹底的に吐き始めた。夕食の鍋の中身を全部出しきったところで口をぬぐうと、二乃島はおもむろにこちらに向き直った。

「失礼いたしました。お見苦しいところをお見せして申し訳ありません」

　いやに無表情に二乃島は言った。

「それはいいけど……」

「今吐けるものはすべて吐きましたので、これで大丈夫です」

　……何が？

「もう一度させてください」

　淡々と話す二乃島の目は完全に据わっていた。おい、何開き直ってるんだ二乃島……？

「ちょ……ちょっと、あの、い、嫌なのになんでするの？」

「こんなものは慣れです。子供の頃錠剤が飲めなくても訓練すれば飲めるようになるのと同じです」

　そんなたとえ話は初めて聞きました。

「この前満足にできなかった分も含めて、今日は是が非でもさせてください」

　ああ、最初にフェラで失敗したからこだわってるのか。なんて律儀な男なんだ。

「いやあのさ、フェラなんて嫌なら無理してしなくていいんだよ？　男同士なら必ずするってわけじゃないし」

「あの男はしていたのですか」

「あの男って……ああ、トシはしてたけど」

「あの男にできて俺にできないはずはありません」

　そこのポチ。今どんどん泥沼にはまってるだろ。

「ていうか、今ので男相手にはできないってわかったんじゃないの？」

「そんなことは貴方に会えなくなることを思えばなんでもありません！」

　その言葉で、もう来なくていいと言ったのが二乃島にはよほどショックだったのだとわかり、ぎゅっと胸を絞られる。

　さっき激しく吐いたせいで目に涙を浮かべたまま、二乃島は悲愴に顔を歪めた。

「俺は……俺は、貴方がいい……！」

　ずきゅぅん。

　心臓のど真ん中を撃ち抜かれ、もう死ぬってぐらい甘い衝撃が脳をぐらぐらさせる。

「……げ、ゲロ吐きながら言うことじゃないだろ……？」

「吐き気は必ず克服します！　ですからどうか貴方のそばにいさせてください……！」

　なんで便器にすがりついてのゲロ吐き告白がこんなに一撃必殺なんだ。

　今すぐ二乃島を抱きしめたい。頭なでなでしてちゅーしたい。愛しさが、ずあっと洪水のように押し寄せてくる。今までつき合った誰よりも好き。一番好き……。

　途端、ふっと思い出す。かつてまったく同じ思いを抱いたことを。

　トシを愛していた。トシが駄目ならこの先一生恋愛は無理だと思っていた。呪いのようにこびりついたその思考が甘い気持ちを一瞬にして凍りつかせる。

　水月は熱い目でこちらを見つめる二乃島から、ふいと目をそらしていた。

　また同じことの繰り返しになるんじゃないか、と思った。

　水月はいつも遊びか不倫相手が関の山だ。トシは妻と仲違いしていたから水月の誘いに応じたのだ。二乃島だってリツとうまくいっていないから水月に好きだと言うのかもしれない。そうじゃないとなぜ言いきれる？

「水月さん？」

　声をかけられ、はっとして二乃島に視線を戻した。熱烈な告白を大好きな相手から言われたのに、「僕も二乃島が好きだよ」という言葉はついに口にできなかった。

「あ……まあ、とにかく、好きとか言う以前に、吐き気が収まるかどうかを見極める方が先じゃない？」

　二乃島はちょっと目を瞠っていつもの無表情に戻った。だけど、自分の気持ちを信じてもらえなかったとしょんぼりしているのがにじみ出ていて、水月は慌ててつけ加えた。

「移植が終わって、リツさんのことが一段落して、それでも二乃島の気が変わらなければ、その時に続きをしよう」

「いいのですか」

　二乃島の顔がぱっと明るくなる。それを見てずきりと胸が切なく痛んだ。

　今すぐ抱きしめたい。なのに体が、これ以上関係が進むことを拒絶している。二乃島を信じて愛したいという気持ちと、二度と傷つきたくないという気持ちがせめぎ合って身動きが取れない。

　次の約束を取りつけただけでこんなにも喜ぶ二乃島に、何も応えられない自分が歯がゆかった。

　これは二乃島の問題じゃない。自分の問題だ。







　翌日は昼過ぎに二乃島を送り出した。

　前処置が始まるので、これから一ヶ月ぐらいは会うのを控えることになる。二乃島もそれに賛同してのことだが、どことなく寂しそうだった。

　それであまりにも名残惜しそうにするので駅までついていってやったら二乃島はしっぽを振って喜び、これから会えない分メールしますと言って帰っていった。今日、さっそくお守りをリツに渡すそうだ。

　二乃島の行動一つ一つが嬉しいはずなのに、水月はなんだか煮えきらない。二乃島と別れた後の帰り道でふと思う。

　リツがもう彼女じゃないなら、なぜ二乃島は見舞いを続けるのだろう？　好きだと言う水月と週に一度会うことさえ犠牲にして。

　水月は頭を振った。なんてひがみっぽい発想だ。二乃島は人の生死がかかっている時に手間を惜しむ男ではない。二乃島の誠実さまで疑うなんてどうかしている。

　駄目だな、と思う。

　水月はどうしても、トシの仕打ちが忘れられない。あんなに愛したトシでさえ水月を騙したのに、他の誰を信じていいと言うのだろう？

　そんなことを鬱々と考えながらアパートまで戻ってきてみると、見慣れた黒い車が路肩に止まっていた。トシのだ。ということは……。

「お」

　階段を見上げると案の定、二階から降りてくるトシがいた。ずいぶんごついジャンパーを着込んでいる。背中に竜の刺繍がついたやつだ。トシは軽く手を上げた。

「久しぶりだな」

「だね」

　トシが笑い、水月も笑い返す。ストーカーだった時のトシの異常さはすっかり影を潜めていた。

「今話せるか？」

「うーん、じゃあ、散歩しよっか」

　この寒いのに散歩かよ、と言いながらも応じたトシと、水月は歩き始めた。

　いつも二乃島と歩いている散歩コースの半分で、十五分。泣いても笑っても、トシとはこの十五分で終わりにする。

「まず、これな」

　トシは懐から封筒を取り出してこっちによこしてきた。中身は金だとすぐわかった。

「い、いらないよ、そんなの」

「いいから受け取れ。俺のせいでクビになったんだろが」

「いらないって。そんな、家族のいる人からお金取るなんて……」

「これは家に入れてる金じゃねぇ。全部俺の貯金だ。……そん中の半分、十万は俺の向こう半年分の煙草代のつもりだ」

　水月は目をまん丸にしてトシを見た。そう言えば、二階から降りてきた時トシは煙草を吸っていなかった。手持ちぶさたでいると三十秒も経たずに煙草をふかし始めるトシがである。

「さすがに反省してな。死ぬ気で禁煙中だ。受け取ってくれ。俺なりのけじめだ」

　目をそらしてぶっきらぼうにトシは言う。水月は今度は素直に封筒を受け取った。

「そういうことならもらっとくね。残り半分も煙草代でいいから、この機会に煙草やめなよ」

　トシは苦笑いして、考えとく、と返してきた。

　しばらく二人で黙って歩く。散歩コースの折り返し地点に差しかかり、方向的にアパートに戻り始めたところでトシが口を開いた。

「水月、俺には嫁とガキがいるけどな、お前に対する気持ちは嘘じゃない。それでもダメなのか？」

「じゃあ、奥さんと別れられる？」

「そう単純じゃねぇんだよ、離婚は。結婚なんて個人の自由って思ってるだろうけど、実際はまだまだ家同士の契約だ。一回結婚したら好き嫌いだけじゃ離婚できね。俺の場合ガキもいることだし」

「なんで騙したの。独身って」

　水月は一番聞きたかったことを口にした。トシはジャンパーのポケットに手を突っ込んで、少しうつむいた。

「割と、最初だっただろ。お前が俺に結婚してるかって聞いたの。あの頃は嫁と晩飯食うのが嫌でファミレス通ってたから、わざわざ嫁の話したくなくてな、それで独身だって言ったんだ。その後お前と仲良くなって、こういう関係にもなって……完全に言う機会逃しちまってなぁ。しかもお前が一緒に暮らすの望んでるんだから、言ったら終わりだろ。だから……」

　トシは後悔するように、目を閉じた。

「お前と別れたくなかった。だから言えなかったんだ」

　その言葉で、すうっと気持ちが軽くなった気がした。

　ちゃんと、人間味のある理由があったんだ。男同士だから適当にあしらわれたんじゃなかった。それがわかっただけで、今までの失恋の呪縛から救われた気がした。

「なあ水月、もう一度俺と……」

「駄目」

「……おかしいな、今の聞いてちょっとグラッとこなかったか？」

「全然。トシは口が上手いから話半分に聞いとかないとね。それに奥さんと案外うまくやってるんじゃないの？」

「まあ……ガキが成人するまではお互い努力しましょうってことになったけどな」

　トシがぶちぶち言うのを水月は笑って聞き流した。

「あれだ、そっちこそ、この前の奴とはどうなったんだ？」

「え？　ポチ？」

「ポチ？　変な名前つけてんなぁ。で、どうなんだよ」

「うん、まあ」

　水月の明るい声で察したのか、チッと舌打ちが返ってきた。

「じゃあ、恋人が駄目なら友達ってことでどうだ？」

「それも駄目。トシと会ったらそれだけじゃ済まないし」

　確かにな、とトシは笑った。

「だから、トシとはこれでお別れ」

　散歩は終わり、ちょうどアパートのところに戻ってきていた。

　トシはもう、別れを引き延ばそうとはしなかった。そうだな、と水月の頭をぽんと叩くと、路肩の車に歩み寄り、運転席のドアを開けて乗り込んだ。水月は少し大きな声で言った。

「煙草はちゃんとやめなよ。それと、いつまでも年甲斐もなく若作りでいてね！」

「うっせえ！　お前もな、俺を振るんだからそいつと幸せになれよ！」

　トシはドアから顔を出して大声で返し、ドアを閉めた。水月は精一杯手を振って走り去っていく車を見送った。

　いつの間にか、水月はこれ以上ないぐらい笑っていた。

　結婚していると知ってからつらいものになっていたトシとの思い出が、元の楽しい思い出に戻っていく。枯渇した心の泉にゆっくりと水が流れてくる。大切なものを取り戻した気がした。多分、トシとのことをすべて否定するのは、自分を否定するのと同じだったのだ。

　過去二人の男には捨てられたも同然だった。トシとまでひどい別れ方にならなくて本当によかった。これも二乃島のおかげだ。

　急に二乃島に会いたくなった。

　二乃島には告白されたのに、まだきちんと返事をしていない。それを思うといても立ってもいられなくなり、アパートに上がって必要なものをそろえると、すぐさま駅に向かった。

　電車に揺られて三十分。電車から降り、二乃島から渡された名刺の住所に行くとちゃんとアパートがあり、三〇一号室に「二乃島」の表札がかかっていた。

　思わずほっと胸を撫で下ろした。

　トシが住所を教えてくれなかったこともあり、こうして重要な情報を確認するとにじみ出るような安堵を覚える。はやる気持ちを抑えながらドアチャイムを押したが留守で、ちょっとがっかりした。

　ここで待っていてもいいが、とにかく早く会いたかった。携帯を鳴らすが出ない。きっと病院だ。病院の名前は知らないが、家の近くだと言っていた。周りを少し歩くとすぐに大きな病院が見つかった。

　入院患者がいる階に上がり、下の名前が「リツ」の札を探した。リツ……「律りつ子こ」だろうか、それとも「理り津つ子こ」か？　とにかくその部屋の周辺に二乃島がいるはずだ。

　リツの見舞いの最中に押しかけたりして、迷惑なのはわかっている。でも、一目でいいから会いたい。会って、返事だけ伝えたらおとなしく帰るから。

　あ、あった！　律子……。

　視線を少し上げて名字を見た時、妙にしっくりきた。あ、この部屋だと思った。

　次の瞬間、体が動きを止めた。あれ、と思った。息をするのも忘れて水月はもう一度確認した。その、ドアにかかった、名札を。

　二乃島　律子。

　最初に名刺で見て、珍しい名字だと思った。画数が少なくて、なんとなく親しみの持てる三文字の、二乃島。

　——結婚、してたんだ。

　ショックよりも、ただ。なんで、いつもこうなるんだろうと。

　ただそれだけが、不思議だった。







　水月は骨髄提供の手術を終え、三日ぶりに自分のアパートに戻ってきた。ドアを開けて部屋に入り、どさりと入院用品を詰めたバッグを床に置く。そして……ベッドに倒れ込んだ。

　何もする気が起きなかった。

　もう何も考えたくないのに、この部屋にいると提供前のことをまざまざと思い出す。

　二乃島が結婚していると知ってから、あまり眠れなくなった。食欲も湧かず、じわじわと体調を崩していった。だけど患者の骨髄を破壊する前処置を始めている以上、もし体調不良で骨髄提供ができないようなことがあれば、リツは死ぬ。そうなったら自分が殺したも同然だ。そんな事態だけは絶対に避けねばならなかった。

　部屋にこもって二乃島のことを考えていたら体調が悪化するので、無理矢理にでも外に出た。気を紛らわせるために街に出て、湯水のように金を使った。トシがくれた金はいつの間にか使いきっていて、ものすごい自己嫌悪に陥った。

　二乃島には何も聞かなかった。聞く気も起こらなかった。すでに結婚しているとなると不自然なこともあるのだが、それ以上に腑に落ちる点があった。

　見舞いの回数が多いこと。リツの入院を機に引っ越しまでしたこと。何より、金を積んで犯罪を犯してまで助けようという時点で他人ではありえない。今思うとなんで気づかなかったのだろうと思う。

　その時、バッグの中の携帯が鳴った。二乃島からのメールだ。もう二乃島とは縁を切りたいはずなのに、今でもメールだけは受け取っていた。

　電話していいですかとか、一度会いに行っていいですかとか何回も聞かれたが、適当な理由をつけて断った。電話で話せば泣いてしまうだろうし、顔を見たら殺すかもしれなかった。

　水月はのろのろと起き上がり、バッグから携帯を取り出してベッドに戻った。

　無視したいのに結局気になって見てしまう。

『水月さん、お体の具合はどうですか。今日、退院されるのですね。順調に回復されていますか。今日で三週間、会ってないんですね。もう半年ぐらい会っていないように思えます。またメールします。本当は、会いたいです』

　その白々しいメールに、悔し涙がにじんだ。

　書いていることがまったくの嘘だとは思わない。この前好きだと言ってくれた二乃島の気持ちだって本当なのだろうと思う。

　だが、それがなんだと言うのだ。

　愛しているだけなら、トシも同じだった。

　二乃島に離婚するつもりがあるとは思えない。その気があるなら正直に話してくれるはずであり、結婚を隠していたことがこれからも独身を装うという何よりの証拠だった。

　二乃島はトシと何も変わらなかった。いや、トシより悪質だ。

　移植が失敗したら気に病むからリツのことを教えられないだと？　よく言ったものだ。そんな言い訳を信じてフルネームさえ確認しなかった自分も自分だ。

　何やってるんだ。

　携帯を握りしめたまま、呆然とした。

　これじゃ、トシと別れた時と同じだ。

　そう気づいて、ぼろぼろと涙がこぼれた。

　自分はいつも、相手に都合のいい愛情に振り回される。一人で本気になって、一人で舞い上がって、そしていつも最後に手を離されて自分だけ地面に叩き落とされる。

　そんな愛はもう欲しくないのだと、心の底から叫びたかった。

　二乃島に、自分はどう見えていたのだろう。あんな従順なポチみたいな顔をして、裏ではちょろいと笑っていたのか。

　病院の場所はわかっている。いっそリツに手紙でも出してやろうか。あんたの旦那は男と浮気してるって。それで二乃島の家庭はめちゃくちゃだ。

　想像して、笑って、泣いた。

　泣きながら何度も何度も涙をぬぐった。他人に振り回されて泣くのは、もう嫌だった。







　退院から十七日後。

　水月は旅行バッグ一つを持ったまま、アパートの前で傘をさしてタクシーを待っていた。今車が出払っているとかで少しかかるそうだ。

　アパートはさっき引き払ったので外で待つしかなく、水月は雨の中で寒さに震えていた。せっかくの門出なのに冴えないな、と思う。

　水月は見慣れた近所の風景をぐるりと見渡した。大学入学から八年東京に住んで、それなりに愛着もあるのだが、一度実家に戻ることにした。両親には厄介をかけるが、地元で職を見つけて自分の足場を固めたいと思っている。

　親元では恋人は作れないだろうが、それはもういい。親元だろうがそうでなかろうが、男同士で一緒になるなど無理なのだとよくわかった。多分、今までの男や二乃島が特別ひどいからじゃない。結局それが、普通に女性を愛せない男の現実なのだ。

　その時、携帯にメールが届いた。二乃島からだ。

『白血球の数が上がり始めました。これで回復の目処が立ちました。今から水月さんの家に行きます。今おでかけでも構いません。何時間でも家の前でお待ちしています』

　この寒い雨の中、アポなしで何時間も座り込みか。最初来た時からちっとも変わってないなと少しあきれた。

　そう言えば最初に二乃島が来た時も雨だった。確か十一月の中頃だ。今日は二月十日だから、二乃島と出会ってから三ヶ月が経つのかと思うと、長かった気もするし、あっという間だった気もする。

　二乃島とのことが脳裏に浮かびそうになり、水月は頭を振った。とにかく、移植が成功したという知らせは水月にとっても励みになった。つらい思いはしたが、この三ヶ月は無駄ではなかったのだ。

　水月はじっと携帯の画面を見た。二乃島のメールだけを振り分けたフォルダにずらりと二乃島の痕跡が残っている。

　これはもう、持っていかない方がいい。

　水月は削除ボタンを押し、そのメールをすべて消去した。そして携帯をポケットにしまい……思い直してもう一度取り出した。

　本当は、最後の意地悪で二乃島には何も告げずに去るつもりだった。何も知らない二乃島がここに来て慌てる様を想像し、いい気味だと思っていた。

　だけどトシにちゃんと別れろと言ってくれたのは二乃島だ。ならば自分も二乃島に別れ際ぐらい礼儀を尽くそう。

　水月は素直にメールを打った。

『病院に行ってリツさんのフルネームを知った。二乃島が結婚してることを言ってくれなかったのは悲しいが、仕方ない。アパートを引き払って今から実家に帰るので、もう二乃島と会うこともない。僕は骨髄提供をして、二乃島との契約はこれで終わった。今後一切、電話、メールは不要。犯罪のことは他言しないから安心して。奥さんを大事にしてあげてください』

　さよなら。

　水月はメールを送信すると、二乃島のメールと電話を着信拒否にして、携帯をしまった。

　それからほどなくタクシーが到着した。後部座席のドアが自動的に開き、傘を折り畳んで乗り込もうとした時、後ろから水月さーん、と叫ぶ声が聞こえてきた。

　まさか。

　振り返ると、黒いコートをはおり、肩にバッグを引っかけ、手に紙袋と傘を持った背広の男が雨の中を走ってきていた。間違いなく二乃島だ。

　あのメール。

　てっきり病院から打ったものだと思っていたが、このすぐ近くで打っていたのか。

　水月は一瞬迷ったが、引き剥がすように二乃島から目を背け、車に乗り込んで最寄り駅の名前を告げた。

「いやしかし、後ろの……」

　人のよさそうな年配の運転手が、運転席から振り返って二乃島を見たが、水月は迷いを振りきるように決然と言った。

「関係ない人ですから。出してください」

　運転手は気にしながらもそれ以上は何も言わず、車を動かした。

　なんとなく、二乃島の話を聞けば、許してしまう気がしていた。

　あの二乃島のことだ。トシが言ったぐらいの人間味のある理由は言えそうだった。そしてそれを聞けば、きっと自分も少しは楽になるのだろう。

　だけど、聞きたくなかった。

　二乃島が和解を望むならなおのこと、なんとしてでも突っぱねたかった。

　妻帯者だけど好きになったから好きだと言って、ちょっと恋人気分も味わえて、けどバレて謝ったら許してくれて、最後は笑顔でさようなら？　そんなめでたしめでたしで誰が終わってやるものか。

　水月は目の前の運転席を親の敵のように睨んでいたが、少しだけ、後ろの窓から二乃島を振り返った。

　二乃島の姿が、きゃんきゃん鳴きながら追いかけてきたポチと一瞬だぶって見えた。

　おかしな話だ。捨てられたのは僕の方なのに。

　車が道を曲がると二乃島の姿はアパートの陰に隠れ、すぐに見えなくなった。

　これでいい。

　水月は窓から目を離し、シートに深く座り込んだ。車は近所の交差点まで来ていったん左に曲がり、大きな道に出る十字路で信号に引っかかって、ゆっくりと停まった。

「お……お客さんっ」

　運転手が素すっ頓とん狂きょうな声を上げたのは、停車してからじきのことだった。運転手の視線をたどって窓の外を見て、水月は息をのんだ。

　二乃島が、こっちに向かって一直線に走ってきている。持っていたものとコートはなく、軽量化した態勢だ。速い。そして驚くほど無駄がない。

　密集はしていないがここは住宅地だ。それなりにごみごみしているのに個人の庭や敷地を突っきって最短ルートで迫ってくる。

　車が通った道はほぼ直角。対して二乃島はその対角線上を走ってきた。この雨で確かに車は速度を落としていたが、追いつけるなんて信じられない。停車していたわずかの間に、二乃島は一気に追いついた。

　その時、信号が青に変わった。

「出して、早く！」

　戸惑う運転手に水月は声を張り上げた。こうなればもう意地だ。その間にも二乃島は座席の窓のすぐそばまで来た。

　しかしここまでだ。大きな道に出て、車が速度を上げていく。いったん直線道路に入れば後は引き離すだけ……。

　水月は唖然として窓を凝視した。四角く区切られた窓の景色から二乃島が遠ざからない。

　タクシーと、併走している。

　剣道してる人ってすごい健脚なんだな。へー。

　……ぇぇぇえええー!?

「水月さん!!」

　張り裂けんばかりの二乃島の声が、雨の音に混じってはっきりと聞こえた。

「あぶ、危ないですよ、巻き込んだらどうするんです！　止めますからね！」

　運転手の言葉にもう反論する気も起こらず、車はゆっくりと速度を落とし、路肩に停まった。二乃島も停車位置を少し過ぎたところで走るのをやめた。

「二乃島」

　水月が車から降りると二乃島は戻ってきて、倒れ込むように抱きついてきた。びしょぬれの大型犬に遠慮なく抱きつかれ、服が一瞬で水浸しになる。

　……必死だったんだな。

　そう思うと、じわりと胸が熱くなった。もう何年も会ってないみたいに懐かしくて。込み上げてくるもので喉が痛くなった。

　会いたかった。

　恨みつらみのせいで奥に押し込められていたその気持ちが、自然に出てきた。

　会いたかった。本当はすごく、二乃島に会いたかった。

　水月も二乃島を抱きしめようとしたが、二乃島が不意に身を起こした。水月の肩に手を置きながらまだぜぇぜぇ言っている。大丈夫、と声をかけようとしたら、二乃島は片手を水月の頭の後ろに回した。

　え？

　二乃島は口を開けると……噛みつくように口づけをしてきた。

「んぅ……!?」

　あまりのことに呆然としながら、口の中をかき回される。

　だけどそれは長く続かず、二乃島は口を離すと、またぜぇぜぇ言い始めた。

　……そこまでしてするか？　酸素不足の状態でキスするなよ。ていうか政府の許可はいらなくても路上でキスするな！　人に見られたらどうす……。

　そこでふと、運転手があんぐり口を開けてこっちを見ているのに気づいた。

　うわー!!

「す、すみませんっ、すぐお金払います!!」

　真っ赤になりながらいったん二乃島から離れようとしたが、二乃島は動かない。

「わかったから、もう逃げないから離して」

　聞こえているはずなのに聞きゃあしない。ぜぇぜぇ言いながらも絶対に離すもんかと言わんばかりに腕の力を緩めない。

「すみません、お金、も、もうちょっと待ってください、すぐなんとか……」

　運転手はあきれたようにため息をつき、水月の傘とバッグを持ってくると「お代はいいから仲良くやんなさい」と言って去っていった。

　……はい、すみませんでした……。

　それから後は、とにかく人目を避けるために二乃島のホールドを解除させて脇の細い路地に引っ込んだ。閉まっている店を見つけて軒下に入り、二乃島の息が収まるのを待つ。

　しゃべれるようになったところでゆっくり言い訳を聞いてやろうと悠長に構えていたら、いきなり両肩をつかまれて店のシャッターに押しつけられた。二乃島は怖い顔をした。

「俺は犬ではありません」

　いきなり予想外の主張を始めた。

　濡れた前髪が顔に張りついてこの寒い中びしょぬれで、本当に捨て犬みたいになってきた二乃島は真っ黒な目を向けて、悲痛な声で訴えた。

「引っ越しぐらいで俺を置いていかないでください！」

　……二乃島。

　悪いけど、言ってることがものすごくポチだよ。全国のポチを代弁してるよ。

　間髪入れずにそう突っ込みたい衝動にかられたが、さすがに今の状況でそれはできなかった。

　二乃島は興奮が冷めない様子で、なおも続ける。

「会わなかった間、何かおかしいとは思っていました。病院に来たのはいつです」

　詰問のように聞かれ、気後れしながら神社に行った翌日だと答えると、二乃島はそんなに前から、と顔を歪めた。

「系統立てて話さなかった俺も悪いですが、なぜ一言俺に聞いてくれなかったのです。貴方を好きだと言っているのに、俺が結婚しているはずがないでしょう!!」

　言われてみれば、至極その通りだった。確かに過去の恋愛のせいで、疑い深くなっていたところはあるかもしれない。

「以前言いましたが、俺の両親は事故で他界して……その後、俺は叔母の家に養子として引き取られました。リツはその家の子供で、つまり俺の義理の妹なんです」

　あまりのことに何も言えないでいると、二乃島は補足するように説明を続けた。

「叔母夫婦とは折り合いが悪く、俺の心のよりどころは長く義妹のリツだけでした。リツは俺にとっては一番大事な女性で、結婚したいと思っていましたし、何度かそんな約束もしました。子供の約束ですが俺は本気でした。でもリツは兄妹として慕ってくれていただけだった。成長したリツが俺を恋人だと思えないと言うのは当然のことなのに、俺は認められなくて」

　二乃島は決まり悪そうに言った。

「リツを婚約者だと説明したのは……あの時はまだ、自分では妹だと言いたくなかったからです」

　そんなのありかと思いながらも、それですべてに納得がいった。

　ていうか、それなら途中でそれだけでも言ってほしかった。その辺を抗議するつもりで二乃島を睨もうとしたが、不覚にも安堵で涙がにじみそうになり、慌てて目をこすった。

　二乃島は結婚していなかったし、騙していたわけでもなかったのだ。

　水月が涙ぐんだのに驚いて二乃島が何か言おうとしたが、それを遮って尋ねた。

「じゃあ、自分のせいでリツさんが死ぬって言ってたのは？」

　この機会にもう全部聞いておきたかった。二乃島もきっちり説明するのが先だと思ったのだろう。つかんでいた肩を離し、水月の隣に来た。

「俺が養子に入ったせいで、叔母夫婦はもう一人子供を作るのを諦めたそうです。俺がいなければリツには本当の兄弟がいるはずだった。兄弟さえいれば四分の一の確率でドナーになれますから、リツが死んだら俺のせいになるのではと思っていたのです。でも、それは思い上がりだと、貴方は言ってくれた。救われたんです。その一言で」

　二乃島は少しはにかんでこちらを見た。

「俺はリツが死んでも自分は悪くないのだと思いたかっただけだった。でも俺は無関係ではありえないし、かと言って俺が責任を感じてもどうしようもないことなのだとようやく気づきました。それより、今生きているリツとどう接するかの方がよほど大切なことなのに、そんなことにも気づかなかった。リツには、これからは兄妹として接したいときちんと話しました」

　そっか。リツさんとはそういう形で落ち着いたんだ。

　もやもやしていたものが全部取り払われ、水月は体から力が抜けたようにシャッターにもたれかかった。

　そんな水月の横で、しかし、二乃島はまだ何か落ち着かない様子だった。

「それで、あの……水月さんの返事を、聞かせていただきたいのですが」

「返事？　……って何？」

「ほら、最後に会った時に」

「……？」

　もういろいろありすぎて、この前会った時のことがすぐに頭に下りてこない。首をひねっていると、二乃島は焦れたようにまた水月の正面に陣取った。

　いつにも増して真剣味が伝わってきて、なんだろうと思っていると、今度はその顔がだんだん赤くなっていく。二乃島はさっき足りなかった空気を今取り戻そうとするかのように深呼吸をして……。

「水月さん、俺と、つき合ってください」

「……」

　しとしとと、雨が降り注いでいる。

　近くの道を大型車がシャーッと水しぶきの音を立てながら通り過ぎていく。

　そう言えばまだ返事してなかったなとは思ったものの、もうトマトのように真っ赤になっている二乃島がおかしくて、水月は笑いをこらえるのに必死だった。

「あの……」

「ご、ごめ、だってその顔……」

　笑ってはいけないと思いつつも、くくく、とこらえきれなかった息がもれてしまう。二乃島はどうしていいかわからずにおろおろと立っていて、その姿にまたきゅんとくる。

「ごめんごめん。つき合う。つき合います」

「本当ですか」

「うん」

　初々しくて吹き出しそうになったが、ちゃんと言ってくれるんだなぁと思うと、くすぐったいような嬉しさがじわじわと込み上げてきた。

　二乃島も同じ状態みたいで、何度もしっぽを振りながら無言でじっと見つめてくる。

　その熱い視線を向けられるのが気恥ずかしくて、水月は少しだけ気になっていたことを口にした。

「ところで、リツさんとはヤったの？」

「やっておりませんっ」

　あ、そんだけの理性はあったんだ。

「第一、リツはまだ大学生です。それに入学してすぐに白血病になりましたから中身は高校生のようなもので、そんな子供相手にどうこうできませんよ」

　なんとも紳士な発言だ。それとも単に奥手なだけだろうか。どちらにせよ二乃島らしいなと思ってふと、気づいた。

「あれ、じゃあ二乃島って童貞？」

　二乃島は一瞬にして赤みを増し、しどろもどろにそうです、と答えた。

「そう、なんだ……」

　冬なのにだらだらと冷や汗が流れる。婚約者がいるなんて言うからてっきりやりまくってるものと思ってたのに……初めてであんなところに指まで入れちゃったよ。鬼か僕は。

　ところが、二乃島は何を勘違いしたのか、途端に必死な顔になった。

「経験はありませんが、誠意は誰にも負けません。それに吐き気は完全にマスターしました」

　吐き気をマスターしたってなんだ。いつでも吐けるようになったみたいだぞ。

「あー……あのさ二乃島、言っておくけど、嫌ならしなくていいんだよ。男同士はみんな最後までしてるかって言ったらそうじゃないし、僕のこと、無理して抱こうなんて思わなくていいから」

　すると二乃島は軽く目を瞠り……まじまじと水月を見下ろしながら、ぽつりと言った。

「いえ、俺が抱く分にはいくらでも……」

　……あ。

　そういや、次からは僕が女役するってこと、言ってなかったっけ。

　……て、今までの拒絶反応の主要原因はそれ？

　それなら問題ない、と言おうとすると、二乃島ははっと我に返ったような顔になり、慌てて水月の肩をつかんだ。

「いえ、やはり駄目です。水月さんにあんな痛い思いはさせられません。俺ならどんな痛い目に遭っても耐えられ……いえ、貴方に喜んでいただけるなら痛くなどありません。俺は、貴方のあらゆる要望にお応えします」

　一体何をしてくれるのかと思うようなすごい台詞を吐く二乃島に、水月は思わず笑ってしまった。

　雨の中、ゴールデン・レトリバーのポチを拾いました。甘えるのが苦手だけど、寂しがり屋でとっても一途です。でも全国のポチとは一つだけ違いがあって、一度拾うと物理的に置き去りにできません。

　そんなことを考えていると、どんどん愛しさが込み上げてくる。二乃島は僕から離れていかない。ずっとそばにいてくれる。

　水月は抱きついて手を伸ばし、そっと健気なポチの頭を撫でた。

　今まで必死にがんばってくれてありがとう。これからはたっぷりご褒美をあげるね、ポチ。


初めてのご褒美







　二乃島のアパートにやっとの思いでたどり着き、水月はほっと白い息を吐いていた。

（……今、二月だもんなぁ）

　冬の真っただ中に二乃島と雨に濡れて、帰りはタクシーを使ったのだが、それでもかなり寒かった。タクシーから降りてここまで歩く間にまた冷えて、水月はぶるっと身震いをした。

「どうぞ」

　二乃島が鍵を回し、ドアを大きく開けてくれる。水月は少し緊張しながら玄関に足を踏み入れた。

　入ったところがすぐ台所。その向かいにユニットバス。そして奥には部屋に続くドア。何の変哲もない狭いワンルームだ。

（ここが、ポチの家かぁ……）

　こうやって、なんでもないように家に上げてくれるのが嬉しかった。ああ恋人になったんだなぁと、まだふわふわして実感の湧かない気持ちを静かに噛みしめる。

　いや、「家に上げてもらう」どころか、もう自分のアパートは引き払ってしまったのだから、しばらくここで同居させてもらうことになるのだ。

「これから、よろしくな」

　水月が声をかけると、バスタオルを取ってきた二乃島が慌てて直立不動の姿勢をとった。

「いえ、俺の方こそ、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げられ、水月もつられて頭を下げた。その間にもぽたりぽたりと玄関に雨雫が落ちていて、こんな状態で二人して頭を下げているのがおかしかった。目が合ってくすっと笑うと、二乃島は目元を赤く染めていた。

　その後すぐ、水月は風呂場に押し込まれた。二乃島の家なんだから先に入れと言ったのだが、「俺は寒くないですから」と意味不明なことを言ってごり押しされた。

　ユニットバスなので、脱いだ服をトイレのフタの上に置き、水月は熱いシャワーで温まった。冷えきっていたので生き返った気分だ。

　シャワーを止めて体をふき、バスタブから出たところでノックされ、真ん中で屏びょう風ぶのように折れ曲がる半透明のドアが遠慮がちに開いた。

「着替えです。俺のなので少し大きいですが」

　水月の体を見ないように最小限に開け、腕だけをにゅっと差し出してくる。

（別に見てもいいのに）

　二乃島の気遣いが初々しくて、つい頬が緩んでしまう。こっちにまで小さなどきどきが伝わってきて、こそばゆい思いで着替えを受け取り……水月は急に真顔になった。

　渡されたのはパジャマの上下とセーター。肝心のものがない。

（パンツは……？）

　確かに恋人になったとはいえ、いきなりパンツを貸し借りするのは抵抗がある。しかし自分のは雨で湿っているので、それをはくわけにもいかない。

　背に腹は代えられない。水月はドア越しに思いきって聞いた。

「ポチ、あのさ」

「はい」

「その……パンツがないんだ。自分のは雨で濡れてて」

「……」

　一瞬沈黙が落ちる。

　あ、やっぱり抵抗があるかと思っていると「大丈夫です」とやけに堂々とした返答があった。もしや新品の買い置きが？　と期待したら。

「水月さんがはかなくても俺は気にしません」

　究極の答えが返ってきた。

　その後すぐ、ポチははっとしたようにあたふたし始めて、それがドア越しに見えてちょっとかわいかった。

「いえ、今のは別に、やましい意図があったわけではなくっ」

「いやいいよ」

　笑って流そうとしたのだが、ポチは失言を帳消しにしようとでもするように、思い詰めた声を出した。

「今からコンビニで買ってきます」

　……待て。何ゆえにそのびしょぬれのままコンビニに行くか。

　そう思ったのに、ポチは既に玄関の方に足を踏み出している。

「いや、ちょっ」

　水月はとっさにドアを開け、ポチの腕をつかんだ。

「まだ雨降ってるし、後でいいからっ」

　おかげでポチの足は止まったものの、止まったものは足だけではなかった。

　振り向いたポチの視線が、固まっている。水月がドアから出している上半身の、胸あたりで。

「……」

「……」

「……」

「〜〜〜〜！」

　だんだんポチの顔がゆでだこになっていくのだが、それを見ているこっちの方がいたたまれず、水月は風呂場に逃げ込んでぴしゃりとドアを閉めた。

　……なんだこの乙女みたいな挙動。

　二十六の男がこれはないだろと自分の行動に自己嫌悪が止まらない。いや体を見られたのが恥ずかしいわけではまったくなく、ポチの反応が恥ずかしいだけで……！

「す、すみません」

「え、いや、全然」

　いったいどこに謝られる要素があったのか、もはや気が動転してわからない。しかし動転しているのはポチも同様で、ドア越しに深呼吸をしているのがわかった。

（……僕も落ち着こう）

　こっそり一緒に深呼吸をした。

　余計緊張してきた。

「水月さん」

　かけられたポチの声はいくぶん落ち着いているようで、水月も慌てて平静を装った。

「う、うん、何？」

「肌、白いんですね。初めて見ました」

　……いやそんなこと改めてしみじみ言わなくていいから！

　声は落ち着いても内容が全然落ち着いていないポチ相手に、さらにどきどきが募ってくる。

「そ、それはいいとして、パンツなんだけど、よかったらポチの借りていいかな？」

　そこまで言ってようやく、水月の意図がポチに伝わった。

「全然構いません。すぐ取ってきます」

「一番汚いのでいいからな。もう捨てる寸前みたいなの」

「……なぜです」

「だって、僕がはいた後、はくの嫌だろ」

「水月さんがはいたのをなぜ捨てるんです。使いますよ」

「……」

　今、何か全然別の主旨に話がシフトした気がする。

　そう言えば犬って飼い主の靴下とか好きだよな……と、なぜかゴールデン・レトリバーのポチがパンツをくわえて部屋を走り回る図が脳裏に浮かんだ。

　テンパリすぎてだんだん自分でも訳がわからなくなってきている。

　そもそも、雨に濡れたパンツを交換したいだけなのに、なんでこんなきわどい会話になってるんだと理不尽さにぷちっと切れた。

「あああもういい。はかない！」

「……いいんですか」

「いい！」

　水月はヤケになってパジャマを着てセーターをひっかぶって風呂から出た。

　濡れねずみならぬ濡れ犬っぽいポチがお出迎えしてくれる。

　まだ髪から雨水を滴らせているポチを見て、ポチがこんな状態なのにパンツのせいで何分経ったんだと思うと、いろいろといろいろといたたまれない。ポチがこれ以上何か言う前に、ぐいと風呂場に押し込んだ。

「台所借りるからな。何か飲み物作っとくから、ちゃんと温まって出てこいよっ」

　捨て台詞のように言って、ぴしゃりと外からドアを閉めた。

　ノーパンの件は、一歩歩いただけでもスースーして落ち着かない状態だが、気にしたら負けだとあえて意識に上らせないことにした水月だった。







「よし、できた」

　紅茶の茶葉を急須で蒸らした後、スプーンで軽くかき混ぜる。

　二乃島の台所を漁ったら、未開封のまま賞味期限が切れそうになっている茶葉が出てきたのでそれを使った。多分もらい物だろう。紅茶を作っている間に二乃島も風呂から出てきた。

「ティーカップある？」

「これに入れてください」

　食器かごから出てきたのは、何かの粗品のようなやぼったいマグカップと、湯飲みだった。

　……まあいいか。

　茶こしを使って紅茶を注いで完成。割といいにおいだ。両手に持って運ぼうとすると、二乃島が部屋のドアを開けてくれた。

「ポチの部屋はどんなかなー」

　ズボンの裾を踏みながら、どれどれという感じで部屋に入ったものの、水月は自然と黙ってしまった。

　一言で言えば、物がない部屋だった。

　あるのはベッドと本棚とテーブルとノートパソコンだけ。

　たとえばどこの家にもあるような、壁かけカレンダーとか土産の置物とか、そういうものがない。というかテレビさえなかった。

（……とりあえず、座ろうか）

　テーブルの上に紅茶を置いてそう思ったものの、冬なのに床にカーペットの類はなく、思いっきりむき出しの板間だった。

　まだエアコンをつけたばかりなので部屋は温まっておらず、寒そうだなと思いながら床を見る。

「何もない部屋ですみません。寝に帰るだけの場所なので、どうでもよくて」

　水月が所在なく立っていると、二乃島が申し訳なさそうに言った。

「ほんとに物がないな。これで全部？　収納にいろいろ入ってたりは……しないな」

　クローゼットが開いていることに気づいたものの、背広やワイシャツが数着かかっているのと掃除機が見えるだけで、がらんとしている。こんな余裕のある収納は初めて見た。

「ああ、すみません、ベッドの方に座ってもらえますか」

「え？　いや、いいよ床で」

　水月は急いで、なんでもないように床に座った。

「板間にじかに座るのは冷たいですよね。座布団の一枚でもそろえておくべきでした」

　後悔をにじませる二乃島に、水月はははっと笑って返した。

　今気づいたような物言いだが、二乃島はこれまで毎日、この板間に座って飲食をしていたはずだ。

（ポチは、自分が快適に過ごすために何かを買おうって気もなかったんだろうな。今まで）

　ちらりとテーブルの上の紅茶を見る。コップさえそろいのものがない。これだけでも二乃島が生活に無頓着なのがよくわかった。

　二乃島が何かを取りに台所に戻った後、水月は冷たい床に座ったまま、ぼんやりと部屋を眺めた。

　無駄なものがなく、遊びや余裕というものが排除された部屋。小さな本棚に並んでいるのは骨髄移植の本だけだった。

　窓に目をやると、住宅の合間から病院が見える。きっと一時もリツのことが頭から離れなかっただろう。

　これが、二乃島が毎日見ていた光景。

　二乃島のプライベートには骨髄移植しかなかったということが、ひしひしと伝わってくる。

　——彼女を死なせたくない。それだけです。

　そう言っていた頃の二乃島を思い出す。いつもまとった空気が張り詰めていた。

　こんな部屋で、二乃島はドナーの情報を得るために法を犯す決意をしたんだと思うと、その頃の二乃島を抱きしめてやりたくなった。

「お待たせしました」

　二乃島が濡れた紙袋を持ってきて、中から菓子折りを取り出した。

「茶菓子が何もないので、これを開けてもいいですか。水月さんにお渡しするつもりだったのですが」

「お、ありがと。食べよ食べよ」

　包装紙を破って出てきたのは、どっしりと重厚感のあるバウムクーヘンだった。食べやすいように個包装になっている。

「あ、この店知ってる。前のバイトの子がおいしいって言ってた」

「そうですか」

　淡々とした返事だったが、どこか嬉しそうな響きがある。ポチのわずかな表情を水月はこっそり盗み見ていた。

（多分、いろいろ調べて買ってきてくれたんだろうな）

　ポチから贈答用の菓子をもらったことはあるが、あれは誰でも知っている老舗の定番だった。今回のは最近話題の洋菓子店のもので、ポチが前回より選んできたのがうかがえる。

　こういう手間は惜しまないのに、自分のためには座布団一枚買わない男。

　そんな二乃島を、いい悪いというよりはただ愛しく思った水月だった。

　それから二人で紅茶を飲み、バウムクーヘンをほくほくと味わった。体が少し温まって、おいしいなと言ったら、二乃島はうなずきながらも別のことを言ってきた。

「水月さんと過ごすなら、これからいろいろ買いそろえたいです」

　水月はバウムクーヘンから二乃島に目を移した。

　さっきの物がない発言を気にしているのだろうか。

「ほしいものがあったらなんでも言ってください」

「いや、僕は居い候そうろうだし。ここに置いてくれるだけで充分ありがたいよ」

　しかし二乃島はそれでは納得できないようで、真剣な顔を崩さない。

「居候かどうかは関係なく、水月さんには少しでも快適に過ごしてほしいのです。まずテレビは必要ですよね。ドナーを買収するために取っておいたお金がありますから、そのぐらいはすぐ用意できますので」

　やや早口になる二乃島を見ながら、水月はうーんと首をひねった。

「そうだな……じゃあ、まずはこれかな」

　目の前のマグカップを指差すと、二乃島は怪訝そうに眉を寄せた。

「……食器洗い機ですか？」

「いやいや」

「……では陶芸セット？」

　頭が固いのかやわらかいのかよくわからない珍回答に思わず吹き出しながら言った。

「おそろいのマグカップだよ」

「……」

　二乃島の目が、ゆっくりと見開かれる。

　そんなささやかな答えは思いつきもしなかったのだろう。目を丸くしている二乃島に、水月は笑いかけた。

「ほしいのはそれぐらい。テレビはなくてもいいかな。僕はポチがいれば何もいらないよ」

「……」

　ポチはじっと水月を見ていたが、そのうち座ったまま、ずりずりと隣に寄ってきた。

「ん？」

　大型犬のような気配にちょっとくすぐったい気持ちになっていると——いきなり胴体に腕を回された。

「ぅわっ」

　そのまま抱え上げられて太ももの上に乗せられる。ノーパンだというだけで、ポチの太ももの感触がじかに尻に伝わるような錯覚に捕らわれた。

（お、落ち着かない……）

　ポチの上でもじもじしていると、大きな腕にすっぽりとくるまれた。

　どきん、と心臓が大きく跳ねる。

　まだ寒い部屋の中で、ポチの体温が温かかった。

「な、なんだよ」

「……」

　返事のように、ぎゅっと抱擁が強くなる。言葉がなくても、ポチが嬉しいのだということはしっかりと伝わってきた。

　水月はどぎまぎして、とにかく落ち着こうとマグカップを手に取った。一口飲もうとしたのだが、前触れなく大きな手がセーターとパジャマの間にもぐり込んでくる。

「……っ」

　全身が緊張して、手を避けるように腹が引っ込む。もちろん紅茶は飲めなかった。

（び、びっくりした……）

　こういうことは自分の方がはるかに経験者なのだから、しばらくは自分がリードするものと思っていた。なのにポチに先制され、どうもペースを崩されている。

　裾から侵入してきた手がゆっくりと、上へ上へと這ってくる。その動きに無意識に息を詰めていると、二乃島が口を開いた。

「さっき思い出したんですけど、俺が初めて水月さんを訪ねていった時も、温かい飲み物を出してくれましたよね」

「……そうだっけ？」

　手の行方が気になりながらも、最初の頃を思い出してみる。

　確かあの日も寒くて雨が降っていて、なのに二乃島は何時間もずっとドアの前で待っていて……。

「ああ、思い出した。あの時、唇が真っ青だったからなぁ、ポチ。それでお茶を出したんだ」

「やっぱり、そうなんですね」

「何が？」

「水月さんは、俺を助けてくれるつもりだったんだ、最初から」

　ぽつりともらされた、確認。

　……それはそうなのだが、今さらである。

　水月はばつが悪くて、マグカップを意味もなく揺らした。

「……まあ、家に招き入れて話を聞いた時点で、断る選択肢はないだろ」

「お金なんかいらないと言ったのはそういう意味だったんですね。それを俺は勘違いして」

　なんでもするからリツを助けてくれと言う二乃島を、自分はもてあそんだ。

　あの時のことがまざまざとよみがえり、後ろめたい気分がざっぱーんと押し寄せてくる。

「あー……あれは取引……というか脅したようなものだから、善意とは言いがたいんだけど」

「いえ、いいんです。良いことをするんですから、何かくれると言うならもらっておこうという姿勢は、人として普通だと思います」

　水月さんのいいところを再発見しましたみたいに言われるのが、ものすごくいたたまれない。冷や汗が出そうだ。

「いやそれ全然普通じゃないから。婚約者がいる男に体を差し出せって最悪だから。……ほんとごめん。かっこいい男が来たからって勝手にひがんだりしてさ」

　過去の自分の痛さを深く深く反省していると、二乃島はぴたりと動きを止めて、まじまじと肩越しに覗き込んできた。

「かっこいい、ですか。俺が」

　……え、食いつくとこ、そこ？

「かっこいいですかって……かっこいいだろ。他の人にも言われるだろ？」

「いいえ」

　この寂しい部屋を見て思う。それはきっとポチの気持ちが外に向いてなかったからだよ。

　そう言おうとしたのだが、急にパジャマの上から胸を探られ、言葉に詰まった。

　体の触り方が、性的な愛撫に変わっていた。

「どこがかっこいいんですか」

「……どこって、顔」

　あまり頭が回らず、そのままを口にする。すると胸の尖りを布越しにきゅっとつままれ、ん、と甘くくぐもった声がもれる。

　もっと言うようせがまれているようで、水月は指の動きに促されるまま続けた。

「声も……低くてかっこいいし。耳に心地いいんだよ、ポチの声は」

　ポチがじーっとこっちを見て、ぱたぱたとしっぽを振っている。

　そんな素直な反応をされて、じわりと体が火照ってきた。

「顔も声も水月さんの好みなんですか。もしかして体も好みに合いますか。体格はあの男と似たようなものですよね」

「って、体目当てみたいに言うなよっ。そこまで外見重視じゃな……」

　最後まで言う前に、顎をつかまれ、唇をふさがれた。

　……って、マグカップ持ったままなんだけど。

　まだ中身があるのでこぼさないようにあわあわしているのに、ポチはお構いなしに舌を入れてきた。

　最初は舌先を触れさせるだけだったのが、だんだん絡みつくような動きになり、ぴちゃ、くちゅっと口内で大きく音を響かせる。

「ん……っ」

　一方、セーターの下ではパジャマのボタンが片手ですべて外され、二乃島の武骨な手がじかに触ってきた。

「……はっ……」

　赤く熟れた粒に指を這わされ、指の間で転がされ、腰に甘い痺れが走った。深いキスでうまく息継ぎができなくて、吸い込む酸素の量が減って、ぼうっと頭が熱くなってくる。

「ん……んんっ」

　さっきからマグカップを握る手がぶるぶる震えている。もう気を抜いたらこぼれそうだ。

「ポチ、これ……カップ、置かせて……っ」

　二乃島が口を離した隙に訴え、ようやくマグカップをテーブルに着地させた。

　ほっと息をつく間もなく、セーターをまくられ、パジャマと一緒に頭から引っ張るように脱がされる。そして。

「ちょっ……」

　下のズボンも一気に膝までずり下ろされてしまった。

（うわっ）

　中に何もはいていないので即丸見えになり、兆したそこが弾かれたように顔を出す。その様が二乃島の目にさらされ、水月は動転した。

　今までの相手と違って二乃島はゲイでもバイでもない。これを見て萎えたりしないかと急に不安になり、慌てて手で隠そうとしたのだが、それより先に二乃島の両手に確保された。

「水月さんのここ、こんなになっているんですね」

　ほら、と水月にも見せるように、露をちょんと乗せている先っぽを真上に向けられ、あまりのことに顔から火が出そうになった。

「じ、じろじろ見るなよ……っ」

　抗議したものの、声に全然力が入らない。

　自分だけ露出させられているのがいたたまれず、羞恥に目尻がじわっと潤む。

　そんな水月の耳に、二乃島の熱い息が吹きかけられた。

「年上の貴方にこんなことを言うのは失礼かもしれませんが……すごくかわいいです、水月さん」

　ぷくりと丸い雫を指で塗り広げながら言われ、水月は恥ずかしくてたまらなかった。とにかく二乃島の目からそれを遠ざけたい。

「……もう、そこばっかいじるなっ……」

「——わかりました」

　従順な返事の後、二乃島の手が背中と膝の裏に回され……。

「ぅひゃぁっ」

　体が軽々と持ち上げられ、後ろにあったベッドに丁寧に下ろされる。足に引っかかっていたズボンもついでに脱げてしまった。

　二乃島はいったんベッドから離れ、雨に濡れたバッグからローションとゴムを取り出して戻ってきた。そして自分も服を脱ぎ始める。

「……持ち歩いてたんだ、それ」

「ええ、水月さんの家に行く時はいつも」

　喜んでいいのか微妙なところだ。二乃島はずっと女役をさせられると思い込んでいたのだから、気の重い準備だったに違いない。

「ごめんな。その、役割のこと、最初に言っときゃよかったのに」

　二乃島は上着を脱ぎ落とし、いいえ、と首を横に振った。

「自分の身になって詳しく調べたのでかえってよかったです。よく知らないことを、水月さんの体にできませんので」

　そんなことを言われて、きゅんと胸が高鳴った。そしてすべて脱ぎ去った二乃島の裸体を見て、その高鳴りが一オクターブ上昇する。

　一度見たことがあるものの、相変わらずたくましくて引き締まった体躯だった。きっと二乃島のことだから毎日何か鍛錬をしているのだろう。

　もっとじっくり見ていたかったが、残念ながら水月は早々に押し倒され、足を左右に広げられた。

「あ、まくら、下に敷いた方が」

「ああ……なるほど」

　まくらを腰の下に置かれ、再び足を開かされる。位置が高くなった分しやすくなったはずだが、さっきより足の開きが大きくなり、水月の昂たかぶりがしっかり目に入る体勢になってしまった。

（うわ、失敗……っ）

　そこは遠ざけておきたかったのに、結局二乃島の視界の真ん前に鎮座している。これなら四つん這いでバックからを提案すればよかったと思ったがもう遅い。言い出す間もなく、二乃島の指が尻のはざまをかすめて水月の中に入ってきていた。

「……は……っ」

　ローションが何度も注がれ、ずちゅ、ぬちゅっと卑猥な音を響かせる。

（ポチの指が……中で動いてる……）

　ほぐされているだけなのに、二乃島にされていると思うと、水月の体は火であぶられるように熱くなった。その先にある期待が水月を身悶えさせる。

　そして動きがこなれてきた指が、つっと水月の敏感な部分に触れた。

「ひぁ……ッ」

「ここですか」

「あ……だめ、そこ……っ」

　今度は意図的にこすられ、水月は嬌声を上げていた。体に甘やかな疼きが走り、前がびくんと反応する。そこはなんの刺激も受けていないのに、いつの間にか今にも弾けそうなほど膨らんでいた。

　そして二本、三本と指が増やされていく。

（……ああっ）

　後ろの穴を押し広げるようにされ、三本の指でみっちりと埋められる。長い指で弱いところを何度も責め立てられ、水月の中は今にも溶け出しそうなほどとろとろになってきた。

（もう……挿れてほしい……）

　そう思った時、前の兆しがぬるりとしたものに包まれた。

　——え？

　その焦れったいソフトな感覚がなんなのかを頭で理解した途端、水月は悲鳴に近い声を上げた。

「駄目っ……駄目だってそれ……っ！」

　あろうことか水月の昂りは今、二乃島の口に含まれていた。

「でも気持ちよさそうです、水月さん」

「ちが……っ」

　それで二乃島は二度も吐いているのだから、もうさせるつもりなんかなかったのに、なんでするんだよと泣きたくなる。

「もういッ……」

　中の感じる部分を強くこすられ、体の奥がずくんと疼いた。同時に舌先で爆はぜそうになっているものを執しつ拗ようになぞられ、水月の開かされた足はぶるぶると震えた。もう限界だった。

「やめ……も……出る……ッ」

「構いません」

「……だめ……ッ」

　どくっと、昂りが大きく脈打った。

　二乃島の口の中に勢いよく劣情が吐き出される。二乃島の喉が、ごくりと飲み下すのが音でわかった。

「……」

　またさせてしまった上にそんなことまで、という申し訳ない気持ちでいっぱいで、水月はぐったりとシーツに沈んだ。

「水月さん？」

「ポチが嫌なこと、させたくなかったのに……」

　思わずすっかりしょげた声が出てしまう。

　するといきなり二乃島に膝裏を抱えられ、そこに——石のように硬いものを押し当てられた。

（えっ……）

　状況的にそれしかないのだが、人体とは思えないほどそこは硬さを持っていた。

「わかりますか、俺の状態」

　入り口に太いものをぐりぐりと押しつけられ、かぁっと顔に朱が散った。硬いだけではなく、それは発火しそうなほど熱を帯びている。

「嫌なことをして、こうなると思いますか」

「で、でも」

「どちらかと言うと、興奮しました。水月さんをいいようにしているようで」

「……ッ」

「好きです。水月さんのことは何もかも全部」

　じわっと目頭が熱くなった。

　二乃島の飾らないせっぱ詰まった声が、すとんと胸に落ちてきた。小さくわだかまっていたものが、跡形もなく洗い流されていく。

「ポチ……挿れて」

　水月は自ら足を開き、二乃島を誘った。前はさすがに出したばかりでしぼんでいるが、後ろの穴はぐずぐずだった。

　二乃島もすぐにでも突き入れようとしていたのだが、急に何かに気づいたように体を離し、ベッドの隅に置いていた箱を取った。

　あ、つけるのかと思っていると、外装のビニールも開封されておらず、ぴーっと引っ張るだけで開くはずのものなのに、ぶちっと小さな音がして沈黙が落ちた。どうも最初のところで切れたらしい。

　その後も必死に開けようとするポチだがうまくいかず、それはそれで微笑ましいのだが、お預けを食らっている水月は三十秒で我慢の限界がきた。

　水月は起き上がって身もフタもなく言った。

「病気持ってないから」

「いっ、いや、そういうことでは」

「つけない方が気持ちいいよ」

「いえだからそういうっ」

「今日はじかに感じたいし」

「そっ……」

「————だめ？」

　二乃島の手の中で、また手がかりがぶつっと切れた。

「……」

　二乃島はとうとう我慢できなくなったように箱を放り出し、一息にずぶりと入ってきた。

「はぁ……んッ」

　待ち望んだそれのあまりの太さに、水月は体を大きく跳ねさせた。

「……きついです」

「う、ん」

「痛くないですか」

「最初だけだから」

　眉を寄せ、まるで二乃島の方が痛そうな顔で気遣われ、水月は少し笑ってしまった。

　大きすぎてくわえ込むのが苦しいほどだったが、その苦しささえ甘美な疼きとなって水月を燃え上がらせる。動き出した二乃島を水月はむさぼるように受け入れた。もっともっと二乃島が欲しかった。

「あ……そこ、いい……っ」

「ここ、ですか」

「うん……そこっ」

　感じるところをこすり上げるようにされ、水月はシーツを握りしめてあえいだ。

「は……あぁ……んッ」

　いつもおとなしい飼い犬のようなポチが、今はオオカミのように飢えた目をしていた。水月の中で二乃島はさらに大きくなり、その存在感に押し広げられた内部がひくひくとうごめく。

「水月さんのここ……あふれてる」

　触れられたそこは再び形を成し、透明な蜜を垂れ流していた。一度達した後なのでかなり敏感になっている。

「あ……そこ、いじらないでっ」

「どうしてですか」

　濡れたくぼみを指の腹でやさしく撫でられ、感電するように快感が全身を駆け巡る。

「ひぁぁ……ッ」

「水月さん」

　二乃島が上体を倒してきて、水月の手を押さえ込むようにシーツに縫いとめる。その体勢でも腰の動きは止まらなかった。

　水月を見下ろす二乃島の顔が、切なげに歪んだ。

「好きです……貴方が好きだ」

「あ……んぅ……ぼ、僕も……ッ」

　ぎゅっと重ねた手が握りしめられ、水月は二度目の欲を解き放ち、それに引きずられるように二乃島も奥で熱いしぶきを放っていた。

　そのまま二乃島が覆いかぶさってきて、抱き合うような形になる。水月もけだるく息を切らせながら、二乃島の背中に腕を回した。

　手の先に、ざらついた隆起が引っかかる。

（あ……交通事故の……）

　一度だけ見たポチの古傷を思い出し、水月は包み込むように手のひらで撫でた。ポチは少しだけぴくっと反応し、その後は身を任せるように水月に体重を預けてきた。

　自分より重い質量が体にのしかかってくるのが心地いい。

　甘え下手なポチが顔をすりつけてきて、ここぞとばかりに甘えてくる。それがただかわいくて、しばらく二人でもぞもぞしていたのだが、そうするとポチがすっかり元気になってしまった。

　余韻を味わうような行為だったのが、だんだん熱っぽくなってきて、再び押し倒されたところで水月は慌てた。

「ちょ、ちょっと待って、まだするの？」

「え、もう終わりですか」

　思ってもみなかったことを言われた、という顔のポチ。

　いや、だって……さっき終わったじゃん!?

「あー、あのさ、初めてだからってがんばらなくていいよ。疲れただろ？」

「疲れた？」

　それこそ思いも寄らない言葉だと言わんばかりのポチだった。

　……いや、疲れた……よな、少しは……？

　……え、ちょっと待って、ポチ、こんなおとなしそうな顔して、もしかして絶倫……。

　全然物足りなげにじりじりと迫ってくるポチに、水月は思わず後ずさった。

「あー、ちょっと僕はもう二回目終わったから……」

「わかりました。それなら俺も二回目いきます。それでイーブンですね」

　ポチは張りきった声を出して水月の体に手を這わせてくる。

「って、なんで僕まで巻き込むんだよっ」

「水月さんは何もしないでいいです。俺が勝手にするだけで」

　それって、僕に三回目に突入しろって言ってないか……？

「いや、ちょ、タイムタイム」

「わかりました。何分ぐらい待てばいいですか。三分ぐらいですか」

　そう言いながら一秒も待たずにポチが抱きついてきて、またいろんなところをぺろぺろと舐め始める。しかもポチは明らかに一回目より余裕がある状態だ。

　その時、犬を拾って育てたら実はオオカミでした、というどこかで聞いた話をなぜか思い出していた水月だった。







　手がかじかむような、真冬の日曜の朝だった。

　アパートの住人はまだ誰も起きていないのか、静かなものだ。そんな中、二乃島は起き出して着替え、台所に立っていた。

　仕事は休みなので早起きする必要はなかったのだが、もう一時間も前に目が覚めていた。しばらくは水月の寝顔を眺めていたのだが、見ているとどうしても手を出したくなってしまう。

　水月さんをあまり早く起こしてはいけない。

　そう自制して寝床から出た次第だ。

　じゅぅぅぅ、と朝の台所に玉子の焼ける音が響く。いつもはフライパンに玉子をじかに割り入れてかき回すだけなのだが、今日はフライ返しを使って慎重に玉子を巻いていく。こんなに形を気にして作るのは久しぶりのことだった。

　ボイルしたウィンナーを皿に上げ、海苔と梅干を出し、インスタントの味噌汁を椀にしぼり出して湯を注ぐ。

　さらにデザートとして、プレーンヨーグルトにマーマレードを混ぜたものも用意した。水月のところに泊まった時、これが出てきたことがあったからだ。デザートとウィンナーはさっきコンビニで調達してきた。

　あとは炊き立てのごはんをよそうだけ。

　テーブルに並べてみると、自分の家とは思えないにぎやかな朝食になっていた。

（ああ、お茶を出し忘れているな）

　二乃島は急須に茶葉を入れて準備し、マグカップと湯飲みに注いだ。実はコップ類はこの二つしかなかった。

　——おそろいのマグカップだよ。

　昨夜の言葉を思い出し、心臓がとくんと跳ねた。

　水月の家に通っていた時も、お茶の時間があった。あの時間は好きだった。

　水月と同じマグカップを持ってここでお茶を飲んでいる光景を想像し、ほっこりと胸が温かくなる。それは水月だけでなく、自分もしたいことだった。

　——何かしたいことない？　二乃島が楽しめることをしよう。

　かつて水月にそう聞かれたことがある。あの時は本当に困った。

　自分には、したいことなどなかった。リツのために何かしなければならないという焦燥だけで生きていた。

　その延長で自分はつい、水月のために何かしなければと思ってしまう。

　それを水月が、そっと軌道修正してくれる。昨夜のように。

（……水月さん）

　いつもなんでもないように笑いかけてくれる姿を思い浮かべ、心がじわりと熱くなる。胸が喜びに震え出す。

　リツの時とは違っていた。

　伝えても伝えても伝えきれないと感じるほど、気持ちが湧き水のようにあふれてくる。

　二乃島はお茶をテーブルに持っていき、ベッドに目を移す。そこで水月は布団にくるまってみの虫になっていた。

　つまり姿は見えないのだが、その布団の膨らみを見るだけで、胸がいっぱいになるような幸福感に包まれた。

「水月さん、朝です」

「……」

　カーテンを開けて声をかけるが、反応がない。

　低血圧な水月は朝が苦手で、泊まりにいっていた時も大体こんな感じだった。最初の何回かは起きることができず、二乃島は一人で起きて出勤していた。そのうち水月が見送ってくれるようになったのだが、布団にくるまったまま半分目が閉じているような状態で、今振り返れば——そんなところはちょっとかわいいと思っていた。

「水月さん」

　もぞ、と布団の中で水月が動く。しかし起きるというより、呼びかけから逃げるような動きだ。

　仕方ないので布団を頭の方だけむしり、やっと出てきた頬を指でふにっと押してみた。

「んんー」

　顔を横に背けて逃げようとする。

　反対側から指を当てると。

「んうーっ」

　また逃げる。

　いつの間にか、顔が笑みで緩んでいた。

　人の睡眠を邪魔しようなんて思ったこともない。それがこんなに楽しいなんて。

　——役に立つ立たないじゃなくてね、二乃島がいてくれるだけで僕は楽しいよ。

　ふっと今、その気持ちがわかった気がした。

　いてくれるだけで楽しい。

　そんなこと、知らずに生きてきた。人を好きになるのはこういうことなのかと思った。

　そして……水月もそんなふうに思ってくれている、それが、その奇跡が、嬉しくてたまらなくて。

「うーんん、おはよ……」

　今にも息絶えそうな声とともに、にゅうっと水月の手が伸びてきて、ぽんぽんと体を叩かれる。

　お目覚めかと思ったら、また手はしゅるしゅると引っ込んで布団をかぶっておやすみ……しようとするので、かけ布団をがばっと引っぺがした。

　みのを剥ぎ取られて、みの虫は今度は敷布団にもぐろうとするように頭をすりつけている。エアコンをつけているので寒くはないはずなのだが、とにかく起きたくないらしい。

「水月さん」

「んー」

「水月さん」

「うー」

　ごろごろ。

　ベッドの上で転がる水月がかわいくてたまらなかった。

　水月さん。水月さん。水月さん。

　日光に眉を寄せ、まぶたが小刻みに震えている。眠り姫が目を覚ます瞬間のようだった。

　二乃島は小さく開いた唇に吸い寄せられるように顔を近づけ、唇を重ねていた。

　ちゅっ、と甘酸っぱい音が弾ける。

　すると眠り姫が思いの外ぱっちりと目覚めてしまい、二乃島は少しどきっとした。

「朝食、できていますので」

　 とっさに背けた顔が急速に火照っていくのがわかる。

　自分が、こんなことを誰かにする日が来るなんて。

「今、何したんだ、ポチ？」

　後ろから水月に抱きつかれ、尋問される。

「……何もしていません」

「おはようのキス？」

「……」

「僕にもさせろー」

　甘いリクエストに負けて、振り返って再現した。

　朝のやわらかな日差しが窓から差し込み、薄暗かった部屋を光あふれる空間に変えていく。

　二乃島はさっきよりも深い口づけを交わしながら、今日はいの一番に水月さんとマグカップを買いにいこう、と思った。


四人目と言われてポチが気にしています







　水月が二乃島と一緒に住むようになってから、初めての休日。

　二乃島と近くの大型店に買い物に来ていた水月は、ふと、足を止めた。

　たくさんの客に紛れて、前から近づいてくる男。その顔に見覚えがあるような気がした。

「……っ」

　かつて水月を捨てた、一人目の男。

　水月はとっさに二乃島の袖をつかんで引っ張っていた。

「どうかしま……」

「いいから、ポチこっちっ」

　戸惑う二乃島をぐいぐい引っ張って、服売り場の試着室の陰に隠れた。

　別に今さら顔を合わせたところでどうってことはない。お互い無視して終わり。

　ただ、そんなどうでもいい男に大事なポチを見られ、値踏みでもされたらと思うと不快だったのだ。

　そんなふうに先回りして用意周到に隠れたものの。

　よく見ると人違いだった。

「……」

　これが一人なら、なぁんだとほっとすればいいところなのだが、問題はポチである。

　何事かと周囲に目を配り、水月の後ろで非友好的なオーラを出して周りを牽制している。一度水月の男関係で迷惑をかけているので、警戒するのも無理はないのだが。

　……なんて説明したらいいんだ、この間抜けな状況。

「水月さん、今どういう状況なのでしょうか」

「……ごめんポチ。人違いだった。なんでもない。大丈夫だから」

　だけど今さらそんな言葉で二乃島がごまかされるはずもなく、長身をかがめ、ずいっと真剣な顔を近づけてくる。

「誰かつきまとわれるような相手がいるのですか。トラブルに巻き込まれているのなら」

「いや、違う違う！　ちょっと元彼と見間違えて、出くわしたくないなーって思っただけ！」

　恥ずかしさをこらえて白状すると、二乃島はわずかに顔をしかめた。

「あの男と似たようなのがいたのですか」

「あ、違う。別の元彼」

　見間違いだったのだからどの元彼だろうがどうでもいいのに、思わず言ってしまう。

「ああ……確か元上司だったとかいう」

「あー、その人でもない」

「……水月さん、何人元彼がいるんです？」

　具合が悪く会話が転がり、そんなことを聞かれるに至る。

　つき合い始めなのにこの微妙な話題。

　ここで暗くしてはいけないと、水月は努めて明るく言った。

「何人って、さすがに今言った三人で終わりだよ。だから恋人はポチで四人目」

「四人目……」

「うん」

「……そう、ですか」

　それ以上は突っ込まれなかったものの、二乃島はしばらくおとなしかった。

　……やっぱり気にするものだろうか。

　男としては、あれの持続力とか大きさが元彼と比べてどうとか。

　先制して誉めておこうかとも思ったものの、そんなことを言ったら逆にそれ重視だと思われそうで、それも本意ではない。

　こういう時、どうやってフォローしたらいいんだ……？

　しかしそう悩んだのも束の間のことで、買い物をしているうちに二乃島はいつもの調子に戻ってきて、水月の意識からはそのうち消えていった。







　夕食時のことだ。

　水月は台所で、ぐつぐつと小気味よく音を立てて煮えるカレーをかき混ぜていた。

　不ぞろいに大きく切られたじゃがいもとにんじん。

　二乃島が切ったものだ。

　二乃島は今まで一人暮らしだったが、食事はできあいの惣菜メインで自炊はおざなりだったそうだ。今も塩水を用意した横で食後のデザートにりんごを剥いているが、その手つきはぎこちない。

　なんでも完璧にこなしそうなイメージだったのに、台所に立って一生懸命りんごを剥いているポチがかわいくて、つい頬が緩んでしまう。

　こういうのっていいなぁと幸せに浸っていると。

「水月さん、今度二人で指輪を作りませんか」

　りんごを剥きながら唐突に、ポチがそんなことを言ってきた。

　そう言えば今日、店でジュエリーコーナーの横を通った時、妙に熱心に視線を注いでいたような。

「指輪かぁ。でも買って、使う？」

「それは……人に見せたりはしないですが、その、記念になるかと思いまして。お金は俺が出しますから」

　しょり、しょり、と剥かれるりんごの皮。

　二乃島はりんごに話しかけるように手元を凝視したままで、こちらを向けないほど照れている姿に思わず笑ってしまう。

　それにつられるようにポチは顔を上げ、目だけでどうでしょうか、と聞いてくる。

「うーん、まあ、無理に男女のカップルの真似する必要はないんじゃないかな。僕はどうせ記念に買うなら人前で堂々と見せられるものがいいよ」

　それを聞いて、二乃島ははっとした顔をしていた。

「……それもそうですね。すみません」

「いや嬉しいんだけど、どうしたんだよ急に。指輪なんて」

「いえ、その……」

「また僕に何か買ってくれようとしてたのか？　それなら……」

　気を遣わなくていいと続けようとしたら、ポチは首を横に振った。

　違うらしい。

　じゃあなんだろうと思っていると、二乃島は意を決したようにりんごと包丁を置き、「水月さん」と改まって呼びかけてきた。

　どこか思い詰めたような顔。

　想いが募ってどうしようもない、という目でひたと見つめられる。

「俺は四人目、とおっしゃいましたよね」

「え、ああ……？」

「貴方にとっては四人目の恋人でも、……五人目も可能性としては考えていらっしゃるのかもしれませんが、俺は……俺にとっては、貴方しかいないんです」

「……」

　そんなことを気にしていたのか。

　そう思った途端、どくっと熱いものが体の奥から込み上げてくる。

　二乃島は本当に、自分だけを見てくれる。脇目も振らず、一途に。

「だから、今までの恋人とは違う何かがほしくて……すみません、つき合い始めてすぐなのに、こんな……」

　自分でも感情を持て余しているように、髪を乱雑にかき混ぜる。

　そんな二乃島が愛しくて、水月は引き寄せられるように二乃島の体を抱きしめた。

「水月さ……」

「嬉しい」

　見上げて笑ったら、二乃島は目を瞠っていた。

「五人目なんて思ったこともないよ。僕だってポチとずっと一緒にいたい。それ以外考えてない」

　途端、二乃島の腕が背中に回され、水月よりずっと強い力で痛いぐらいに抱きしめられる。

　それが心地よくて、離れがたくて、ぐつぐつとカレーが煮える台所で、二人してしばらくくっついていた。

　どちらからともなく、笑う息がもれる。

　こんな場所で、こんな状況でしなくてもいいのに。

　火にかけたままなので、一度カレーの具合を見ようと離れようとしたら、ポチにぎゅっと阻まれた。

「あの、俺は下手ではないですか、その、他の元彼と比べて」

　……あ、そこはやっぱり気になるんだ。

　自分だけが俗物ではなかったことにほっとしつつ、水月は意地悪く笑ってみせた。

「そういうの聞くのは野暮じゃない？」

「す……すみませんっ」

　真っ先に「そういうの」を考えた自分のことは丸ごと棚に上げて、慌てふためくポチの反応を一通り愛でた後、水月はこそっと耳打ちした。

「ポチが一番絶倫だよ」

　すると——二乃島は一瞬固まった後、みるみる真っ赤に染まっていき……。

「そっ、それは、水月さんにご負担をかけているという……」

「誉めたんだよ！」

　そこはわかれよと睨んで、でもすぐに吹き出した。ポチも笑われて、困った顔をして、でも嬉しそうにしっぽを振っている。

「ああもう……」

　本当に益体のない、でもかけがえのないひととき。

　だけどそろそろカレーを見ようと、今度こそ体を離そうとしたら、その前に二乃島がかちっとコンロのスイッチを切ってしまった。

「ん？　まだできてないけど……うわッ！」

　いきなり軽々と持ち上げられ、思わず高い声が出てしまう。

　そんなことにはお構いなしに、二乃島は水月を抱えたまま、ずんずんと居室のベッドに向かっていく。

「ちょ、カレーは？」

「食事はもう少し後にしませんか」

　一応言葉だけは提案の形を取っているが、どさりとベッドに下ろされた。

　起き上がろうとするとそれを遮るように手を押さえつけられ、見下ろされる。そのひたむきな目に、水月は弱い。

「いや、ええと、こっちをもう少し後にすればいい話じゃ……」

「申し訳ありませんが、待てません」

「待てませんって……いやでも、食べた後の方が体力が持続……」

「優しくしますから」

　と主張半ばに唇をふさがれ、そのむさぼるような口づけにほだされて、流されてしまう。

　別に、それでよかったのだけど。

　……やっぱり食べた後にした方がよかった、と後半戦でちょっと後悔した水月だった。


バレンタインはポチとチョコレートプレイ







「水月さん、これ、いただきものです」

　帰宅した二乃島から手渡されたものを見て、水月は眉を寄せていた。

　小さなリボンをあしらった、薄ピンクの包装のチョコレート。少女趣味で、いかにも女性が好みそうだ。

（そう言えば、今日、バレンタインデーか……）

　水月が二乃島の家に転がり込んだのが四日前。それからさすがにいろいろ慌ただしかったため、すっかり忘れていた。

　何か買っておけばよかったと思ったのもあったのだが、それより、じりっと腹の底から黒いものがせり上がってくる。

　ぱっと思い浮かんだのは、二乃島と机を並べているであろう、若い女性の同僚。その女性から、二乃島がどう見られているか。

　ちらりと二乃島の姿を見る。

　水月より一歳年下の二十五歳で、身長は百八十以上ある。剣道をしているので体格はよく、何より人目を引くほど端整な顔だ。絶対に部署で一番かっこいい男と目されているに違いない。

　それなら義理チョコとはいえ、若い女性なら密ひそかに二乃島に渡すことを思い浮かべながら買ったのではないかと思うと、心中穏やかではいられない。

（これが今までの相手なら、なんだよこれ！　って、チョコを背中にたたきつけてるところだな）

　水月は女の匂いがするものを二人の空間に持ち込まれて、泣き寝入りするようなタチではない。こんな舐めた真似をされたら即ケンカである。

　だが。

（……相手はポチだからなぁ）

　ポチというのは、二乃島の呼び名だ。

　小学生の時、引っ越しで飼えなくなって、泣く泣く友達に引き取ってもらった子犬のポチ。そのポチがきゃんきゃん鳴きながら車を追いかけてきたのが今でも記憶に残っているのだが、二乃島はそのポチを彷彿とさせるので、ポチ。そう内心で呼んでいたのがいつの間にか呼び名になり、本人も気に入っているようなので今もそう呼んでいる。

　そのポチだが、総じて自己評価が低く、これだけ整った容貌を持ちながら、自分がかっこいいという自覚がない。そんなことは言われたこともないと真顔で言うのだから、よほど周りの女性の目に無頓着に生きてきたのだろう。

　確かに、ポチには愛想というものがない。いつも無表情で、だから女性もお近づきになりにくいのかもしれない。

　だけど。

　ポチは帰ってきて台所の水月を見つけると、わずかに表情を緩ませる。帰ってきた、という顔をして、まだ慣れないように「ただいま戻りました」と言うのだ。

　古風だなと水月に笑われても、なかなか「ただいま」と縮めて言えない。そんなポチが水月には愛しくてならない。

　自分だけに見せてくれている、小さな変化。

　今も二乃島はかすかに表情を緩めたまま、背広を脱いでハンガーにかけている。

　恋愛どころか周囲の目にも疎い二乃島は、きっと義理チョコを見せて水月が怒るなどとは想像もしていないのだろう。

（……今日は目をつぶってやるか？）

　少し気持ちが収まり、そう思った時だ。

「水月さん、チョコレートはお好きでしたか」

　ネクタイをほどいていた二乃島が、ふと確認のように聞いてきた。

　好きだ。大好物だ。

　だが、この状況でそう答えれば、他の女からもらったチョコを手渡されて喜んでいると受け取られかねない。

　そんな能天気に思われるのは、さすがにごめんである。

　そもそもこのままいくと、ポチの意識の中では、今日は「職場の誰々さんからもらったチョコを水月さんと食べた日」になってしまう。

　それがすぐ消えるような記憶ならいいが、今日は初めてのバレンタインデーだ。そんな思い出に残りやすい日に、他の女からもらったアイテムが存在すること自体、気に食わない。

　それならいっそ、誰からもらったチョコだったかなど、吹っ飛ぶような一日にしてしまおう。

　そう思いつき、水月は静かに闘志を燃やした。

「……チョコは好きだよ。とっても」

　そう答えて、水月は台所から居間に移動しながらチョコの包装を無造作に開けた。あしらわれていた繊細なリボンがあっけなく崩れ、中から出てきたのは生チョコだった。お上品に食べられるように、ちまっとかわいらしいフォークまでついている。

　しかし水月はそんなフォークの存在意義など無視してチョコを指で一つつまみ、チョコの箱をテーブルに置いて、着替えている二乃島に近寄った。

「食べる？」

「え……あ、はい」

　夕食前だ。台所ではもう料理もできている。当然、食べるなら夕食のあとだと思っていたのだろう。

　だが、チョコを差し出されれば断る理由もなかったのか、ポチは素直に水月に向き直った。水月はにっと笑い、つまんでいたチョコを、二乃島の目の前で自分の唇にはさんだ。

「？」

　やっぱあーげない、みたいな甘々カップルのノリだとでも思ったのか、二乃島の顔に少しだけ笑みが浮かびかける。そのわずかに開いた唇の隙間を逃さず、水月は二乃島の首に両手を回してぐっと引き寄せ、チョコをはさんだ唇を押しつけた。

「！」

　チョコを二乃島の口の中に落とし込み、ついでに舌も潜り込ませる。水月の舌と二乃島の舌の間に四角い小さなチョコがはさまれ、二乃島の口の中でぬるっととろけていく。

「……っ」

　今までポチが味わった口づけの中で、文字通り、一番甘いキスだったに違いない。

　甘く広がる味を舌の上で共有し、もっと甘い味覚を求めて舌と舌をもつれさせる。

　チョコの味は薄れていくはずなのに、絡めた舌はいつまでも甘くて、今味わっているのはチョコなのか舌なのか曖昧になるほど存分にポチの口内を蹂じゅう躙りんしてから、ゆっくりと唇を離した。

　唇の間に唾液の透明なアーチが残り、思いも寄らない形のキスに二乃島は少し呆然としていた。

「おいしかった？」

「……は、い」

　顔を赤らめて答える二乃島に、ふぅん、と水月は不機嫌そうに鼻を鳴らしてみせた。

「そうなんだ。他の女からもらってきたチョコ、そんなにおいしかったんだ」

「……え？」

　ポチの顔に、さっと緊張が走る。美味だったのはチョコではなく水月さんのキスですとしっかり顔に書いてあったが、わざと気づかないふりをした。

「ポチはノーマルだもんな。やっぱり女の人からチョコもらったら嬉しいか」

　ふぅっとため息をついてみせる。効果は絶大だった。

「いえあのっ、違います。これは課の全員に配られたもので、決して俺個人がもらったものではなく、誰に何をもらったところで貴方以外に気持ちが揺らぐことなどっ」

　わかってはいたが、ポチが必死にそう言ってくれて、かなり溜飲は下がっていた。

　だが、それはそれ、これはこれだ。

　やはりおとなしくチョコを食べるだけでは今日は終われない。

　水月はずいっとポチに顔を近づけた。

「——じゃあさ、愛する僕にポチから何かないの？　今日はバレンタインデーだろ」

「すっ……すみません……気が回らず、何も用意を……ッ」

　バレンタインデーに男が何かを贈るという発想もなかったのだろう。慌てふためくポチを、水月は捕まえるように両腕で抱き締めた。

「あるじゃないか、ここに」

　何を言われたのかわからず、目を瞬かせるポチ。そんな大きなポチを見上げ、悪戯っぽく笑いかける。

「ポチがプレゼントになる——っていうのはどう？」

「プレゼント……俺がですか？」

「そ。今夜は僕の玩具になるってこと。手、後ろで組んで」

　こういう時、手錠があるといいのだが、この前の引っ越しで処分してしまっていた。ポチに使ったことのある手錠だったので、未練を残したくなくて捨てたのだが、こうして恋人同士になった今となっては、もったいないことをしたなと思う。

　二乃島は意図がわかっていないようだが、両手を背中の後ろで組んだ。

「うん、そう。僕がいいって言うまでずっとそのままね」

　え、という顔をしている二乃島の腕をつかみ、水月は壁際にあるベッドに二乃島を座らせ、押し倒す。

　思わずベッドに手をつきそうになった二乃島だが、水月が言った意味を理解したのか、されるがままに仰向けになった。

　言いつけを守るなら、二乃島はもう、抵抗できない。

　水月は自分もベッドに乗り上げ、二乃島の顔をはさむように手をついて見下ろした。

「こういう趣向、嫌だったかな」

「いえ……あの、すみません、今まで気づかなくて」

　二乃島は恥じらうように目を伏せ、少し声を震わせた。

「……こういうのがお好きでしたら、俺は、いつでも……」

　体を重ねるとむさぼるように水月を求めてくるポチが、ひとたび水月の意向を聞けば、こんなにも従順に耳を垂れる。

　そんなギャップに少しずくん、とくる。

「——そう。じゃあ、遠慮なく」

　水月はさっそく二乃島のワイシャツに手をかけ、ボタンを一つずつ外していく。

　今まで外で仕事をしてきた男を脱がせるのは、なんとなくそそるものがある。

　全部ボタンを外すと、胸の尖りを外気にさらした。

「せっかくもらったんだから、今日はこれで楽しもうか」

　水月はさっきの生チョコをテーブルから取って、また一つつまんだ。

　それを露出させた二乃島の胸の先にこすりつけると、それだけで繊細なチョコは溶け始め、胸の先がチョコでべとべとになっていく。

「……」

　考えもつかない行為なのか、二乃島はひたすら緊張していた。多分、チョコを塗りつけている意味もわかっていないのだろう。

　水月はふっと笑い、チョコでコーティングした乳首を舌先でぺろっと舐めた。

「……ッ！」

　食べ物を塗りつけるのは、そこを舐めるからに決まっている。

　そんな基本的なことを、二乃島は今ようやく理解したらしい。

　小さな突起を口に含んでねぶると、二乃島の体はびくりと震えた。

「感じる？」

「……よく、わかりません……っ」

　確かに口の中の慎ましい尖りはそれほど硬くは育たない。あまり胸では感じていないようだ。

　だけど、何かいやらしいことをされているという意識で興奮しているのは間違いない。その証拠に……下の方は早くも硬くなり、ズボンの中で窮屈に張り詰めている。

　そんな素直な反応がポチらしくて、水月はポチの欲望通りにそっちを重点的に愛でることにした。

　二乃島のズボンと下着を膝までずり下ろし、生チョコを今度は一個と言わず、残り全部を片手でわしづかみにする。

　それをポチの目の前で握り潰してぐちゃぐちゃにして——。

「あ……ッ！」

　硬く張り詰めた芯を手で包み、ぐちゅりとチョコを塗り込めた。

　チョコでどろどろになった手でそこをしごくたびに、ずちゅ、ぬちゅっ、と卑猥な音が部屋に響く。

「み……水月さん……そんな……っ」

「何？　こんなの、ローションと同じだろ？」

　そう言って、しごく手に力を込める。

「それとも、これからしゃぶり尽くされるのが待ちきれない？」

「……ッ」

　それを想像したのか、ポチのが一段と大きくなった。

　カァッと顔を赤くするポチが初々しくてたまらない。

　いつもは水月ばかりが感じさせられて、ポチがどういう顔をしているのか見る余裕もないぐらいなのだが、今日は違う。ポチの反応の一つ一つが新鮮でかわいくて、それをつぶさに堪能できるのが嬉しい。

　やはりポチの手を封じたのは正解だったようだ。たまにはこうしてポチをやり込めるのに専念したい。

「じゃあ、ご期待に応えて」

　水月は手を止めることなく、じゅぷりとポチをほおばった。それなりの量感で口いっぱいになり、甘さが広がる。

「ん、おいし……」

「……ッッ！」

　二乃島の背中の下敷きになっている腕が、ぴくぴくと痙攣している。

　何度も反射的に手を動かしてしまいそうになるのをこらえ、左右の手が互いの手首を強く握り締めている。

　ただのプレイの一環なのに、こんな些細な言いつけを必死に守ろうとするポチが愛しくて、胸がきゅんとなる。

　もっと悶えさせたくて執拗に舐めしゃぶっていると、ポチが死にそうな声を上げた。

「……水月さっ……これ以上は……ッ」

　もう限界らしい。

　そんなところまでポチを追い詰めたと思うと、ちょっとほくほくだ。

（どうするかな……）

　このまま口で受けてもいいのだが、今まで水月が最初に一度イかされたあと、二度目から体を重ねるというパターンが多かったので、たまには最初から体を重ねたい。

　それで、いったんポチを口から開放し、水月は自分も片手で苦労しながら下だけ脱ぎ、ポチの上に陣取った。

　片手が使えないのは、チョコでべとべとだからだ。

　いったん手を洗ってくればいいだけの話なのだが、行為を中断するのが嫌だ。

　それでいろいろ省略してそのまま騎乗位の体勢に入ろうとすると。

「みっ、水月さん、待ってくださいっ」

　片手でポチを握って押し当てようとしたところで、ポチが、がばっと腹筋だけで起き上がった。

「ローション、取ってきますから」

「ああ、いいよそんなの。さっきしゃぶったから唾液でいけるだろ」

「駄目です。それでは足りません」

　ポチは「取ってこい」をされた犬みたいにぱっとベッドから離れ、止める間もなくローションを取ってきて、ずい、とローションを差し出した。

「これ、使ってください」

「というかポチ、手」

「……あ」

　いつの間にか後ろで組んでいた手は離れ、今はしっかりローションを握り締めている。

　言いつけ破りである。

「やっぱりこういうプレイは手錠が必要だな。今度買う？」

　そう言ってからかうと、ポチはきゅうんと耳を垂れ、おずおずと聞いてきた。

「……口でくわえてきた方がよかったでしょうか？」

　そんなことを申し訳なさそうに聞いてくるポチがおかしくて、水月は吹き出してしまった。

（ほんとに、このポチは……）

　かわいくて……たまらない。

「もう手はいいよ。その代わり、ポチがほぐして？」

　ポチはこくりと頷いた。ようやくマグロ以外の役割を与えられて少し嬉しそうだ。

　しかし、ほぐすとなるとまた少し時間がかかる。

（今ので中断しちゃったし、手、洗ってこようかな）

　そう思いかけたが、実にいい処理方法を思いつき、水月は内心にやりと笑った。

「そういやさ、チョコの味、さっきのキスでちゃんとわかった？」

「……え」

「ほら、職場でもらったなら、どんな味だったか聞かれるかもしれないだろ」

　手作りならともかく、市販のバレンタインチョコの味など聞かれることはないだろうが、水月にそう言われると少し気になる顔をするポチ。そんなポチににっこり笑い、水月は手を差し出した。

「これ、舐めていいよ」

　二乃島の目の前に突きつけたのは、チョコでぬめった指。水月の唾液も混じっているし、ポチのあれにこすりつけて、なおかつ先走りもブレンドされているので、さぞかし絶妙な味わいに違いない。

「…………」

　二乃島はいろいろと汚れた手と水月の顔を交互に見るが、やはり逆らうことはない。

　かくして——。

　水月が膝を立てた状態でポチにまたがり、ポチは水月の足の間に手を通して水月をほぐし……水月は汚れた指をポチの口に突っ込んできれいにさせるという奇妙な体勢になっていた。

　水月をほぐす音と、ポチに指を舐めさせる音がちゅくちゅくと重なり合い、卑猥な調和となって部屋を満たす。

「チョコの味、わかった？」

「……余計……わからなくなりそうです……」

　眉を曇らせ、不味そうに答える二乃島の顔がまた、いい。

「後ろ、もういいよ」

　ある程度ほぐされたところで水月の方が我慢できなくなってきて、再びポチをつかむ。

「あの、ゴムは」

「いいって、あとでかき出すから。奥にかけて」

「……」

　水月の体を気遣い、ゴムもさっき取ってくればよかったという顔をするポチを丸め込むように艶やかに笑い、今度こそ自らの重みでポチを根元まで呑み込み、みっちりと締めつけた。

「……っ」

　腰をくねらせるとそのたびに、自分の下でポチが快感に悶える。

　それを上から見下ろせるのが、この体位の醍醐味だ。

「ほら、口がお留守になってるぞ？」

　手の汚れはまだ全部は落ちていないので引き続き指を突っ込むと、ポチは水月の中でたぎらせながらも、従順に指を清める。

　奥まった場所を太いもので貫かれながら、一方で残滓の残った指を犬のように舐めさせる……。

　被虐なのか加虐なのかわからない快感がぞくぞくっと這い上がり、水月の息は興奮に弾んでいく。

　二乃島も同じような状態らしく、いつの間にか獣のような目で水月を見上げながら、水月の手を自分からつかみ、指を甘噛みしてくる。

「ポチ……いい……？」

「……はい……すごく」

　こらえるような目で返され、もう駄目だった。

　最後は水月の方が先にイってしまい、その際の締めつけで二乃島も水月の中で欲望を放っていた。

「……」

　体位のせいか、どっとけだるい疲れが襲ってきて、水月は前に倒れ込む。

　するとポチにぎゅっと受け止められ、水月はそのまま身をゆだねた。

　浅くつながったままされる、キス。

　こういうの、いいなぁ……。

　きっかけはアレだったが結果的には大満足で、水月はポチの腕の中で満たされていたのだが、ポチの方は何か思うところがあったらしく……。







「すみません、水月さん」

　二乃島がいきなり神妙な顔で謝ってきたのは、事後、とりあえずいろいろべたべたなので二乃島が風呂に入りかけている時だった。

「ええと、何が？」

「俺、今まで同じパターンばかりでしたね」

（……は？）

　一瞬何を言われたのかわからなかったのだが……ああ、あああと思い当たって水月は慌ててフォローした。

「いや、パターンって言ったって、結局することは一つなんだから、そんな最初からバリエーションを気にしなくても……」

「でもさっき水月さん、すごく楽しそうでしたし」

　いや、そりゃ楽しかったけど。

　でも別に、ポチに不満なんか感じたこともないんだけど……。

「さっきは、少し驚いてしまいました。どうやら俺は、体を重ねることをずっと狭義に考えていたようです」

　……。

　……。

　……いや、チョコレートプレイとか、考えつかなくていいよ……？

「もっと水月さんにご満足いただけるよう、精進します」

　ポチは真顔でそんなことを言い残し、風呂に入っていった。

　なんか、教えちゃいけないこと、教えちゃった……？

　スキルなんかなくてもポチが好きだよ、と言っていいのか悪いのか。

　……ポチがエロスキルの探究でも始めたらどうしよう……。

　悪乗りしすぎたのを、ちょっと後悔する羽目になった水月だった。


ポチを置き去りにしてはいけません







　水み月つき浩こう一いちが二に乃の島しまのアパートで暮らし始めてから、一週間が経った。

　毎朝、二乃島が出勤するのを見送って、水月はハローワークに通う。夜は夕食を作って、二乃島が帰ってきたら一緒に食べて、一緒に寝て……。

　特に何かが起こるわけではないが、二乃島がそばにいてくれるだけで、毎日心が弾んでいた。仕事が決まるまでは落ち着かないというのはあるが、今までフリーターだった水月にはそれも慣れっこで、特に悲観はしていない。

「水月さん、ご実家に荷物を取りにいくという話ですが、この土日に行かれますか」

　二乃島が紅茶をなみなみと注いだペアのマグカップを二つ、テーブルに置きながら聞いてくる。

　水月が一人暮らしをしていた時の荷物は今、ほとんど実家にある。

　その荷物を取り寄せたいのだが、全部はいらないので、一度実家に戻って荷物を整理する必要があるのだ。

　この一週間の内にもさっそく着替えに困ったので、取り急ぎ服を詰めたダンボールを一箱だけ実家から送ってもらったものの、面接用のスーツもいるし、その他にもないと不便なものがいろいろある。

　早めに実家に帰らないといけないのだが、二乃島と一日でも離れたくない。今はそういう気持ちだった。

「うーん……土日に帰るのはもったいないよな。せっかくポチが休みなんだし……じゃあ、来週の月曜に帰ることにする」

「そうですか」

　いつも無表情なポチの顔が、少しだけ緩む。

　土日は一緒にいられる。

　それを素直に喜んでいるのが伝わってきて、くすぐったい気持ちになる。

　一緒にいることを、自分だけでなく、相手も望んでくれる。好きな人と暮らすのはずっと水月の夢だった。それがようやく叶い、今まさに幸せを噛み締めている。

　ただ、一つだけ気になることがあるとすれば、それは……。

　ぷるるる、と居間のテーブルの上に置いてあった二乃島の携帯が小さく鳴る。

　二乃島がすみません、と断って居間の外に出ようとするので、「ここにいなよ」と引きとめた。

　今は二月だ。台所は寒い。

　二乃島は頷くと、おとなしくその場で電話に出た。

「はい、義よし和かずです」

　少し緊張を含んだ声。第一声はいつもこれだ。

　それからはほぼ二乃島は話を聞く側で、時々相づちを打つだけ。時間にすれば四、五分の短い通話。だけどその間に、二乃島の声も表情も少しずつ和らいでいく。

　二乃島の、義母からの電話だ。

　二乃島は十歳の時に両親を亡くし、叔母夫婦に引き取られた。しかし叔母夫婦とはなじめなかった——そう、二乃島からは聞いていた。

　だけど二乃島が長年囚われていた心のわだかまりが取れたせいか、最近になって義父母との関係が好転しているようなのだ。

「——はい。佐さ代よ子こさんも、風邪にはお気をつけください。それでは」

　二乃島は通話を切って、携帯をテーブルに戻した。

「お母さん、なんて？」

「バスツアーに誘われたので、行ってこようかと思っていると」

「そっか。お父さんは行かないの？」

「先生はそういうことを好まない人なので……」

　義母は「佐代子さん」、義父は引き取られる前から剣道の先生だったので「先生」。

　引き取られて十五年経った今もお父さんお母さんと呼べていないことが、端的に義父母との関係を物語っている。

　少し前の二乃島を思い出す。

　二乃島の周りは空気が張り詰めていて、いつも孤独を身にまとっていた。

　水月は二乃島の方に身を寄せ、ぎゅうぅっと抱きついた。

「……？」

　タイミングが不自然だったのか、二乃島はやや不思議そうな顔をしたが、水月はぐい、と二乃島の顔をこちらに向けさせ、唇を重ねた。

　角度を変えて何度もついばみ、舌を絡める。

　二乃島にとって、義父母との距離が縮まることがどれほど大事なことかわかるのに、水月はそれを素直に喜べなかった。

　もし水月との関係が義父母に知られればどうなるか。その結果は想像に難くない。

　水月が自分の親にゲイだと打ち明けた時の反応は、思い出したくないほど苦いものだった。父には頭ごなしに否定され、母には泣かれた。カウンセリングに行くよう言われたこともあり、要するに病気扱いだった。今となっては父は何も言わなくなったし母とは和解しているが、それも数年を費やしてやっとのことだ。

　それと同じことが、二乃島にも起きる。

　そう思うと、ずんと腹に重いものがのしかかってきたが、水月はそれを振り切るように口づけを深くした。

　——今さらそんなことで迷ってたまるか。

　家族の理解など考慮していたら、自分のような日陰者は百年経っても幸せになれない。

　二乃島が家族の反対に遭ったら、絶対に家族より自分を選ぶように策を講じる。それだけのこと。

　水月が酸素を求めるようにキスを続けていると、二乃島に体を抱きかかえられ、ベッドに押し倒された。

　いつもおとなしい二乃島の、熱のこもったまなざし。

　ポチ、好き。

　手を伸ばすと、二乃島にその手をつかまれ、恭しく手の甲に唇を寄せられる。

　なんだよ、と笑うと、ポチは小さく笑った。

「好きです」

「……っ」

　自分も今、そう思っていた。

　想いが通じ合ったようで、ぐっと胸が詰まる。

「……うん」

　大丈夫。ポチは離れていかない。ずっとそばにいてくれる。

　そう自分に言い聞かせ、不安を拭い去るように、二乃島の熱を求めた。







　翌日の土曜日の午後、水月は二乃島と近所のスーパーから帰ってきていた。

　二乃島は車を持っているが、スーパーは徒歩十分のところにあるので、週末は散歩がてら二人で歩いていくのが習慣になりつつある。ささやかな運動になるし、何よりポチは散歩が大好きなのだ。

　水月はファーつきのジャケットに片手を突っ込んで歩きながら、ちらっと二乃島の方を見る。

　いつもの黒いコートに、Ｖネックのセーターとスラックス。定番だけどこれでもポチ的には服装に気を配っていて、出がけにさりげなく、鏡の前で色の合わせをチェックしていたのが微笑ましい。

　別に、何を着てもかっこいいんだけど。

　そんな二乃島の手には大きなスーパーの袋。それより少し小振りな方は水月が持っている。二乃島が二つ持とうとするので一個奪取した。主に明日の夕食の材料だ。

　今日は二乃島が剣道の飲み会に誘われているので、夕食は水月一人で適当に済ませるつもりだ。

「本当にすみません」

「いいよ全然。剣道仲間が奥さん連れてくるんだろ？　プチ披露宴みたいなもんじゃん」

「なるべく早めに切り上げて帰ってきますので」

「何言ってんだよ。遅くなってもいいから楽しんでこいって」

「……そう、おっしゃるなら」

　こんな些細なことで気をもむ姿が、いじらしい。頭をなでなでしたくなる。

　二乃島のそばにいると楽しかった。二乃島に以前言ったことは本当で、水月はポチがいてくれるだけで幸せだった。

　やっぱ、一緒に暮らせるっていいなぁ。

　そんな感慨に耽ふけりながらアパートに着いた、その時だった。

「義和」

　横から声をかけられ、二乃島も水月も足を止めた。そちらを見ると、女性が立っている。

　四十代ぐらいだろうか。ご婦人、という言葉がしっくりくるような、上品な装いだ。二乃島は軽く会釈を返した。

　誰？　と目で聞くと、二乃島はなんでもないように言った。

「俺の義は母はです」

　……ッッ!!

　熊に遭遇してもこうはならないというぐらい、心臓が瞬間的に飛び上がった。

　義母。

　いきなり親。

　今まで三人の男とつき合ったが、親の顔を見る機会など一度もなかった。なのに、まさかこんな不意打ちで親とご対面することになろうとは。

「近くに来たから寄ったのだけど……そちらの方は？」

　女性が首を傾げて聞いてくる。

　何か言わなきゃ。

　そう思うのに、まるで大人に挨拶したことのない小学生のように縮み上がり、何も言葉が出てこない。

　絶対、今、顔引きつってる。変に思われる。バレる。

　焦って勝手にパニックに陥っていた、その時。

「——大学の時のバイトの先輩です」

　隣から聞こえた声は、落ち着いたものだった。

　あらかじめこういう事態を想定していたのか、二乃島は母親を前に淡々と嘘を並べた。

「この前、三ヶ月前ぐらいに久しぶりに会う機会がありまして、それから時々遊びに来てくださっているんです」

「ああ、それで最近……」

　なんらかの変化を感じていたのか、女性は納得したように頷いている。

「今日はうちに泊まってもらう予定なんです」

　……って、そこまで言う？

　まあ、と女性に目を瞠られ、水月は慌てて名乗った。

「あ、あの、水月浩一です。む、息子さんにはいつもお世話になっていますっ」

　そう言って頭を下げると、沈黙が返された。

　……何か、不自然だった？

　ていうか、お世話になってますはまずくないか？

　もしかして今ので同棲してるのがバレたんじゃ、と焦りまくって——。

「まあ、まあまあ、最近の若い子は男の子でも綺麗なのねぇ」

　へ、と思って顔を上げると、女性は口元を押さえて笑っていた。

「おばさん、女の子かと思っちゃって」

「佐代子さん」

　水月は女性のような容貌で、身長もやや小柄で細身だ。女と間違われるのは今までもちょくちょくあったことなのに、気の利いた返事もできず、水月はなんとか笑っただけだった。それもぎこちなく引きつっている始末だ。

「義和はこの頃、少し変わったんですよ。当たりが柔らかくなったというか。この子、剣道を教えているんですけど、教え子も言ってました。義和が怖くなくなったって」

　はは、と水月はとにかく笑う反応を続けた。

　早くこの場から逃げ出したい気持ちでいっぱいで、なぜそんな話を自分に向けられるのかもよくわからない。

「佐代子さん、私のことは」

「ああ、ごめんなさいね。つい」

　それから二言三言、二乃島と話して、女性は楽しそうに去っていった。

　見送ったあと、冬なのに手にじっとりと汗をかいていた。

「すみません、突然」

「いや、いいんだけど、ていうか、お母さんにまで『私』なんだ」

「なんと言うのが適切なのか、自分でも迷っています」

　確かに二乃島は終始完璧な敬語で、ちょっと普通の親子とは違う感じだった。けど。

　いい人そうだった。

　水月は、女性が去っていった方向を眺めた。

　もし息子と水月の関係を知ったら、あの人はどんな顔をするのか——。

　自分の性癖を話した時の、母の泣き崩れる姿が脳裏をよぎった。

「部屋、上がろ。寒いし」

　悪い想像を打ち切って、二乃島の袖をつかみ、アパートの階段を上がる。

　二乃島の親を悲しませても、二乃島と親とのつながりかけた関係を断ち切ることになっても、それでも、自分は一歩も引くもんかと思っていた。

　この手を離したら、自分は二度と、幸せをつかむことなんかできない。

　部屋に入って玄関のドアを閉めて、水月は一息ついた。

「あー、ほんとにびっくりした。それにしても二乃島のお母さん、若いな」

「佐代子さんは俺の母の妹なので」

「あ、うん、そっか、そうだな。若いはずか」

　明るく振る舞おうとして、意味もなく何度も頷く。空回りしているのが自分でもわかった。

「でも、ちょうどよかったです」

　そんな二乃島の言葉にびくりとした。

「なっ、何が？」

　笑みを浮かべながらもおっかなびっくり尋ねると、二乃島はスーパーの袋をいったん台所の床に置き、改まった口調で言った。

「水月さんのお仕事が決まれば、もっと広い部屋に引っ越した方がいいですよね」

「え？　あ、ああ、うん。そう……だな」

　確かにこのワンルームの部屋では、男二人で暮らしていくには少々狭い。

　そのうち引っ越す必要があることはぼんやり認識していたものの、いつ、というのは考えていなかったのだが……。

「その時には、佐代子さんと先生に、ルームシェアの相手として、水月さんを紹介したいと思っていましたので」

　——。

　いきなりの話で、すぐに言葉が出てこない。

　引っ越しだけでも寝耳に水なのに、親に、紹介？

　想像しただけで、どっと冷や汗をかいた。

「いや、ちょ、それは……やばい。やばいって」

「しかし水月さんのことを隠して引っ越しをしても、気づかれるのは時間の問題です」

　確かに、それはそうだった。

　二乃島は週に一度は義父の剣道道場に通って手伝いをしていて、つまり毎週義父母と顔を合わせている。

　二乃島に言う気がなくても、言葉の端々から生活の一端は見えてしまうはずだし、自分の生活については一切黙秘する、というわけにもいかないだろう。

　それなら、最初からルームシェアの相手がいると言った方がいい。それは理屈としてはわかるのだが。

「でも、もしバレたら？　ルームシェアなんて普通しないだろ。怪しまれるんじゃないか……？」

　不安いっぱいに聞き返すと、二乃島は言った。

「親や周囲に知られたとして、何か重大な問題が発生するのですか」

　落ち着いた、静謐な声。

　でも前提として出されたのは、最悪の事態だった。

「いやっ、それは駄目だろ！　だって、その、まずは職場にバレたら困るし！」

「同性とつき合ったからと言って、解雇の理由にはなりませんよ」

「いや、それはそうだけど、働きづらくなるだろ？」

「どうでしょうか。相手が仕事の妨害をしてこない限り、気にしませんが。それに目に余れば相応の措置を取ります」

　……。

　なんというのだろうか、思いも寄らない返事が返ってきて、少し戸惑う。

「……いやでも、ほら、剣道の道場の評判が落ちるとか……」

「道場は義父の趣味でやっているようなものです。それで生計を立てているわけではありませんし、それこそ俺が道場を去れば済む話です」

　バレても深刻な事態にはならない。

　二乃島はそう言っているのに、水月は余計落ち着かなくなってくる。

　怒鳴り立てる父。泣き崩れる母。

　水月の胸の中でわだかまっているものは、二乃島の説明では消えない。

「お父さんとお母さん……は？　もう二度と、口利いてくれなくなる可能性だって……」

「水月さん」

　二乃島は困ったように微笑んだ。

「俺は貴方がいてくれるなら、何もいらないんです」

　それは——衝撃をもって、重く、水月にのしかかった。

　確かに、そんなふうに言ってくれる相手を望んでいた。同性でもいい、生涯一緒にいようと言ってくれる相手を求めていた。そのはずだ。

　だけど、ポチにそう言ってほしかったわけではなかった。ポチに、すべてを捨てさせたいわけじゃない。

「俺はもう二十五で、大人です。親の庇護が必要な年齢ではありません」

　いつも無表情な顔に浮かんだ優しい笑み。それを見てわかってしまった。

　二乃島はいつの間にか、親と決裂する覚悟までしてしまっていたのだ、と。







　二乃島が剣道の飲み会に行ったあと、水月はぽつんと部屋に取り残されていた。

　剥き出しの板間に、真新しい座布団が二つ。水月がここに来てから二人で買ったものだ。

　毎日少しずつ二人で暮らす憩いの場になりつつあったはずなのに、今は居心地の悪さを感じていた。

　ここはお前のいる場所じゃないと、この部屋からじわじわと拒絶されているようにさえ思える。

　水月は二乃島が行った飲み会にぼんやりと思いをはせていた。

　にぎやかな店の中で、幹事が乾杯の音頭を取っている。上座に座っているのは今日の主役の新婚の剣道仲間とその連れ合い。

　馴れ初めとかプロポーズはどちらからとか、そんな質問ではやし立てながら、きっと盛り上がっているのだろう。

　二乃島は、どんな気持ちでそれを見ているのだろうか。

　自分と二乃島の関係は、誰にも祝福されることはない。人に言うこともできない。

　自分はゲイだからそれでいい。でも二乃島はノーマルなのに、それでいいのか？

　——おばさん、女の子かと思っちゃって。

　そんな言葉が今になって、水月を後ろ暗くさせる。

　二乃島は今までも、環境的には一人じゃなかった。

　定職についていて、義理といえど家族と関わりがあり、剣道のつながりを持っている。

　ただ、心に巣食ったわだかまりに囚われていたから、誰にも気づかれずに孤独の中にいただけだ。

　そのわだかまりからやっと解放されて周囲の恩恵を受けられるようになったのに、二乃島はもう、すべてを捨てる覚悟をしている。

　そんな覚悟を、自分がさせた。

　水月は居たたまれなくなって立ち上がり、ジャケットを羽織った。財布と携帯だけポケットに突っ込み、チラシの裏に走り書きで書き置きを残す。

　アパートの鍵をかけ、鍵を郵便受けに入れると、水月は暗い夜道を駅に向かって走り出した。







　二乃島義和は飲み会から戻り、自宅のアパートに近づいたところで、すぐに違和感に気づいた。

　部屋の電気が、ついていない。

　まだ夜の九時である。寝る時間ではない。

　まさか——まさか。

　そう思った時にはもう、走り出していた。階段を駆け上がって三階の自分の部屋の前に行き、鍵を開ける。ドアノブを回して開けた部屋の中は、真っ暗だった。

「水月さんっ」

　返事はない。

　真冬の夜の静けさとともに、嫌な予感がひたひたと現実になっていく。

　狭いワンルームだ。ドアを開けた瞬間に人の気配がないことなどわかっているのに、部屋中の電気をつけ、風呂の中、トイレ、押し入れまで開けて覗いた。当然、水月の姿はない。

　コンビニに行ったとか。

　だがしかし、少し外出するだけなら、水月は台所の蛍光灯とか、何か小さな電気をつけて出ることを、水月の家に通っていたこの三ヶ月の関わりで二乃島は知っていた。

　出ていったのだ。

　足下の地面が崩れ、奈落の底まで落ちていく感覚に囚われる。

　飲み会に行く前、水月は少し落ち着きがなかった。それが気になって、「早く帰りますから」と声をかけて家を出たのだが、そんなこと、気休めにもならなかった。

　なぜ。どうして。

　何か水月の行動を知る手がかりはないかと部屋を見回し、ふと、居間のテーブルの上に紙が一枚置かれていることに気づいた。

　チラシの裏に、走り書きがされている。

　二乃島はその紙をひっつかみ、むさぼるように読んだ。

『やっぱ、今から実家戻って荷物送ってくる！　多分二日ぐらい？　かかるから。ついでに大人のおもちゃも持って帰ってくるから、楽しみにしといて♥♥♥』

「…………？」

　隅から隅まで三回読んで、二乃島は眉根を寄せた。

　この、帰ったら部屋が真っ暗で、水月がいなくて、自分が一人取り残されたという絶望的な状況と、紙に書いてある内容があまりにも乖離していて、理解できない。一瞬、水月をさらった何者かが書き残したのではあるまいかと勘ぐったが、どう見ても水月の文字だった。

　これが普通の恋人同士なら、まず、「いきなりどうしたんですか？」と携帯に電話の一本も入れただろう。そうすれば、誤解のほとんどはその場で解けたはずだった。

　だが、二乃島である。

　一週間前の土曜日に、水月に引っ越しぐらいで置いていかれそうになり、まさに捨て犬のような悲劇の体験をしかけたポチである。

　もう、紙を読む時点で、精神状態が普通ではない。

　そんな、自分が置いていかれたという確信に満ちた精神状態で読んでも、さっぱり意図がわからない。これはなんだ？　というのが率直な感想だった。

　実家に荷物を取りにいくのはいい。だがそれなら特に急ぐ必要はなく、明日行けばいい話だ。こんな、夜、二乃島が留守の間に、不意を突くようにいなくなる必要性はどこにもない。やはり水月は出ていったのだ。

　電話しても、もはや話し合いは通じるまい。だって、水月がこんなひどい仕打ちを自分にするというのは、末期だ。水月は、あの時、タクシーに乗って二乃島を置き去りにしようとした時と同じ気持ちに戻ってしまったのだ。

　二乃島は懸命に思案した。思案したと言うか、タクシーと併走した時のことをまざまざと、まざまざと思い出していた。

　幼い頃から、剣道の一環で長年走り込みをしてきたが、当然ながらタクシーと併走したことはなかった。走っている間は無我夢中で気づかなかったが、走り終わった時に、心臓が物理的に破裂しそうなほどばくばくと脈打っていたのは今でも思い出せる。

　あれほど必死に走ったことはない。まさに半身をもがれるような焦燥に駆られて走った。あの時だけは、義父の手伝いを続け、今も走れる体だったことに感謝した。

　なのに、こんなにもあっさり半身をもがれてしまった。ちょっと剣道の飲み会に行っただけで。

　一瞬涙がにじみそうになったが、ぐっとこらえた。

　そんな感傷に浸っている場合ではない。二乃島はすぐさま対策を練りにかかった。

　この何かをごまかしているに違いないメッセージからも、一つだけ読み取れることがある。それは、水月の向かった場所は実家だということだ。

　水月は安心しているのだろう。二乃島が水月の実家の住所を知らないと思って。

　甘く見てもらっては困る。二乃島は水月の実家の住所を知っている。なぜなら、水月が実家から着替えを取り寄せたからだ。

　宅配員が来て、二乃島が出て、受け取りのサインをして、ダンボールを持って家に入って、「水月さん、荷物来ましたよ」と水月に渡す間に、二乃島は水月の実家の住所と電話番号を完全に暗記していた。このように、二度と水月に置いていかれまいと、二乃島は油断なく情報収集をしていたのだ。その執念が、水月の突然の失踪にも対処できる手がかりをかろうじて二乃島に残していた。

　水月さんを、捕まえて、持って帰らなくては。

　今すぐ車に飛び乗って水月の実家に直行したいが、酒を飲んでいるので運転できない。では新幹線で行くか？　しかし、その後のことを考えれば、やはりここは車で行くべきである。決行は夜の方がいい。水月を車に連れ込んで、抵抗されたら、その時は……。

　もはや、出ていった恋人を実家に迎えにいく、というような感覚を通り越し、ポチは悲壮な決意で水月捕獲計画を立て始めていたのだった。







　そんな、ポチがきゅんきゅん言いながら飼い主を猛然と追ってきているとはつゆ知らず、翌日、水月は実家でだらぁっとしていた。

　ベッドからのっそりと起き出したのは、昼前。昨日、新幹線に飛び乗って、深夜に実家にたどり着いていた。

　目をこすりながら、一階に下りる。

　母が居間でワイシャツにアイロンをかけている。日曜だが、父はどこかに出かけているようだ。

「起きたの」

　母が振り返りもせず、アイロンをかけながら聞いてくる。

「うん」

　返事をして台所に行き、食べられそうなものを冷蔵庫で漁る。冷凍庫に食パンを見つけ、一切れ取り出してトースターに入れた。

「母さん、荷造りするんだけど、ダンボールある？」

「納戸にあるでしょ」

「ん、わかった」

　牛乳をコップに注ぎ、電子レンジで温める。熱くしすぎたそれをちびちび飲みながらしばらく待つと、チーンと音がしてパンが焼け、それにジャムを塗ってかじりつく。

「あんた、今お世話になってる人のところで一緒に住むつもりなの？」

「……一応」

　母親の疑問は無理もない。一度は実家に帰ると言い、一週間前にアパートを引き払っておきながら、水月は結局、実家に帰らなかったのだ。知人の家にしばらく泊まるとだけ告げたまま、今日まで大した説明もしていなかった。

「転がり込んだりして、ご迷惑じゃないの？」

「うーん……」

　核心を突く質問だ。それがわからなくなったからこそ、こんなふうに衝動的にプチ家出をしているわけだ。

　そもそもの間違いは、なんといっても、アパートを解約したことだった。

　それさえなければ、二乃島との誤解を解いたあと、もっと穏やかに交際を進められたはずなのだ。水月の住む場所がなくなって、場当たり的に同居を始めてしまったからこそ、引っ越すとか、ルームシェアを親に言うとか、親と水月が遭遇するとか、ポチの生活に急激な変化が訪れてしまっているのだ。

「あんた、こっちでやり直したいって言ってたじゃない」

　ぐうの音も出ない。

　親には、過去に男の上司と恋愛をしたせいで会社を辞める羽目になったことはバレている。二番目につき合った男の時だ。そしてつい三ヶ月前までつき合っていた三番目の男ともトラブルになり、それで水月はバイトを辞めた。その経緯は親には言っていないが、バイトを辞めたことは告げたので、また恋愛沙汰で何かあったことは薄々気づいているかもしれなかった。

「まあ、あんたの人生だからね」

　それで、再び沈黙が落ちる。

　かじ、とトーストをかじり、大して広くないダイニングテーブルを見るとはなしに見る。昔と変わらず、父と母と自分の席がそこにはある。

「晩ご飯はいらないから」

「そう」

「……父さん、機嫌悪い？」

　母は初めて、台所の水月を振り返った。

「晩ご飯ぐらい、食べればいいのよ」

「いや、それはいいんだけど」

「ここはあんたの家なんだから」

「……うん」

　もそもそとトーストを食べ、牛乳を飲み干した。

　実は、一度実家に戻ろうと思うほど父母と関係が改善したきっかけは、今回の骨髄提供だった。

　骨髄移植のドナーになる過程には、家族の最終同意面談というものがあり、家族と一緒に病院に行き、同意書を書く必要がある。

　なので、家族に内緒ではできないため、ドナーになることを母には話した。母を通じて父にも話は伝えられた。

「お前も、人様の役に立っているのね」

　最終同意のために十二月に上京してきた母は、ぽつりとそう言った。父も立派な行いだと褒めていたそうだ。

　ゲイだと打ち明けてからこれまでの年月で、母とはなんとなく和解していたが、父から肯定されたのはこれが初めてだった。

　自分はラッキーだったと思う。

　ゲイだと知られて親に否定されたが、何年か月日を経て、こうして緩やかに着地に至った。骨髄提供という、非日常のイベントによる後押しまであった。

　ポチはどうだろう、と思う。

　ポチの義母は優しそうな人だった。男と交際していることがバレても、水月のように、母親とはある程度の月日で和解できるだろうか。それとも、そううまくはいかないだろうか。







　それから、荷造りは遅々として進まないまま夜となり、水月は電車に乗り、知人と待ち合わせた飲み屋に行った。先に着いたので、掘りごたつの個室で待っていると、じきにその知人もやってきた。

「沢さわ井いさん」

「外、すっごい寒かったな」

　沢井はマフラーとコートを外し、壁のハンガーに吊して、座布団に腰を下ろした。

「お久しぶり……でもないですね」

「だな」

　沢井は水月より五歳年上の三十一歳で、ゲイ仲間だ。

　東京で時々顔を合わせていたのだが、沢井がこっちに転勤になり、今は年に一度、水月が帰省する年末年始に会っている。ついこの前の年末にも会ったので、今回はそれほど間は空いていない。

　さっそく料理と飲み物を注文する。水月はカクテルを頼んだが、沢井は車で来ているのでソフトドリンクだ。乾杯をして、しばらく雑談をしたあと、「それで」と沢井は聞いてきた。

「今日はどうしたの」

　ネコ同士なので互いに恋愛対象ではないのだが、気が合うので気安い関係が続いている。水月も今日は相談するつもりで来ていたので、ポチとの同居で悩んでいることなどを、いろいろ話した。

　話を聞いて、沢井はうーんとうなった。

「なんかさ、水月らしくなくない？」

「え？」

「だってさ、両想いで、向こうの人も同棲ＯＫだろ？　なのに水月の方が遠慮するなんて。普段なら、死んでも離れない！　みたいになりそうなんだけど。好きな人と一緒に暮らすの、夢だったじゃん」

「そうなんですけど……でもポチは、今までの人とは違いますから」

　沢井は首をかしげた。

「ノンケってこと？」

「それもありますけど」

　少し違う。

　何が違うのか、改めて問われると返事に困った。今までは「ポチだから」としか認識していなかったのだが。

「なんていうか……年下だからですかね」

「え？　そんなこと？」

「はい、その、これまでは、僕は『頼れる年上』っていうポジションだったので」

「水月が？　すっごい意外」

　そうなのだ。

　正直、自分は頼りない人間だ。そうでなければ、恋愛沙汰で二回も仕事を辞める羽目になったり、現在無職だったりはしないだろう。なのにそもそもなぜ、頼れる年上でいられたのか。

　——水月さん。

　二乃島を思い浮かべると、それだけで、他の人とは全然違う。

　とても大切そうに水月の名を呼ぶ。誰かに敬意を払われるなんて、いつぶりだろう。

　自分の骨髄は、二乃島の大事な人の命を救える。

　思えば、これほど圧倒的な立場の差は、普通では起こりえない。二乃島にとっては奇跡と言っていいほどのものを、自分は持っていた。

　ああ、だから、平気だったのだ。

　そもそも、アパートがなくなったから転がり込む、なんてことが。

「頼れる年上なんて、そんなポジション、水月に続けられるわけ？」

　沢井は笑いながら聞くが、水月は笑えなかった。

　魔法の時間は、もう終わっていたのだ。人の命が救えるなんて、最強の魔法が解けてみれば、自分は無職の居候のゲイである。

　一年後を想像してみる。

　何かしら仕事はしているだろうが、しがないバイトをしている可能性も充分ある。いずれにせよ、ポチに頼もしく思われるような仕事についている自分は、ちょっと想像できない。

　ポチの親には関係がバレている可能性が高い気がする。親と気まずいぐらいならまだいいが、最悪、ポチは道場を辞めているかもしれない。小さい頃からやっている剣道なのに、教え子もいるのに、それを考えると喉を締めつけられるような焦燥を覚える。

　一年後、会社から帰ってきた二乃島は、こんなふうに思うのではないだろうか。

　家にいるのは、うだつの上がらない男。当初の命を救ってくれたという輝かしさも、過去のものでしかない。男同士なので、結婚や子供ができるという節目もステップアップもなく、変わり映えもしない。こんな生活がずっと、一生続くのか、と。

　その想像は、水月をずんとへこませた。

「まあさ、頼りにならない年上でもいいんじゃない？　それが水月なんだし。案外、かわいいって思ってもらえるかもよ」

　そんな慰めを聞き流しながら水月は思った。やはり同居はリスクが大きすぎる。逆に言えば、それをやめるだけで、自分がポチから何かを奪うような事態は避けられる。

　引っ越しもせず、ルームシェアもせず、親にもバレず、道場も続けられる。そっちの生活の方が断然いい。

　何も別れるとは言っていない。いいじゃないか、遠距離恋愛でも。

　酒を飲みながら、いつの間にか、水月はそんなふうに自分に言い聞かせていた。







　それから終電に間に合う時間まで飲み食いをしたのだが、外を出た時には冷たい雨が降っていて、「送るよ」と言われ、素直にお言葉に甘えた。

　沢井に車で送られて自宅に着いたのは、もうそろそろ日付が変わるという時間帯だった。

「ありがとうございます。すごく楽しかったです」

　雨の中、助手席から降りて礼を言う。吐く息が白い。

「うん、俺も。またいつでも連絡くれよな」

「はい」

　車が動き出す。沢井が軽く手を振ったので、水月も笑って振り返した。

　見送ってから、ぶるりと体が震え、ファーつきのジャケットを羽織った体を丸める。

　さすがに寒い。少し外にいるだけでも凍えそうだ。

　早く家に入ろうと、道路に面した駐車場に一歩入る。

　その暗闇に、誰か、人が立っていた。

「……いっ!?」

　驚いた、なんてものじゃない。一瞬、幽霊かと思った。

　だが足が目に入り、幽霊ではないと気づく。次に泥棒かと思って視線を上げた。

　黒いコートを着ている。地味なマフラーをしていて、顔は。

「……あっ!?」

　水月が動いたことで、カーポートのセンサーが人を感知し、ぱっと照明が辺りを照らす。

　そこに立っていたのは、二乃島だった。

　なんで。

　水月は呆然と目を瞠った。ここにいることも驚きだが、何より、なぜこんな寒いところにいるのだと震撼する。

　二月の中旬である。真冬の夜中で、雨である。

　いくら屋根つきの駐車場の下で、一通りの防寒はしていると言っても、人を待つには過酷すぎる。なぜこのポチはいつもいつもいつもアポなしで、寒そうな日のしかも雨の中、捨て犬のようにたたずんで登場するのか。

「ポチ……っ」

　一体ここで何時間待っていたのか、その端整な顔はすっかり青白くなり、唇は紫に変色していた。

　ポチは手袋もしていなかった手を伸ばし、水月の片手を握ってきた。その大きな手は氷のように冷え切っている。

　ああなんてことだ、とにかく温めなければと思った瞬間、かしゃんと、水月の手首に手錠がはめられた。

「……」

　金属製の、ずっしりと重みのある手錠だった。二乃島のもう片方の手が、コートからでも取り出したのか、その手錠を握っている。

　なぜこんなものが出てきたのか、水月の想像を超えていた。

　あまりに意表を突いていたので、抵抗しようと思う間もなく、もう片方の手首にも手錠をかけられた。胸の前で自分の両手首に手錠がはめられた状態を、唖然と見下ろす。

「何、これ」

「水月さんを拉致しにきました」

「……は？」

　なんで拉致？

　いや、その前に。

「なんでここで待ってたの？」

「ご実家に知人を装って電話したら、水月さんは外出中とのことでしたので」

　聞きたかったこととは違う答えが返ってきて、疑問が増える。

「ていうか、なんでうちの住所とか電話番号とか、知ってるの？」

　その質問を、最悪のタイミングでしたことに、水月は気づかなかった。

　ぎり、と奥歯がきしむ音がして、目の前の二乃島の顔が激情に歪む。犯罪者のような目つきだった。

「ポ……」

　腕をつかまれ、敷地の外に引っぱられる。「来てください」と苛立ちを含んだ声で言われた。

「ちょ……っ、このまま歩くのか？」

「手錠の鍵は車の中です」

　車で来たのか。

　何時間かかったんだろう、いつ来たんだろう、と次々と疑問は湧いてくるが、それを聞く前に二乃島の方が口を開いた。

「あの男はなんですか」

　あの男？

　立て続けに驚きがありすぎて、すぐには頭が切り替わらない。二乃島に引きずられるように歩かされながら、言葉の意味をたどる。あの男、あの男……って。

　そこでようやく、つい先ほど沢井に車で送ってもらったことに思い至り、あ、と思う。

　ポチがあれを見ていたのなら、確かにちょっと、まずかったかもしれない。

「俺はもう用済みですか」

　いつも低く落ち着いた声は、獣のうなり声のような剣呑さを帯びていた。

「いや、違うって！　そういうんじゃなくて、あの人はゲイ友！」

「ゲイ友」

「そうだよ、ゲイ友」

　これでちゃんと説明できたと思ったのに、二乃島の歩みは早くなり、ますます引きずられるようになる。

「なぁっ、どこに行っ……」

「そこです」

　目の前に見えている薄暗い公園を示される。その公園の横に二乃島の車があり、そこに連れていかれ、助手席に押し込まれる。そして、なぜか二乃島まで助手席に入ってきた。

「え……」

　座席を倒され、二乃島が乗り上げてくる。押し倒されるような形になった。

「したんですか」

「え」

　意味がわからずに聞き返すと、二乃島は目元を苦く歪めた。

「そうですよね。こんな夜遅くに、車で送ってもらうぐらいですから」

「え、しっ、してないよ！」

　とんでもない誤解に目を剥いた。ゲイ友だと言ったのに、ポチは信じていないのか。

　ドアを解錠した時に自動で点灯していた車内のルームランプがふっと消えるが、すぐさま二乃島が天井に手を伸ばして点ける。

　再び照らし出された怖い顔で、二乃島は水月のズボンのベルトに手をかけた。

「何……っ」

「証拠を見せてください」

「証拠って……、ちょっ、やめろって、こんなところでっ」

　手錠をかけられてはいるが、体の前で動かす分には問題ないので、両手で二乃島の手の動きを阻止しようとする。すると二乃島は手錠の鎖をつかみ、水月の頭の方に持っていく。そして何か操作して、助手席のヘッドレストをすぽっと外した。

「へっ……」

　ヘッドレストが取り外し可能な部品だとは知らず、驚く。ヘッドレストには左右に二本、金属の棒がついているが、その片方の棒に手錠の鎖を引っかける形で、ヘッドレストはかちっと元に戻された。

「あ……？」

　手が動かせない。

　手錠がヘッドレストに固定されたのだ。

「ちょっ……！」

　これで邪魔は入らなくなったとばかりに、ベルトが外され、下着と一緒くたにズボンを引っぱり脱がされる。乱暴に露わにされたそこを、二乃島は凝視した。

　当然だが、情事の痕跡はない。縮こまったそれに体液がこびりついていたりもしない。

「も、いいだろ……っ」

　これで疑いは晴れたと思ったのに、二乃島の目つきの険しさは消えない。

「いいえ、まだです」

「な……っ」

　両足をつかまれ、ぶるりと震える。二乃島の手が冷たすぎる。

　膝が胸につくほど折り曲げられ、後ろの窄すぼまりを二乃島の眼前にさらけさせられる。そこに指をねじ込まれた。

「……ッ！」

　指一本とはいえ、なんの準備もなくそこに入れられるのは初めてで、体がびくっと跳ねた。しかも人の指のはずなのに、氷の棒でかき回されているように冷たくて硬くて、苦痛が伴う。

「いたっ……いよ……っ」

　その水月の声で、二乃島ははっとした顔になった。

「……すみません」

　指を抜き、足を下ろさせてくれる。ポチは眉を寄せ、しゅんと耳を垂れていた。

　ほっとして、少しだけ涙がにじんだ。ポチにこんなふうに疑われるのは嫌だった。

　二乃島は自分のコートを脱いで水月の下半身にかけると、運転席に移ってエンジンをかけ、暖房をつけた。

　冷え切った車内に、遅ればせながら温かい空気が吹き込み始める。しかし車内が温まるにはまだ時間がかかる。

「……して、なかったんですね」

　ぽつりと、二乃島が言う。

「だから、言ってるじゃん、ゲイ友だって」

「そのゲイ友というのは、なんですか」

　聞き返されて、はたと気づく。水月にとっては当たり前の言葉だが、世間一般には自明の言葉ではないかもしれない。

「そのままの意味だよ。ゲイの友達。あの人は僕と同じで受け側だから、あの人とするとか、ないから」

「……そういう意味だったのですか。すみません、同じ嗜好の友達というから、その、セフレに近い人なのかと……」

「違う、違う！　ポチがいるのに、そんなことしないよ！　相談に乗ってもらってたんだ、いろいろっ」

「……そうですか」

　ごーっ、とフル回転で暖房が稼働している音だけが響く。

　誤解は解いたはずなのに、ポチの様子はまだ硬い。

「これ、外せよ」

　後ろに倒されたシートで、ヘッドレストに手錠でつながれたまま抗議するが、二乃島は返事をしない。

　おかしい。二乃島が怒っていたのは、沢井とのやり取りを見たからではなかったのだろうか。

「ていうか、ポチ、なんで来たの？」

　そもそもの疑問を口にすると、二乃島は信じられないと目を見開いた。

「それを水月さんが言いますか」

「え？　いや、ちょっ、ほんとにわからないんだけど」

　二乃島の拳が膝の上で硬く握り締められ、震えている。黒い目がすごく訴えかけてくる。

「置き去りにされて、俺が平気だとでも思ったんですかっ」

「……置き去り？」

　そんなの、いつしたんだ。

　と思って見返すと、ポチの背後に、ダンボールに入れられてゴミ置き場にぽつんといる犬の姿が見えた。すごい捨て犬オーラだった。

「いや、だって、え？　書き置きしといただろ。気づかなかった？」

「あの紙は読みました」

　じゃあいいじゃないか、と言えない空気が車内に充満している。

「えっと……なんかまずいこと、書いたっけ？」

　ポチは無言で、ポケットから折り畳んだ紙を取り出して、水月に見せた。

『やっぱ、今から実家戻って荷物送ってくる！　多分二日ぐらい？　かかるから。ついでに大人のおもちゃも持って帰ってくるから、楽しみにしといて♥♥♥』

「……」

　あとから読むと寒いが、これを読んでなぜ置き去りにされたと思うのだろうか。

「ええと、これのどの辺が問題？」

　恐る恐るお伺いすると、二乃島は憤然と言った。

「俺がいない間に出ていくなんて、明らかに不自然です。水月さんは空元気がお得意かもしれませんが、俺はこんなものでごまかされませんっ」

　実にその通りであり、その理解で間違ってはいない。だが。

「いやでも、そう思ったなら、僕に電話かメールしてくれればよかったんじゃないか？　今回は着信拒否とかしてないし」

　すると、ポチはじろっと水月を睨みつけた。

「そんなことをしたら、逃亡に気づかれたと察して、水月さんが余計逃げていくと思ったんです」

「……」

　水月はここでようやく誤算に気づいた。

　要するにポチは、水月がいなくなる事象に関して、スルースキルが皆無なのである。そうなったのは一週間前の置き去りが原因だと思い当たるだけに、水月は素直に謝ることにした。

「わかった、僕が悪かったよ。ごめん、不安にさせて」

「……」

「置き去りにするとか、そんなつもりは全然なかったんだ。ちょっと、いろいろ考えたかっただけで」

　ポチはじっと水月を見ている。表面的な言葉には騙されるまいという顔で、慎重に質問してくる。

「何を考えたかったのでしょうか。俺から離れて」

　何を考えたかったか。

　実はさっき整理したんだけど、ポチとは奇跡レベルに底上げした状態で恋愛したから、無職の居候に転落した今、一年後に醒められてないか心配なんだ。

　そう正直にポチに言えるようなら、突発的に家出などしていない。

　これまでポチを庇護してきた年上としてのプライドが頭をもたげ、水月はつい、大人な理屈を展開した。

「実は、同居はやめた方がいいと思ってるんだ」

「……なぜそんな話になるんです」

「そもそも僕が早まってアパートを引き払ったのが問題で、本来なら男同士の同居には慎重になるべきだったんだ。少なくとも、つき合い始めて一週間で、親にルームシェアを言うとか、そういう話が持ち上がる事態はよくない。そんなリスクを取るぐらいなら、いったん僕は実家に戻って、遠距離恋愛に切り替えた方がいいと思うんだ」

　二乃島は納得いかない顔で眉を寄せるが、水月は続けた。

「一時的なことだって。お金が貯まれば、また東京に戻ってポチの近くで一人暮らしするから。それなら何も問題ないだろ？」

「離れて暮らすことで、水月さんの心が変わるかもしれないリスクの方が大いに気になりますが。地元でいつどんな出会いがあるかもしれませんし」

「だから、さっきの人は違うって」

「今の話をお聞きしても、現在一緒に住んでいるのに、また離れて住むほどの理由だとは到底思えません」

「だから、人生は長いんだ。ポチの親とか周囲とかに気づかれずに、長くつき合うために必要な環境を……」

「俺が年下だからですか」

「え？」

　ポチが、じと、とこちらを睨んでくる。

「俺が五十歳だったら、そんな心配をしますか」

「いや……しないけど……」

「俺が四十歳だったら？」

「……しないかな……」

「俺が三十二歳だったら？」

「……」

　三十二、というのは、水月が三ヶ月前に別れた男、トシの年齢だ。

　もし、トシがポチと同じ境遇だったらどうするか。相手がトシなら、僕と親とどっちが大事なんだと食ってかかっていそうである。

「二十五と三十二なら、七歳差です。それがそんなに大きな差ですか？」

「いや、それは……」

「もっと言えば、俺に親はいません。俺が十歳の時に死にました。佐代子さんと先生にはお世話になりましたが、俺は親だとは思っていません。剣道にしても、先生の手伝いがなければ、社会人になった時点でやめていました」

　思い詰めた表情で淡々と告げられる言葉を、水月は呆然と聞いていた。

「一体、何が問題なのでしょうか」

「そういうところだよ」

　二乃島が自分は大丈夫だと言うその主張が、全然大丈夫ではない。まさにそうやって一人になるところが、放っておけないのだ。

　二乃島には、親のつながりも、剣道のつながりも、絶対あった方がいい。もっと周囲を見て、気づいてほしいことがいっぱいある。それを二乃島から取り上げるのが自分だなんて、耐えられない。

「ポチは恵まれてるよ。いや、違うな、いい人間関係をたくさん持ってる。それに気づいてほしい。きっと二年ぐらいあとには、いや、一年後にでもそれに気づくよ。やっと長年のわだかまりから自由になったんだから。このままで、何も壊さずに、数年過ごしてほしいんだ」

　そうだ、これがポチに言いたかったことだ。

　やっとうまく言えたと水月は思ったのだが、その途端、助手席が大きく揺れた。

　二乃島が再び助手席に乗り上げ、水月の肩の辺りに両手をついた。

「貴方はわかっていない」

　見下ろしてくるのは、黒い闇に染まった目。久しく見ていなかった、孤独の虚うつろ。

「貴方に出会わなければ、俺はこれからもずっと一人でした。それを貴方が見つけて、拾ってくれた。なのに……なぜその貴方が俺から離れるんです……？」

　暖房は効き始めているはずなのに、先ほど味わった冬の雨のような冷たさが、ぞっと背筋を凍えさせる。

　孤独に温度があるなら、きっと、こんな冷気を帯びているに違いない。

「数年経てば、周りが違って見える？　そうなら、それでもいいです。でもそれは貴方が居てくれてこそだ。貴方がいなくなるなら、俺にはなんの意味もない……っ」

　端整な顔が苦しげに歪められる。黒い目には水月しか映っていない。水月だけを見て、水月だけを求めて、吠えるような声で叫ぶ。

「俺を拾ってくれたんじゃないんですか、水月さん……!!」

　その必死さに、圧倒される。そして気づく。

　ポチから何かを奪いたくなかったのは、年上のプライドからではない。

　ポチがこんなにも、孤独だからだ。

　雨の中にたたずんでいた、ゴールデン・レトリバー。

　大きくて、毛並みがよくて、立派だから、誰も捨て犬だと気づかなかった。

　なぜ周囲はポチの孤独に気づいてやらなかったのだと水月は憤ったが、水月だって共犯者の立場にいたからこそ気づけた。

　ああそうか。

　自分の骨髄が人の命を救えたことが奇跡だったんじゃない。

　自分がポチを拾えたことこそが、奇跡だったのだ。

　ポチはうっすらと涙を浮かべ、水月の上に陣取ったまま、きゅんきゅんと鼻を鳴らしている。

　ポチには水月しかいない。いや、やっと水月を得たばかりなのだ。飼い主に全幅の信頼を寄せる子犬のようなポチを見ていて、ふっと覚悟が決まった。

　親とか周囲には、隠し通そう。ただのルームメイトを演じきろう。それでもバレて、親に縁を切られたり、剣道のつながりが切れたりしたら、その時は。

　隣で笑って、ポチと生きていこう。

「うん……そうだな。ポチは、僕のだ」

　相手は自分のもの。

　そんな恋人の睦言のようなことを、心から思えたのは初めてだった。

　自分といることでポチが何かを失っても、離れる理由にはもうしない。

　だって。

　俺を拾ってくれたんじゃないんですか、なんて、捨て犬ですかとツッコミたくなるようなことを、事あるたびに本気で言うポチは、もう、自分と運命を共にしてもいいのだろう。

　そう吹っ切れて微笑んだら、真上にあるポチの顔がぐしゃりと泣き出しそうに歪んだ。

　誰にも譲らない。この孤独な魂に寄り添うのは、自分だけの特権だ。

　抱き締めてやりたかったが、手は拘束されていて動かせない。代わりにぎゅっと、ポチが水月を抱き締めてきた。

　かわいいと思った。かわいくて甘え下手な、僕の大型犬。

　ポチの舌が、水月の唇を舐める。

　口を開くと、唇が重ねられ、舌が中に入ってきた。

　舌を絡め、むさぼるようなキスをされる。

「はぁ……ん……」

　長いキスが終わると、服を脱がされる。

　下半身を覆っていたコートは取り払われ、ジャケットの前を開かれ、長袖のＴシャツとインナーのシャツをまとめて胸が見えるまでたくし上げられる。手は頭の後ろで固定されたままなので完全に脱ぐことはできず、とうもろこしの前側だけ皮を剥かれたような状態だ。

　二乃島の指が、つつっと水月の肌を這い、乳首をなぞる。さっきまで氷の棒のようだった指は、人のぬくもりを取り戻していた。

「ん……っ」

　きゅっと乳首をつままれ、指の間で転がされる。それを両方同時にされ、水月は甘い吐息をもらした。

　二乃島と一緒に暮らし始めてからは、毎日のようにしているが、今日はいつもより体の火照りが早かった。どの日よりも温かくない環境でしているにもかかわらずだ。

「あ……」

　触られてもいないのに、水月の前がはしたなく勃ち上がる。本格的に欲情の火がつき、止められなくなっていく。

　なのに、二乃島は愛撫の手を止め、苦渋の表情を浮かべた。

「水月さん、ローションとゴム、買ってきていいですか」

「……は……？」

　この状況で、中断？

　それはないだろと言いたい。

「いや、ローションもゴムもいいから」

「いいえ、水月さんに痛い思いはさせたくないんです」

　さっき水月が痛いと言ったのを気にしているのか、二乃島はきっぱりと言い切った。

「この近くにコンビニがあったので、買ってきます。すぐ戻りますから」

　そんなことを二乃島は言い、水月のジャケットの前を閉じ、コートを水月の下半身にかける。そのまま車から出ていこうとするので慌てて止めた。

「ちょっ、ちょっと待てよっ。コンビニって、ここ、そんなに近くにないだろっ」

「一キロ以内にはありましたよ」

「それって近いの？」

「走ればすぐです」

　片道で一キロ、往復で二キロ。それは「すぐ」なのだろうか。

　いくらタクシーと併走できるポチでも、二キロ往復するのを待つ間、こんな格好で車内に置いていかれたくない。

「じゃあ、この手錠外していけよっ」

「それは駄目です」

「なんでっ!?」

「外したら、家に帰られそうなので。ご実家すぐですし」

「いや、そんなことしないし。ていうか、そもそも、こんな手錠、なんで持ってたんだ!?」

　すると、二乃島はなぜそんなことを聞かれるのかと、不思議そうな顔をした。

「バレンタインデーの時に、水月さんが買った方がいいとおっしゃったので、後日、通販で購入したのですが」

「はぁっ!?」

　なんだそれは。覚えがない。

「そんなこと言ったか？」

「はい。『やっぱりこういうプレイは手錠が必要だな。今度買う？』って」

「……」

　思い出したが、それは冗談だろう、どう考えても。

　そうツッコミを入れる間もなく、ポチは善は急げとばかりにドアを開け、外に出ていこうとしている。このままだと本当に置いていかれると思い、水月はとっさに言った。

「わかった！　このままでいいから、この車で僕も一緒に連れていけ！」

「え……それは、しかし」

「いいから、そうしろ！」

「……わかりました」

　こうして、ポチは助手席を起こし、水月にシートベルトを装着させ、運転席に戻ったところでルームランプを消し、車を発進させた。水月を手錠で助手席に拘束したまま。

　って、勢いで言ったけど、これ、いいのか？

　かつての恋人たちと手錠プレイをしたことはあるが、それはあくまで部屋の中でだ。手錠をかけられたまま車で連れ回されるなんて、されたことない。

　誰かに見つかったりしない……よな？

　夜中の住宅地であり、きっと車なんか一台も通ってない。

　そう思ったのだが、その希望的観測も空しく、車が一台、向かいからやってきた。

　中が、見えたりしないだろうか。

　ヘッドライトに照らされて、水月が手錠をかけられているのがバレたりしないか。半裸の格好を、見透かされたりしないだろうか。

　どっどっ、と、急に心臓が大きく脈打つ。

　シートを倒した状態から座席の形に戻したことで、頭上に持ち上げた状態になった手首には手錠が食い込んでいて、さっきより拘束感は強くなっている。

　車が近づいてくる。ちょっと待てと言いたいが、水月はどうすることもできず、迫ってくる車のフロントガラスを凝視したまま、車が通過するのをやり過ごした。

　……大丈夫、フロントガラスの内部はほとんど見えなかった。相手も同じだったはず。

　そう自分を落ち着かせようとするものの、心臓のどきどきは止まらない。興奮が、収まらない。

「……っ」

　行為を中断したことで、いったん萎えていたものが、コートの下で再び反応していた。

　なんで。

　恥ずかしさに、かぁぁぁっと体が熱を持つ。

　自分には、人に見られて喜ぶ趣味はない。そのはずなのに。

　二乃島はと言うと、助手席の水月の動揺には気づいていない。

　二乃島には両親を交通事故で亡くした過去があり、常に運転には気を遣っている。特に今は慣れない土地の夜道なので、運転に集中し、法定速度きっちりで慎重に車を走らせている。

　まだか、コンビニ。

　大きな道路に出て、すれ違う車にびくつきながら、やっとコンビニにたどり着く。広い駐車場があるコンビニで、二乃島は店の建物から一番遠い、向かって左端のスペースに進む。そこにバックで駐車しようとするが、途中で変更し、頭から入れて駐車した。

「すぐ戻りますから」

　そう言って、二乃島は車外に出ていく。なんとなく心細さを感じていると、直後にガチャッ、と車のドアロックがかかる音が大きく響いた。

　二乃島としては、水月がこんな状態なのでロックをかけるのは当然だろうが、水月からすると閉じ込められた感覚だった。

　ずくりと、再び被虐的な興奮が込み上げる。

　両手を助手席につながれているので、ロックの有無にかかわらず、水月自身はドアを開けることができないのだが、鍵をかけられたことで、何か、箱の中に閉じ込められて放置されている、という気分になってくる。

　しかも、コンビニの駐車場は案外明るい。

　店が明るいのはさることながら、駐車場の両サイドに街灯のような照明が設置されていて、それが駐車場を照らしているのだ。数台先のスペースに停めてある車を見ると、スモークのある後部座席は見えないが、前部座席は外からかなり見える。もし二乃島がバックで駐車していたら、水月は明るい駐車場で車に閉じ込められ、入ってくる車の運転手たちに、座席に拘束された姿をさらすことになっていただろう。

「……」

　それを想像し、ぞくりと震えた。また欲望がぴくりと頭をもたげる。

　……まだなのか、ポチ。

　自分の反応に納得いかず、早くこの場から逃げ出したくなる。こんな普通じゃない状況にいるから、ろくなことを考えないのだ。

　大体、妄想などしている場合ではなく、もっと危機感を持つべきではないだろうか。たとえば、もし、誰かが気まぐれにこちらに来たらどうなるか。この車は、店から一番遠いが、駐車場の街灯には一番近いところにある。もしも、人がこの車の正面に来れば、水月がどういう状態なのかはわかってしまう。いや、正面に来なくても、数メートル以内まで近づいただけでも……。

　真冬の夜なのに、何を考えても体が奥から火照ってくる。大きな道沿いにあるからか、車の出入りは頻繁にあり、一台、また一台と、新たに車が駐車場に入ってくる。それを横目で見ながら、淫いん靡びな熱を持て余していた、その時。

　三台先のスペースに、車が頭から入ってきて、駐まった。

　しかも、運転手は外に出ていかず、そのまま座席で携帯をいじり始めた。

「……っ」

　半分シルエットだが、横顔も、光を放つ携帯の画面も、それを持っている腕も見える。水月からそこまで見えるということは、相手からも水月が見えるということだ。こちらを向きさえすれば。

　どく、どく、と全力で走ったあとのように心臓が高鳴っている。

　いや大丈夫、こっちを向いたりしない。相手は携帯に夢中だ。

　そう自分をなだめようとするが、それと同時に、また一段と昂りが増し、股間の熱が二乃島のコートを押し上げている。

　怖いのに、この状況に快感を覚える自分がいて、なんなんだこれと叫びたくなる。手首に食い込む手錠の冷たい感触が、マゾヒスティックに水月の体を熱く淫らにした。

　その時、ロック解除の音がガチャッと響いた。

　車内がほのかなルームランプに照らされ、ドアが開く。濃密な空気がふわっと霧散し、二乃島が運転席に乗り込んできた。

「すみません、遅くなりました。レジが少し混んでいて……」

　二乃島の顔を見た途端、思わず安堵する。ちらりと窓の外を見ると、三台先の運転手は車を降り、コンビニに向かっていた。

　ほっと、息がもれる。危機を脱したと思った。

　なのに——そこで、水月の悩ましい変化を、二乃島にかぎ取られてしまった。

「水月さん？」

「……っ」

　顔が赤く火照っている自覚はある。恥ずかしくて目を落とすと、コートが不自然に盛り上がっている部分に目がいき、自分の反応をわざわざ二乃島に気づかせることになってしまった。

　二乃島は助手席に体を寄せると、コートをめくって中の状態を確認した。

「覗くなよ!?」

「こういうの、お好きでしたか」

「……は？」

　二乃島はじっと水月を観察している。そのいつもは純粋な黒い目が、不穏な欲情を帯びている。

「興奮、してたんですか。俺を待ってる間、車の中で」

　そうはっきり言われ、どきりとする。しかもコートの上から膨らんだ先端をなぞられ、びくっと震えた。

「なっ、よ、汚れるだろ!?」

「放置されるのがお好きなんですか。拘束されて、動けない状態で」

「し、知らないよっ」

　顔を背けて質問から逃げようとするが、顎に指をかけられ、二乃島の方を向かされる。そんなことを二乃島にされたことはなく、どぎまぎする。

　こんな状況で強制的に目を合わせられても、どんな顔をしていいかわからない。二乃島は逃すまいと、剣呑に目を細めた。

「水月さん、こういうことは恥ずかしがらず、詳しく教えていただいた方が」

「ほんとに知らないって！　僕だって、こんなことされたの初めてだし!!」

「初めて？」

　その言葉を、オウム返しに聞き返してくる。

　初めて、と確認するようにもう一度つぶやくと、途端に二乃島は黒い目を生き生きと輝かせた。

「水月さんを車につないで放置したの、俺が初めてなんですか」

　いや、そこ、喜ぶことなのか、おい。

　なんか違わないかとものすごくツッコミたいが、ポチはじーっと水月を見つめたまま、ぱたぱたと全力でしっぽを振っている。

　何せ、水月の四人目の恋人のポチである。

　閨ねやのことにおいて、「初めて」と言われることがあるとは思っていなかったのか、いたく感激しているようだが……違う、そんな変態ちっくなことで初めてを競わないでほしい。

　その時、自動で点いていたルームランプが再び消えた。ポチの指が水月の顎から離れ、水月は小さく息を吐いた。ポチは後部座席に移動して何かごそごそ動き始めるが、水月はきっちりフォローに回った。

「いや、あのさ、ポチの初めてはいっぱい、いいとこあるから。僕と外で手をつないでくれたのはポチが初めてだし、一緒に暮らそうって言ってくれたのも初めてだし、こんなに真摯に愛してくれるのも、ポチが初めてだし」

　列挙してみるとポチすばらしい。ポチ最高。ポチ愛してる。

　これで文句はあるまいと思ったのに、がさがさとコンビニの袋の音がして、箱を開ける音とパッケージを破る音、そしてビニールを剥がしてボトルのフタを開ける音がする。

「おい……？」

　次のポチの行動は、前部座席に戻ってきてコートをはぎ取り、水月の片足を持ち上げるというものだった。

「な、あっ!?」

　何やら硬いものが、水月の奥まった場所に押し当てられる。それにはゴムがつけられていて、ローションがたっぷりと塗られていた。

「何……っ？」

「ローターです。こういうものもお好きかと思って。いかがですか」

「な、んで、そんなもの」

「手錠と一緒に通販で購入しました」

　なんでだ。

「そんなの、買えとは言ってないだろっ？」

「言われていませんけど、買いました」

　そんな正直な申告が返ってきて、返事に困る。

「ていうか、なんでそんなもの、車に積んでたんだ!?」

「今朝、手錠が届いて、その梱包のダンボールごと後部座席に放り込んできましたので」

「……ていうかっ、こんなところで、何やってるんだよ……！」

　駐車場の隅の車内とはいえ、明るいので中が見えやすいことは、わざわざ駐車の仕方を変えた二乃島も気づいているはずだ。なのにやめようとしない。

　二乃島の熱い視線をじりじりと感じる。普段はおとなしい大型犬なのに、急に野性味を覗かせていた。

「入れていいですか。嫌じゃないですよね」

　さっきからぬるぬるとした感触を押しつけられ、水月の窄まりはヒクヒクと物欲しげにひくついていた。

「そんなの、知らない……っ」

「では試します」

　ローターが無骨な指に押される。ローションのぬめりの力を借り、それはいともたやすく体内にぬぷりと埋め込まれた。そして、ローターのスイッチがオンにされる。

「あ……っ!?」

　小さなプラスティックの塊が、体の中で微細に動き始める。強くはないが、もどかしい振動だ。

　二乃島は運転席に戻り、エンジンをかけてコンビニの駐車場から出た。

「おい、ちょっ、待てよ……っ」

　今度はコートをかけておらず、下半身は丸出しだ。さっそく対向車が迫ってきて、ぞくりとした緊張が背中を駆け上がる。対向車から下半身が見えるはずはないとわかっていても、羞恥に身を焦がされる。

　外側からは人の視線が、内側からは玩具の振動が、水月を静かに責め立てる。どちらも些細なものなのに、水月の神経を何倍も鋭敏にさせる。

　車が一台、通り過ぎる。そしてまた、一台。

「……っ……っ」

　こんな普通じゃない状況は早く終わってほしいと願う気持ちと、もっと今を味わっていたいという相反する気持ちに乱される。

　車は元の道をたどり、公園に向かっている。大きな道から細い住宅街の道に戻ったところで速度を落とす。そこで再び対向車がやってきた。

　さっきと変わらないはずだが、車の速度が遅いと、じっくり見られてしまうのではないかと、はらはらする。

「……ぁ……っ」

　先走りが、おもらしのようにとろとろと、こぼれ落ちる。

　座席を汚してしまう、と内股を閉じると、二乃島の腕が伸びてくる。何か対処してくれるのかと思ったら、ローターの強さをマックスまで跳ね上げられた。

「……ッ!!」

　ヴーンというくぐもった音が車内に響き、大きくなった振動が水月の弱い部分を刺激する。

「あ……ちょっ、やば、やばいってッ」

　声を上げて運転席を睨みつけるが、二乃島はこちらを見ない。その横顔は運転以外のことは考えていないという顔で、自分だけが淫らに悶えさせられている。

　がくがくと、膝が震える。

　今までの微細な振動が水月の中をいい具合にほぐしていた上に、思った以上に的確に、ローターが水月の弱点を責めてくる。振動を止めたくても、自分ではスイッチに触れることさえできない。

　まさかこのまま、走っている車の中で、イくとか。

　水月はもう正面を向いていられず、目を落とした。すると暗さに慣れた目に、自分の劣情がはっきりと映る。両手を拘束され、下半身を露出させられて、夜の車内とはいえ、外を連れ回されている、自分。

「……あ、あぁ……ッ」

　感じたこともないような被虐の悦びが、ずくりと体をえぐるように込み上げる。緊張とスリルと陶酔の中で、対向車とすれ違った瞬間、水月ははしたなく白濁を放っていた。

　液体が噴き上がり、内股の間にたぱたぱと音を立てながら水たまりができていく。恥ずかしくて死にそうだった。二乃島はあくまでこちらを見なかったが、声も音も聞こえていたはずだ。

　公園にたどり着いた時、二乃島はもうルームライトを点けなかった。公園の薄暗い光がわずかに届く中、ローターを止め、ティッシュでその水たまりを拭き取りながら言う。

「誤算でした。水月さんが走行中にイくなんて。おかげで瞬間を見逃しました」

「そっ、そういうことじゃなくてだなっ」

　恥辱のあまり、涙を浮かべて抗議した。

「や、や、やりすぎだろっ、いくらなんでもっ。こんなっ、露出狂みたいなのっ」

「あのコンビニはともかく、夜なら外から車内は見えないはずですが」

「そうだけどさ……っ」

　暗がりの中、近くから感じる息づかいが、荒くなっていくのに気づく。

「……ちょっ、ポチ……？」

「ずっと運転中、煽られっぱなしでしたので、手荒くなるかもしれませんが」

　そう言って拭き終えると、水月のシートベルトを外し、再び助手席を後ろに倒した。乗り上げてきたポチの目が、外からの光に反射して野生動物のように光る。舌舐めずりの音が聞こえた。

　ジャケットの前を開かれ、既に剥かれていた水月の裸体が露わにされる。ポチは口を近づけ、野いちごでもついばむように、水月の慎ましい乳首に歯を立てた。

「……あっ……」

　ぴちゃぴちゃと舐められながら、胸の尖りを何度も甘噛みされ、水月は切ない吐息をもらした。

　さっき出したばかりなのに、もう前が膨らみ始めている。

「今日は回復が早いですね」

　それを二乃島に指でつつっとなぞられる。口調は普段と変わらないのに、声がどこか違う。ねっとりとした欲情が絡んでいて、耳元でささやかれるとゾクリときた。

　二乃島は自分のベルトを外し、前をくつろげた。

「舐めてください」

　水月からは何度かしたことがあるが、二乃島から要求されたのは初めてだった。

　それはいいのだが、ヘッドレストにつながれたままで上半身を起こせない状態なのに、無茶を言う。戸惑っていると、頭の後ろをつかまれ、頭だけを無理矢理起こす形にされて口に突っ込まれた。

「ん……ぐぅ……ん……っ」

　硬くて太いものが、口の中を蹂躙する。

　口の中で動かされ、喉に当たり、苦しくて思わず手が動く。すると手錠が硬質な音を立てて手首に食い込み、拘束されている身であることを意識させられる。

　そして、入れられたままだったローターのスイッチがひねられ、再びマックスにまで引き上げられた。

「んっ！　んふぅっ……!!」

　口を太いものでふさがれたまま、体の内側からも淫具で責め立てられる。苦しさもあるはずなのに、それさえも甘美な快楽に変わっていく。いっぱいいっぱいで、口淫の方はもうあまりうまくできていないのだが、それでもポチは感じてくれているのか、先走りの苦みが口の中に広がった。

　じゅぷ、と音をさせて、二乃島の昂りが口から抜かれる。しかし口が解放されても、体内の責めは終わらない。自分で止めることもできない。

「なぁ……、も、手錠、いい加減、外せよ」

「駄目です。水月さんが今は誰のものなのか、わかってほしいので」

　ポチがそんな言い方をしたのは初めてのことで、ずくんっと疼きが込み上げる。しかし、このままではまたローターでイかされそうな状況で、水月は涙目になった。

「もう、いいだろ、そろそろ……」

　すると、二乃島が笑う気配がして、水月の膨らんだ熱を握り込んだ。

「え、ちょっ……」

　大きな手でしごかれ、水月は戸惑いの声を上げる。

「どうしました？」

　どうしたもこうしたもない。そろそろ終わりにしようと言ったのに、もし水月だけイかされたりしようものなら、水月は三回目にチャレンジさせられてしまう。

「そのっ、だから、そろそろフィニッシュに……」

「ええ、イッてくださっていいですよ」

　緩急をつけてしごかれ、ますます水月は追い詰められる。

　両手は拘束されたままなので、逃げることはできない。この時初めて、自由を奪われるという意味を理解した。水月は今、いつイくかさえ、自分で決めることはできないのだ。

「だから、ちがっ、中にっ」

「中に、なんです。具体的に言ってください」

　もっと水月の言葉を引き出す意図で、先端の穴を爪先でくじられ、ひっと高い声がもれる。びくびくっと先端が揺れた。

「中に……中にっ、ポチの太いの、挿れて……っ」

　途端、むさぼるようなキスで口をふさがれ、ローターを体内から引き抜かれた。振動を全開にしたままで。

「ん、ん、ん、んぅぅぅんんんッ！」

　排泄に似たはしたない快感が全身を駆け抜ける。それでイく一歩手前まで追い詰められ、水月はもう息も絶え絶えだった。

「ぽ、ポチ、今日、なんで、そんな、意地悪……っ」

　暗闇の中で、二乃島の表情が、獰どう猛もうに歪んだ気がした。

「そうすれば、貴方が俺に溺れてくれるようなので」

「何……言ってんだよ……っ」

　二乃島がゴムのパッケージを破り、装着する音がする。水月の両足は左右に割り広げられ、ローションをたっぷりと垂らされた。

「んぅっ……！」

　二乃島の熱くたぎったもので、一気に奥まで串刺しにされる。その容赦のない侵入を、ローターですっかりほぐされていたそこは貪欲に飲み込んだ。中の敏感な部分を人工物ではなく肉の硬さでこすられ、淫らな喘ぎ声がもれた。すぐにでもイッてしまいそうだった。

　なのに。

「バレンタインの時のこと、俺、少しわかりました」

「……は……え……？」

「相手の自由を奪うのって、そそります。すごく」

「……」

「手錠を買うようにおっしゃったのは、俺に使うためですよね。けど、俺も水月さんに使ってもいいですか、手錠」

「…………っ」

　もうクライマックス寸前というところで、ものすごい今さらなことを確認され、死にそうになる。

　ていうか、今、使ってるじゃんと心の底からツッコミたい。

　しかも問いをしつつもポチは動きを止めないので、一際奥まで来たポチに、水月は喘がされるままだった。

「あっ、あっ、あっ、もう、もうっ」

「水月さん」

　ポチはあろうことか、水月の限界まで膨らんだものに手を伸ばし、その根元をぎゅっと握り込んだ。

「……っ！」

　強く握られ、堰き止められる。これではイくことができない。

　おい、そこまで、そこまでするか？　なんで今日はそんなにＳなの!?

「これからも、こういうこと、していいですか」

　ポチはポチで、ひどく真剣に聞いてくる。今じゃないと聞けないとばかりに。

「ああっ、もうっ、いい、いいからっ」

「いいんですか」

「いいっ」

「こういうこと、好きなんですよね。自由を奪われて放置されたり、無理矢理されたり、そういうのが」

「ああっ、好きっ、好きぃッ」

　なんなんだこの誘導尋問は。いつからそんな悪知恵をつけたんだと目一杯ツッコミを入れたいが、もう早くイかせてほしくてポチの言いなりになるしかない。

「……俺のことも好きですよね？」

「も、やら、しらないっ」

　もうイくことしか考えられず、涙がにじんでくる。イきたくて泣くとか、なんだよこれ。

「……貴方は、俺が貴方を求めるのは、孤独だからだとお思いですか」

　まだ焦らすつもりなのか。もう無理だ、意味が頭に入ってこない。

「そういう側面がないとは言いませんし、周囲が見えるようになれというご指摘もわかります。ですが俺は」

　堰き止められたまま、奥をえぐるように突かれ、気が狂いそうになる。ぎゅぅぅぅと二乃島を食い締め、早くイかせてと全身で訴えた。







「——もっと、俺に夢中になってほしい。水月さんにとっても、俺しかいなくなればいいのに」

　そんな子供じみた馬鹿げたことを、二乃島は、もう聞いてはいない水月にささやく。

　こんなことを言って、水月を心配させたいわけではない。だからこれは、ただの独り言だ。

「あ、も、早くぅ……っ！」

　水月に半泣きで懇願され、二乃島は顔を緩ませた。

　この瞬間は、確かに、自分だけを求めてくれている。

　不敬な気もするのだが、こんな痴態をさらしながら水月にせがまれ——たまらなく幸せだった。

「あ、あ、あぁぁぁぁぁっ!!」

　堰き止めていた手を離すと、もう一秒のタイムラグもなく、水月は再び白濁を放つ。その際の食い締めが最後の引き金となって、二乃島も水月の最奥で熱く果てた。







　その後、二乃島は朝から仕事のため、とんぼ返りで先に東京に戻った。

　水月は実家で少し寝たあと、荷造りに精を出し、その日の夜にポチが待つアパートに戻ってきた。

　ドアチャイムを押すまでもなく、気配を察したポチが、内側からドアを開ける。

「ただいま」

　そう言うと、ポチが「お帰りなさい」と迎えてくれた。

　おとつい、ここを出た時は、自分がいるのは場違いのような気がしていたが、今は自然と「帰ってきた」という心境になっていた。

　中に入ると、ポチがドアを閉め、その場でもどかしく抱き寄せられる。そんなに急がなくてもいいだろうに、唇を寄せられ、キスされた。

「ん……っ」

　お帰りのキスなんて、初めてだ。

　また初めてのことを一つ見つけて、少しくすぐったくなる。

　思えば、ポチのようなタイプとつき合うこと自体が初めてなのだから、これからもいろいろな初めてを見つけることになるだろう。

　昨日、ポチ、「初めて」って言葉に、かなり食いついてたな。

　内容はともかく、そういうところは、普通の男と同じような俗なところもあるんだなと、ちょっと安心する。

　初めてと言ってポチが喜ぶなら、見つけたら言うようにしよう。

　唇が離れ、ようやく靴を脱ぐ暇が与えられる。

　玄関に上がり、ポチを見上げ、お帰りのキスなんて初めてと言おうとした、その時。

「水月さん、俺と結婚してください」

　……。

　……。

　……これまた、すごい初めてがきた。

　つき合い出してからまだ九日である。これはさすがに、プロポーズされたの初めて、なんて素直に喜べない。

「いや、結婚って、養子縁組？　そんなの今の段階では無理」

「法的手段のことではないです。俺と水月さんの間の約束事としての話です。結婚してください」

　ポチは至って真剣だった。まるで、すれ違いがあって恋人が実家に帰ってしまい、それを必死の思いで連れ戻して仲直りしたかのような万感の思いがこもっていた。

　……いや、だから、そもそも置き去りにしてないからな、今回は。

「さすがに早すぎるだろ」

「ではいつ頃ならいいですか。一週間後ぐらいですか」

「それ変わらないじゃん」

「では一ヶ月後ぐらいなら」

「そういうのは、もっとあと」

　検討する余地もないとぴしりと言うと、しゅん、とポチは耳を垂れた。あまりにも寂しそうな顔をするので、フォローは入れることにした。

「いいだろ、それぐらい、あとの楽しみに取っておいても」

　すると、ポチは顔を上げ、ぴん、と耳を立てた。

「では、これからは結婚を前提におつき合いする、ということでいいですか？」

　結婚を前提にって。

　男同士で、結婚を前提におつき合いするって、初めて聞いたよ。あ、また初めてだな。

　なんだか古風だが、それもポチらしく、水月は笑って答えた。

「うん、それならいいけど」

「では、五人目の恋人は探さない方向で」

「探してないよ」

「生涯の相手は暫定俺ということで」

「いや、暫定って」

　大事なことだとばかりに念を押すのがいじらしい。やっぱりポチはかわいいなぁと思いながら台所を通って居間に一歩入り、足が止まった。

　居間のテーブルの上に本屋の袋があり、そこから本が二冊覗いている。

　ＳＭのハウツー本とアダルトグッズの解説本だった。

　遊びが何もない殺風景なポチの部屋にあると、すごい存在感だった。間違って紛れ込んだようにしか見えない。

「何これ」

「後学のために本屋で買いました」

「……」

　なんとコメントしていいか迷いながら、ハウツー本を手に取ってぱらぱらとめくってみる。普通に入門書であり、成人した男の家にこの類いの本が一冊や二冊あってもなんの問題もなさそうな内容だが、ポチの場合はよいと思えば着実に実行しそうでちょっと怖い。

　そこでふと、本屋の袋にもう一冊入っていることに気づく。こっちはなんだと手に取りかけると、ポチが「あっ」と声を上げて横から本をかっさらった。

　でも表紙は見えた。タイトルは『口説く技術　〜年上編〜』だった。

　ポチの顔が、みるみる赤くなっていく。それがめちゃくちゃかわいかった。というか、ＳＭのハウツー本よりそっちの方が恥ずかしいのか。

「いや、もう口説かれてるよ？」

「……」

　そんなことはない、まだまだ足りない、とポチの目が無言で訴えているのが愛おしすぎる。

「ていうか、わざわざ年上編を買わなくてもいい気はするけど」

「それは、水月さんが俺を殊更に年下扱いするからです」

「してないよ」

「していますよ」

　そんなやり取りを直向きにするポチがおかしい。ポチは最後には床に座り込み、いじけた声を出した。

「三十二歳なら心配しないと言ったではありませんか。俺とあの男と、一体何が違うと言うのです」

「そうは言ってないだろ」

「言いました」

　いじけるポチには悪いが、かわいすぎて笑ってしまう。

　いや、ポチを年下扱いするのは、年齢が若いからでも、テクがどうとかでもなく、孤独だからなのだが。

「俺は年上になりたいです。年上になって、水月さんに頼りにされて、甘えられて、俺から離れられないぐらい溺れさせたい」

「ポチ」

　二乃島の背中にそっと抱きつく。

「僕は、ポチより年上でよかったよ。そうでないと、きっとポチを拾えなかった」

「……っ」

「だろ？」

　ポチにもそれは心当たりがあるのだろう。反論は返ってこない。最初にポチが水月に精神的に頼れたのは、年上要素が少なからずあったと見て間違いない。

「好きだよ、ポチ」

「……」

　二乃島は、珍しく、本当に珍しく、水月に甘えるように体をもたせかけてくる。それがすごくきゅんきゅんした。

　ポチの孤独は、僕がいつか人並みに和らげる。

　そのためにも、僕はポチとずっと一緒にいるよ。

　そう思って——プロポーズみたいだと、ふと気づいた。

　ポチにはまだ早いと言っておきながら、いつの間にか、水月もそんな気になっていたようだ。

　大きなポチの体を、ぎゅっと抱き締める。

　うん、まあ、でも、本当のプロポーズはもうちょっと先でいいだろう。

「それにさ、ポチが年下だからこそいいこともいっぱいあるし。今までつき合った誰よりも、ポチはダントツでかわいいよ」

　水月としては手放しで褒めたつもりだったのだが、返事がない。水月は照れているのだと解釈し、テーブルの上にあったノートパソコンを引き寄せ、本の通販サイトで検索する。

　適当に探したのだが、割とイメージした通りの本がドンピシャで出てきて、水月はポチに画面を見せた。

「ポチポチ、こういうのも読んでみたらどうかな？」

　画面に表示された本のタイトルは、『これで貴方も甘え上手！』。

　しかし、ポチからは反応がない。顔を覗くと、ものすごく納得いかなそうな顔で見返された。

「あれ？　……なんか違った？」

　ポチに必要なのは絶対これだと思ったのだが、どうやらお気に召さなかったらしい。

　ポチは無言でノートパソコンを遠ざけると、何かを訴えかけるように、がばっと水月にのしかかってきたのだった。


ハワイ旅行当たりました







「やった、やった……！」

　郵便受けに入っていた封筒を開け、水み月つき浩こう一いちは思わず拳を握りしめていた。

　Ａ賞ハワイ旅行ペアご招待。

　書面に書かれたその文字を、何度も目でこするように見て確認する。

　たまたま買った栄養ドリンクの懸賞に応募したのが三ヶ月ほど前。

　ハワイ旅行いいなぁとは思いながらも、ダブルチャンスの栄養ドリンク一ケースの方に期待を寄せて応募したのだが、まさかまさかの大本命。

　ハワイ旅行に行ける。ポチと。

　そう思うと同時に、脳内に二人だけの楽園が形成される。

　一面に広がる青い空と海。

　はじけるように明るいビーチ。

　キラキラと飛沫が光る波打ち際で、ポチと水の掛け合いっこなんかして……。

『水月さん』

　普段は控えめな笑みしか見せないポチの、輝くような笑顔を想像し、思わずほうっとため息がもれた。

　見たい。そんなポチ、見たい。

　封筒を胸に抱きしめて夢見心地で浸っていたそんな時、ポチこと二に乃の島しま義よし和かずが仕事から帰ってきた。

「ただいま戻りました」

　相変わらず古風な挨拶をしながら玄関のドアをくぐる二乃島に、水月は待ちきれずに駆け寄った。

「ポチ当たった！　ハワイ！　ハワイ旅行！」

「……ハワイ？」

「ほら、これ！」

　目の前に書類をばーんと突きつけると、二乃島は戸惑いながらそれを手に取った。

「ハワイと言うと、アメリカの……」

「そうだよ！　鳥取の羽は合わいとかじゃなくて、本物のハワイ！　すごいだろ、四泊六日だって！　ホテルもすっごいゴージャスらしいよ！」

　浮かれる水月とは対照的に、二乃島は無言だった。

　じっと手元の書類を確認している。

　……あれ？　そんな反応？

　ほんとですかとか、すごいですねとか、とにかく驚きと喜びのリアクションを思い描いていたのに、まさかのノーリアクションである。

「ええと、ペアで行けるんだけど、ポチ行く……よな？　あ、もしかして仕事が忙しくて行くの厳しいとか」

　途端、二乃島はがばっと顔を跳ね上げた。

「いえ問題ありません。ぜひお供させてください」

　即答である。

　行く気は満々のようだ。

　そう、だよな、なんせハワイなんだし。

　きっとまだハワイに行く実感が湧かないだけなんだ。

　そう水月は解釈し、その時は特に気にしなかった。







　……のだが。







　認識の誤りに気づいたのは旅行の前日、水月が荷物の準備に追われている最中だった。

「水月さん、携帯にいくつか電話番号を登録しておいてほしいのですが」

　荷物の準備は三日前から早々と済ませている二乃島が、水月の背後から聞いてきた。

「なんの番号？」

「緊急用の番号です。ハワイの警察や、ホテルの」

「あー、うん、じゃあこれ終わったら……」

　とは言うものの、まだ全然終わりそうにない。持っていく服を決めかねているのだ。

「よろしければ登録しておきますが」

「あ、じゃあお願い」

　服をベッドの上に並べ、コーディネートを考えながら水月はうなる。

　荷物は少ない方がいい。でも写真に残るから一番決まる服を持っていきたい。それでいて着回しができる服でないと。

　そんなことをしばらく考えあぐねていたのだが、その間後ろで二乃島は携帯を入力し続けている。ずっと。

「何をそんなに登録してるんだ？」

　後ろから覗き込んで、画面の文字を見てみると。

「ハワイ日本大使館？」

　思いもつかないようなお堅い場所の電話番号が粛々と登録されている。

「そんなとこで何すんの？」

「パスポートの盗難に遭った場合、必要になりますので」

　……。

　……。

　……いや、そうかもしんないけど。

「えっと、一応ツアーなんだし、そういう事態になったら、ツアー会社の人がなんとかしてくれるんじゃないの……かな」

「そう思いますが、備えあれば憂いなしかと」

「まあそうだけど……って」

　ハワイ日本大使館の登録が終わるとアドレス帳が表示されるのだが、「ハ」のページがびっしり旅行関係で埋まっていた。

　探しやすいように先頭の文字を「ハワイ」で統一しているからだが。

「フライト情報……旅行保険のコールセンター……クレジットカードの盗難連絡先？」

　水月には思いつきもしない非常事態が想定されたラインナップだ。

　実のところ、旅行が決まってから今日まで、二乃島との間でそれほど旅行のことで話が盛り上がることはなかった。

　まず二乃島にはどんなに聞いても、ハワイで何をしたいという希望がなかった。

　……まぁ、何せ二乃島なので、それはわからないでもない。

　水月と出会うまでは、自分が生きていることに罪悪感のようなものを抱いていた男だ。

　笑えるようになっただけでもすばらしい進歩であり、そんな男にハワイをエンジョイする手段を考えろなんて、確かに無理がある。

　そう思い、水月は月並みにハワイの旅行本を一冊買ってきて、そこで紹介されていたオプショナルツアーを二つ申し込んだ。

　これで滞在四日の内、中二日の予定は埋まる。

　初日の到着日は買い物がてら周辺をぶらつくぐらいでいいし、四日目はせっかくホテルにラグーンがあるので泳げばいいだろう。

　水月が立てた計画というものはそれだけで、後は現地で決めればいいという方針だった。

　そんな調子だったので、ハワイ滞在中のことを具体的に話し合うこともなく、だから二乃島がこんなにいろいろ考えているとは想像もしなかった。

「それとこれは……何これ、ホテル内診療所直通番号……って、あのホテル、そんなのあるの？」

「ええ。診療時に日本語の通訳もしてもらえるそうです。日本語デスクもありますし、いいホテルですね」

　敷地内をモノレールとボートが走る、テーマパークのような大掛かりなホテルなのだが、二乃島がホテルについて何かコメントしたのはこれが初めてだった。

　ちなみに、懸賞のツアーを担当するツアー会社から送られてきたパンフの情報以外で、ホテルについて水月が調べたことと言えば、ホテルでイルカと遊ぶとべらぼうに高いということだけだった。

　水月が見ている間にも、まだ新たな登録は増えていく。

「……ええとポチ、ちょっと心配しすぎじゃないかな」

　一応進言してみると、二乃島も自覚はあるのか、そうなんですと頷いた。

「そう思って、俺も思いとどまりました。最初は竹刀だけでも持っていくつもりでしたが、竹刀を携えてハワイを移動するのはさすがに異様ではないかと。それで、いざとなれば素手で対処することに決め」

「いや、ちょっ、ちょっと待って」

　ここに至って、水月は何か深刻な食い違いに気づく。

「ポチ、ハワイに何しにいくの？」

　すると二乃島は黒目がちの目でひたっとこちらを見つめ、真顔で答えた。

「水月さんの護衛です」

「……」

　こうして旅行の趣旨が間違っているというか、二乃島にとっては旅行ですらなかったということに気づいたのは、旅行のわずか一日前のことだった。







　そんな埋めがたい認識の溝を抱えたまま、始まったハワイ旅行。

　もちろん水月はこのままで終わらせるつもりはなかった。

　今まで「楽しさ」と縁遠かった二乃島にこそ、このハワイ旅行でおもいっきり楽しんで笑ってほしいと意気込んでいた。

　なのに……。

「水月さん、今日は酔い止め薬はお入用ではないですか」

　隣のソファに座っている二乃島に声をかけられ、はっとする。

　旅行は早くも三日目。

　今は昼過ぎで、四千メートル級のマウナケア山で夕日を見るオプショナルツアーに参加すべく、ホテルのロビーで迎えの車を待っているところだ。

「酔い止め……そっか、忘れてた」

「昨日ほど長時間にはなりませんが、道中かなり揺れるそうなので」

「ああ飲んどく。ありがと」

　ポチから錠剤を受け取って口に入れる。昨日飲んだのと同じ、水なしで飲めるタイプだ。

　普段は車酔いなど滅多にしないのだが、昨日のキラウエア火山を見学するツアーでは長時間車に揺られ、水月はすっかり気分が悪くなってしまったのだ。

　酔い止めの用意などもちろんしておらず、やばいこれ、と思っていたらポチが横から薬を差し出してくれた。

　ありがたいのだが……ああまただ、と内心へこんだ。旅行中、水月はポチに助けられてばかりなのだ。

　もう旅行の最初からしてそうだった。

　ハワイ旅行を成功させるには、一日目の過ごし方が重要だと言われている。

　日本とハワイは十九時間も時差があり、時差ボケを防ぐために、行きの飛行機の中でしっかり睡眠を取ることが肝要だ。

　なのに水月は飛行機の中で一睡もできなかった。

　そんな状態でオアフ島のホノルル空港に到着し、そこから飛行機を乗り継いで四泊とも泊まるホテルがあるハワイ島へ移動。

　ホテルの部屋にたどり着いた頃にはもうくたくた。

　速攻でベッドに倒れ込みたいところだったが、ハワイの旅行本に「初日はとにかく日中起きておいて時差ボケを防ぐように」と書かれていたので、断固寝るわけにはいかない。

　起きていてもつらいだけでも、とにかく目だけは開けておかねばと回らない頭で頑張っていた水月に、「仮眠を取りましょう」と提案してくれたのは二乃島だった。

　……ほんとに、まったくその通りである。

　表面的な知識に頼るから、応用が利かない事態に陥るのだ。

　結局二時間寝ただけですっかり元気になり、夕食も食べにいけたし、近くのショッピングモール内のスーパーで翌日の朝食も調達できた。

　助かったと言えば食事もそうだ。

　ホテルに軽食も含めてレストランが十個ぐらいあるので、食べるところには困らないだろうと何も調べてこなかったのだが、どの店も値段は見事に「ホテル仕様」。売店で売っている水はスーパーの四倍の値段だった。

　こんなところで食事をしていたら、三日目ぐらいで所持金が尽きる。

　そういうことも二乃島は調べてくれていて、手頃な店の候補を滞在四日間分、全部リストアップしてくれていた。

　……そういえば一ヶ月前ぐらいから、二乃島はよくパソコンで調べものをしていたな、と今さらのように思い当たる。

　水月はといえばほんとに大まかなことしか決めず、旅行本（しかも観光メイン）を一冊読んだだけで一通り調べた気分になっていた。

　唯一言語の問題だけは気にかかっていたのだが、それもハワイに行ったことのある職場の人から、「ハワイは日系人が多いから大丈夫」と聞き、すっかり日本語が通じる気になっていた。

　そんなはずはまったくなく、ハワイでは当然日本語は通じないのだが、そんな当たり前の事実に気づいたのも現地にやってきてからだった。

　旅行前は何かと仕事が忙しくて余裕がなかったとはいえ、まさにぼろっぼろである。

　そんな水月を、二乃島が完璧にフォローしてくれている。

　……いや、それだけなら、まだいい。

　その結果二人が旅行を楽しめたなら、水月もこれほど気にはしなかった。

　そう、問題は、楽しめていないことなのだ。ポチが。

　昨日行った、キラウエア火山が目玉のハワイ島一周ツアー。

　一応、今回のハワイ旅行のメインの内の一つだった。

　見たこともない景色ばかりで、水月的にはそれなりに驚きに満ちていたのだが、二乃島の反応は——。

　黒砂海岸で休んでいる海ガメを見て、「カメですね」。

　今も噴煙を上げるキラウエア火山のカルデラを見て、「煙が出ていますね」。

　スピリチュアルな場所として日本では有名なサーストン溶岩トンネルを歩いて、「道がぬかるんでいます。水月さん、足元にお気をつけください」。

　——今までの情操教育がきっと何か足りなかったんだろうなとは思うが、とにかく、今回のハワイ旅行に二乃島がほとんど興味を持っていなかったことだけは痛いぐらいよくわかる。

　ポチにこれだけ準備させておいてこれでは、ほんとに水月の護衛か世話係である。

　もちろん、例の護衛発言の後、言い聞かせはした。

　護衛をしてほしいのではなく、一緒に楽しんでほしいのだと。

　しかし二乃島から返ってくるのは、「水月さんといれば俺はどこでも楽しいです」という答え。

　その言葉の通り、ポチは別につまらなそうにはしていない。いつも通りあまり表情はないが、それでも楽しそうにはしている。

　水月と一緒に家にいる時程度には。

　……つまり、旅行に来た意味なし……？

　このままではいけないと切実に思うのだが、興味がないものを楽しめと言っても仕方なく、焦るばかりの水月なのだ。

「水月さん、ツアーの車、到着したようです」

「あ、ああ」

　ポチに声をかけられ、水月は慌てて立ち上がった。

　四輪駆動のバンからツアー会社のガイドが出てきて、バンに案内される。このホテルから乗るのは水月と二乃島、それから新婚カップル一組だけのようだが……。

（げっ）

　既に他のホテルからの客が六人乗っていたが、全員新婚とおぼしき若い男女のカップルだった。もちろん日本人向けのツアーなので全員日本人だ。

　昨日のツアーは新婚カップルと年配夫婦と水月たちだったのでなんとも思わなかったのだが。

（なんか、息苦しいっていうか……）

　こんな旅先で、自分が同性愛者という「異質」な存在であることを改めて認識したくないものである。

　そんな思いを抱きながらも、水月は人好きのする笑みを浮かべて車内に入り、新婚カップルたちに「よろしくお願いします」と挨拶した。

「あ、こちらこそ」

「よろしくお願いします」

　多分内心は、男の二人連れを怪訝に思っているだろうが、車内のあちこちから挨拶が返ってきた。二乃島も神妙な顔で会釈をしている。

　海外の旅先だと、自然とツアーの同乗者に挨拶するものらしい。昨日のツアーで水月はそれを感じ、さっそく実践というわけだ。

　笑顔を向ける者に悪意を持つ人はいない。

　要するに「あの人ってゲイじゃない？」なんて聞こえる範囲で言われないための予防策だ。自分は構わないが、ポチにそんな言葉を聞かせたくはない。

「あと一組いますので、もうちょっと待ってくださいね」

　日系人らしい中年男性のガイドが車内に一声かけて、またホテルのロビーに戻っていく。

　もう一組も新婚だったら、新婚五組か。

　十三人乗りの四駆で、一人は運転手、二人が自分たちで、あとは新婚。

　思えばここは「地上の楽園ハワイ」である。そうなるよなぁと思っていると、最後の一組が入ってきた。

「こんにちはー、よろしくお願いしますー！」

　もう完璧ハワイを満喫してますみたいな浮かれ具合の声の主は、ずいぶんとかわいい男だった。

　くりくりとした大きな目で車内全員と目を合わせ、にこぉっと笑う。幸せオーラ全開で、笑顔でもどこか不安そうに身を寄せ合っている新婚カップルよりよほどこの男の方が幸せそうだ。

　そして続いて入ってきたのは女ではなく、大柄な男だった。

「よろしくお願いします」

　こちらは礼儀正しく入り口で頭を下げる。その動作だけで真面目さがにじみ出るような男だった。

　見まごうことなく「男の二人連れ」である。

　また？　と同乗者全員が思っただろうが、かわいい方の男の輝くような笑顔につられて、どの人も「よろしくお願いします」と笑顔を向けていた。

　友達か、趣味の仲間か。

　同乗者たちはそんな想像を巡らしているかもしれないが、こんなところで男の二人組なんて同類に決まっている。

　案の定目が合うと、かわいい方の男は目を細め、意味ありげに小さく頷く。水月も頷き返した。

　——お互いのことは誰にもしゃべらないし、同乗者に気づかせるようなこともしない。

　そんな協定が無言の内に結ばれる。

　その二人組は空いていた一番前の席——水月と二乃島の前——に座り、これで出発となった。

　こうして、特に問題もなく始まったツアーだったが。

「あ、課長！　見て牛！　いっぱいいる！」

　かわいい方の男のこの一言で、同乗者の視線が一斉に集まった。

　牛ではなく、「課長」と呼ばれた隣の男に。

（……あああ、あああ、やっちゃったよこの男……）

　水月はそ知らぬ顔をしながら、内心で頭を抱えた。

　そのありふれた呼び名一つで、友達か趣味の仲間かという同乗者の無難な想像を、わざわざ全否定したわけだ。

　普通、こんな地上の楽園に、「課長」と呼ぶ相手とは来ない。

　どんな関係？　と好奇の目が注がれるのは当然のことで、その『課長さん』はひどく気まずげに身を縮めた。言った本人はまったく気づいていないが。

「課長すごい、この牧場ずっと続いてる！　人いないし、牛しかいないし！」

「声が大きい」

「え、あ……すみません」

　そう『課長さん』に言われ、ようやく気づいたのか慌てて声を落とすが、もう遅い。

　きっとこの二人はツアー中、何かといらぬ関心を集めてしまうだろう。

　まあ起こってしまったことは仕方ない。

　こっちも人事じゃなく、同じ轍を踏まないようにしないとなと思いながら、水月は隣のポチに声をかけた。

「二乃島、ちょっと水取って。喉かわいた」

　二乃島は一瞬だけ動きが止まったが、後は「はい」と返事をしてペットボトルを渡してくれた。

　こんな狭い車の中で「ポチ」なんて呼んだら、それこそどんな関係かと思われる。

　人の振り見て我が振り直せだ。

　同性しか愛せない「異質」な水月にとっては、人目を引かないようにするのが処世術のようなものだった。

　ちらりと前の席に目をやる。

　かわいい方の男はもう牛に興奮したりせず、おとなしく景色を見ている。

　自業自得とはいえ、こんなことで旅のテンションが下がったのを見ると少し気の毒だ。

　せめて隣の『課長さん』が、不用意に注目を集めたことを怒るような男でなければいいのだが。

　と、そんなことを密かに心配していた水月だったが、まったくの杞憂だったとわかったのは、それからしばらく後。

　少し早めの夕食を取るために、オニヅカビジターセンターに寄った時だった。







　ここで出されたのは、デラックス弁当！　……とサイトで紹介されていた、普通の弁当。行きしなにガイドがスーパーに寄って買っていた。

　まあそれはともかく、温かい味噌汁が飲めるのはありがたいなと水月は思う。

　オニヅカの施設でお湯が提供されていて、フリーズドライの味噌汁に注いで飲む。体の中がほんわりと温まった。

　この時点で既に標高二千八百メートル。

　ハワイなのに冬のジャケットが必要な寒さで、快適とは言いがたい。

　だけどここまでくると、さすがに景色が違う。

　何せ、雲が視界の下にあるのだ。

　昨日のツアーではポチの反応は薄かったが、今日は期待できるのでは、と水月は思った。

　マウナケア山の何がすごいかと言うと、四千二百五メートルという富士山より高い頂上まで、車で行けることだ。

　日本ではものすごい苦労をして富士山を登らなければ見られない景色を、ここでは車に数時間乗るだけで見ることができる。

　これは堪能しなければもったいないと見晴らしのいいところを探して移動していると、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「こんな時まで『課長』はないだろう」

「え？」

「あれだ、その、もっと他の呼び方でもいいんじゃないか？」

　ポチと同じぐらい上背がある『課長さん』と、あのかわいい男が並んで景色を見ていた。

　背中しか見えないので表情はわからないが、その発言だけでも『課長さん』が隣の男にめろめろなのはわかる。

　あ、これは怒られることはないなとひとまずほっとした。

　それと同時に、この二人はのんきでいいなぁと少し羨ましくも思った。

　あれから同乗者には時々視線を送られている二人なのだが、それを気にしている様子はまったくなかった（というか、かわいい方はやけに静かにしてるなと思ったら完璧に寝ていた）。

　それに同乗者の方も大人な対応で、特に気味悪がったりせず、ごく普通の態度で二人に接している。

　思えば高いお金を払ってハワイまで来ているのだ。

　わざわざ「ゲイなんじゃない？」とかケンカを売るような発言をして、車内を険悪にしたい人間など一人もいないだろう。

　……気にしていたのは、どうやら自分だけらしい。

　それを思うと、自嘲のため息がもれた。

　旅行中で、しかも海外。

　そんな時ぐらい、自分が「異質」なことなど忘れてしまえばいいのに、結局頭の隅にその意識を残してしまう。

　まあ、自分はこういう人間だから、仕方ないのだが。

　そんなことを思いながら見ていると、かわいい方の男が戸惑いつつも口を開いた。

「えっと、それじゃあ、黒田……さん？」

「……」

　『課長さん』は沈黙している。お気に召さなかったらしい。

　それはそうだ。ハワイまで来る仲でそれはないだろと、聞いている水月の方がツッコミを入れたくなる。

「あー……そっちじゃない。もっとほら、違うのがあるだろ」

　落ち着かなさそうにしきりに手を動かしている。下の名前で呼んでほしいのだろう。

　それはひしひしと伝わってくるのだが、なぜか隣の男にだけは伝わらず。

「ああ、そういうことですね。それじゃ、『俺のＭ男さん』とかどうですか？」

「……は？」

「もっと倒錯的な方がいいですか？　じゃあ『お前なんか灰皿だ』とか」

「何をどうやったら私が灰皿だ!?」

　隣の男の肩をつかんでがっくんがっくん揺さぶる『課長さん』。

　ああ苦労人なんだな、と同情の念が禁じえない。

　どうも隣のかわいい男は、だいぶ天然のようだ。

「なぜ灰皿なんでしょうか」

「ぅわ、びっくりした」

　いつの間にかポチが隣に来て、こそっと耳打ちしてきた。

「何、二乃島聞いてたの？」

「耳はいい方なので」

　盗み聞きするつもりはなかったが、聞こえてしまったらしい。

　そして聞こえたものの、理解はできないと。

　なぜ灰皿が呼び名になるのかと眉を寄せ、本当に不思議そうだ。

「あー、多分、灰皿も愛情表現なんだよ」

　ものすごく大雑把に答えたのだが、だがしかし二乃島はそれでいたく納得したらしく、「なるほど、灰皿と呼ばれると愛情を感じるということですね」と力強く頷いていた。

　……まあ、そんなことより景色である。

　ちょうど眺めがいい場所に来ていたので、遠くに目をやる。

　手前に見えている、自分達がいる場所はなんの変哲もない道や空き地なのに、遠方の景色はすべて雲で埋まっている。

　そしてその上には抜けるような青い空。

　間違いなく、生まれて初めて見る世界だ。

　二乃島も自然と水月が眺めている景色に目をやっていた。

　二乃島から、何も言葉はない。

　だがこの沈黙は、今までとは違うと水月は感じていた。

　本当にすばらしい景色を前にすれば、言葉なんて不要なのだ。

　この絶景を二人で一緒に見られただけでよかった、と初めて水月がハワイ旅行を心から喜べたその時。

「——ところで、俺の呼び名が以前のものに戻っているのは、何か理由があるのでしょうか」

　このすばらしい景色を前にして、何そのコメントと力の限り突っ込みたい。

　通じ合えたと思ったのに、結局二乃島は景色などどうでもよく、それどころかなぜポチと呼ばれないのかと、そんなほんとにどうでもいいことで頭を悩ませていたのかと思うと、この馬鹿犬と背中を蹴り上げたくなる。

　ここにも人目を気にしない男が一人、いたわけだ。

　あれだけ旅行の一ヶ月前から用意周到に調べ尽くし、最悪の事態を想定して竹刀まで持ってこようとしたくせに、なぜ車内でポチと呼んだら変な目で見られるという事象が想像できないのかと、それこそ肩をつかんで問いただしたい。

　そんな水月の無言のやるせなさが伝わることもなく、二乃島は少し寂しそうに呟いた。

「ハワイでポチと呼びたくなるような子犬にでも出会いましたか」

「どんな妄想だよ!!」

　今度こそ周りを気にする余裕もなく、力一杯ツッコミを入れた水月だった。







　そんなこんなで、ついにやってきた、マウナケア山の頂上。

　水月たちが車から降りると真冬のように寒く、ガイドから配布されたダウンを着込んで四千メートルの景色を望んだ。

　眼下に下界が見えるかと思えばそうではなく、地平線までただただ白い雲で埋まっている。

　その雪原のような雲の上に「雲一つない空」があって、橙色の太陽がゆっくりと傾いていく。

　まさに「雲の上」の景色だ。

「すごいな……」

　そう思わず呟いた水月の横で、二乃島は変わらず無反応だった。

（この景色でも駄目、か……）

　そう思った途端、水月はがっくりきてしまった。

　一応、これが今回の旅のメインイベントのようなものだった。この景色で駄目なら、二乃島がこの旅行で感動することはないだろう。

　エスキモーのような分厚いダウンが、急にずっしりと重たく感じる。

　さっきまで感動的に見えた夕日も、ただ黄色くまぶしいだけのように思えてきた。

　ポチが喜んでくれないなら、意味ない。

　一瞬、鼻の奥がツンと痛んだ。

　何こんなことでうるっときてんだよ。超カッコ悪い。

「水月さん、どうされましたか」

「え？　いやちょっと感動して」

　慌てて笑ってみせると、二乃島はカメラを取り出した。

「写真、撮りましょうか」

「え、あー……うーん」

　カメラマンよろしく、ポチは要所要所で写真を撮ってくれるのだが、正直、今はうまく笑えそうにない。

　それにポチが撮ってくれるということは、水月一人だけが写った写真になるということだ。そんな写真が増えていくのもなんだか虚しかった。

　二人一緒の写真がほしければ第三者に頼むしかないが、その選択肢は水月にはない。

　余計なことを頼んで、詮索されたくない。

　こんな些細なことでさえ、自分が「異質」だということをちくちくと認識する。

　他の新婚カップルたちは、皆気軽に周囲の人に写真を撮ってもらっているのに自分は……。

「お兄さん、そこのお兄さんっ」

　その声にはっと顔を上げると、例の男二人組の「かわいい方の男」がこちらに走ってきて、ポチに声をかけていた。

「写真、撮ってもらえませんか？」

　なるほど、と思った。

　同類同士なら、変な詮索を気にしなくていい。

（後で僕らも撮ってもらおう）

　うまく笑えないとか言っている場合ではない。二人で写真が撮れる千載一遇のチャンスだと、水月は俄然奮起した。

　後ろから、あの『課長さん』も追いかけてきて隣に並ぶ。

　二乃島が「撮りますよ」と声をかけると、かわいい方の男はがばっと『課長さん』に抱きついた。

（うわ、やるなぁ）

　抱きつかれた『課長さん』も振り払ったりせず、しょうがないなという顔で、でも幸せそうに笑っている。

　そんな一枚がきっと見事に切り取られたのだろう。

　かわいい方の男が写真を確認して、とても喜んでいた。水月が彼に写真を頼むと、もちろん、という感じで応じてくれた。

　同類とはいえ人前で、ポチと二人で並ぶ。

　写真を撮るだけなのに胸がどきどきしてくる。

　そう言えば、恋人と二人で人に写真を撮ってもらうのは、これが初めてだということに気づいた。

「撮りますよー……って、もっと寄って寄って」

　言われて距離を縮めるものの、変に緊張してきて自然な感じにできない。抱きつくなんてとても無理だ。

　ポチはポチで写真慣れしていないので、いつもより一層表情が硬い。

　そんなポチに、かわいい方の男がおかしそうに笑いかけた。

「お兄さんお兄さん、もっと笑ってよ。そんなにかっこいいのにもったいないって」

　すると、背後で『課長さん』がぴくっと顔を引きつらせた。

（あー、これまたすごい失言……）

　そこは恋人の前で他の男を誉めちゃいかんだろう。たとえ事実だとしても。

　そうは思いつつもやはりポチを誉められて嬉しく、ちょっと笑ったところでシャッターが下り、写真撮影は終わった。

「はい、どうぞ。ばっちり撮れてますよ」

　そう言ってかわいい方の男はポチにカメラを渡し、『課長さん』の方に戻っていった。『課長さん』はものすごく何か言いたそうな顔をしていて、わかるわかると思いながら見送っていると、横でピピッとカメラの音がした。

「ん、何……ぅわ、駄目駄目！」

　なんとポチが今撮った写真を消そうとしていて、水月は慌ててカメラを引ったくった。

「何消そうとしてるんだよっ」

「余計なものが写っているので」

「余計って、何が……」

　手元のカメラの画面に目を落とすと、そこに写っていたのはすごく変な顔のポチ。

　無理に笑っているのと顔をしかめているのを足して二で割ったような感じで、思わず吹き出してしまう。

「写真うつりが悪いんです、俺は」

　すねたように言うポチがこれまた珍しくてかわいい。

　写真うつりが悪くても、この写真は宝物である。これを撮れただけでもここに来てよかったと思えた。

　あの二人に感謝である。

　ちらりと二人に目をやると、何か言い合いをしているようだが、どうせ犬も食わない痴話げんかに違いない。

　ポチもつられるように二人を見ていた。

「すごい偶然だよな。こんなとこで『僕らと同じ』人たちと一緒になるなんて。まぁ、ツアー終わるまでの縁だけど」

　するとポチは事もなげに。

「いえ、日本に帰るまで一緒だと思いますよ。行きの飛行機から同じだったので」

「え、うそ、いた？」

　全然気づかなかった。

　というか、少なくとも、水月の座席から見える場所にはいなかったはずなのだが。

「トイレをはさんだ後部座席の側にいました」

「あぁ……そういえばポチ、飛行機の中うろうろしてたっけ」

　トイレに行ったと思ったら、なかなか戻ってこなかったことがあったのを思い出す。

「飛行機、珍しかった？」

　飛行機に乗るのは初めてだと言っていたので探索していたのだろう。そう思って聞いたのだが。

　真顔のポチはこう答えた。

「いえ、一応同乗者の顔を全員見ておこうと思いまして」

　……。

「……なんで？」

「挙動の怪しい人間がいたら留意しておこうと。幸い、そんな人物はいませんでしたが」

　何、それ。ハイジャック防止の対策？

　どうコメントしたらいいんだこれ……？

「ええとポチ、何度も言うけど、そこまでしなくても」

「はい、わかっています。ほとんど無意味だということも。しかし思いつく限りのことはしておきたいのです。旅行に差し障りが出るような行動は取りませんので、どうかお許しください」

　そこまで言われれば、何も言えない。

　差し障りどころか、二乃島がしっかり下調べをしてくれていたからこそ、快適に過ごせている旅である。

　そもそも飛行機の中でできることなんて睡眠ぐらいである。その睡眠も取れずに無為に過ごした水月に、二乃島が少しぐらい機内を見回りしていたからと言って、どうこう言える筋合いもない。

「……まぁほどほどにな。で、ええと、なんの話だっけ」

「あの方たちと帰りも一緒だと」

「あ、そうそう。でも行きが一緒でも、帰りも一緒とは限らないんじゃない？　滞在期間が違うかもしれないし、同じでも最後の一日ぐらいオアフ島に行くかもよ」

「いえ、向こうも同じ懸賞に当たったようなので」

「そうなの!?」

　これには驚いた。

　確かに、Ａ賞ハワイ旅行ペアご招待は五組様だったので、その可能性もあったんだと思い——。

「……ていうかなんでそんなのわかるんだ？」

「空港にいた時にそんな会話が聞こえてきました。割と近く、俺達の後ろにいましたので」

　いつもはあまり人目を気にしないポチが一転、常時周囲を警戒しているのがわかる。

　さっきの機内見回りの話より、どきっとする。

　これでは本当に「護衛」である。

　水月は恐る恐る尋ねた。

「なぁ、ポチ、楽しい？」

　すると二乃島は、満足そうに微笑んだ。

「はい、楽しいです。こんなに退屈しない旅行は初めてです」

　退屈しない……？

　さわやかに発せられた不適切な言葉に引っかかる。

　なんか地上の楽園ハワイが、ものすごく低いものを基準として評されているような。

「……どんなところが退屈しないの？」

「水月さんと一緒ですので、何もすることがなくても自然と時間が経っていると感じます」

　それ、誉めてるのか？

　しかも今「何もすることがない」って言ったよな。さらりと。

　これはもう、怖いもの見たさだろうか。

　ここまでダメージを食らえば、何を言われても同じだとばかりに水月は尋ねた。

「ちなみに今までポチが行った旅行で、楽しかった旅行ってあるの？」

「ありません」

　きた。

　きたよこれ。

　要するにポチ、旅行嫌いなんじゃないか!!

　あぁぁぁぁぁと心の中で絶叫する水月の横で、「夕日、沈みましたね」とまた一つ任務をこなしたかのように、涼やかな微笑を見せるポチだった。







　あああ。

　あああああ。

　その言葉だけが、水月の頭の中で無意味にぐるぐる反芻されている。

　旅行四日目。

　四泊六日で最終日は時差の関係で一気に二日経つので、今日が実質、ハワイで遊べる最後の日である。

　これが人生で最初で最後のハワイ旅行になるかもしれないのだ。悔いなく思いっきり楽しみたいのだが、昨日の二乃島の話を聞いた後では、どうしてもテンションを上げることができない。

　懸賞に当たったと言っても、タダなのは航空機代とホテル代だけ。食費もツアー代も自腹だし、有給を使って来ているので職場に土産も必要だ。それに旅行の準備のために買った諸々のものも含めると、やはり安くはない出費になる。

　なのに旅行が嫌いな人、ハワイまで連れてきちゃったよ……！

　そんな感じで朝から申し訳ない気持ちでいっぱいの水月だったのだが。

「水月さん、足ひれはどうしますか」

　今来ているのは、ホテルにある人工のラグーン。

　写真で見たよりは小さく感じたが、それでもホテルにラグーンがあるというだけで充分すごい。

　白い砂が敷き詰められ、そこにビーチパラソルとデッキチェアがずらりと並ぶ。イメージ的には一番ハワイらしい光景だ。

　その片隅の小屋で道具をレンタルしようとしているのだが。

　ポチに聞かれ、水月は答えた。

「足ひれ？　いらないいらない。つけたことないし。僕はビート板だけでいい」

「シュノーケルはしますよね」

「シュノーケル？　やったことないけど」

「俺もですよ。でも、物は試しですから」

　そう言って、二乃島はてきぱきとビート板とシュノーケルを借りている。

　なんか、なんというか、今日のポチ、ちょっと楽しそう？

　それならいいんだけど……いやいや気のせいだ、そんな都合よくなるはずがないと思いながら、水月はビート板を受け取った。

「あれ、ポチはビート板いらないの？」

「ええ、俺は」

　そうなんだ、とラグーンを見る。

　人間の足が立つ深さではないのだが、大丈夫なのだろうか。

「僕はビート板ないと絶対無理だな。プールで泳げたのって最高記録が二十五メートルだし。ポチは何メートルが最高？」

　するとポチは不思議そうな顔をして返事をした。

「俺は別に、時間があれば何千メートルでも泳ぎ続けられますが」

　……。

　……何千？　何千って……キロ？

「ええと、待って、千メートルだったら、二十五メートルプールで……何回？」

「四十回です」

「うん、えーと、そうだな……って」

　そんなのできるの？　と目で聞くと、はい、と普通に返事が返ってきた。

「え、だってポチ、小学校から大学まで剣道部って言ってたじゃん!?」

「……ええ、はい」

「そういうのできるのは水泳部だけじゃないの？　ていうかなんでそんなに息継ぎできるんだ!?」

　不条理だとばかりにまくし立てるのだが、ポチはピンとこないらしい。

「なんでと言われましても、学校の授業で習いましたので」

「……」

　授業で習っただけでできる。

　さすがはスポーツマンである。運動ができる人は違う。

　きっと、サッカーでもバレーでもバスケでも、学級対抗試合とかしたら、その部に所属もしてないのに活躍する類の人種に違いない。

　そういう人っているんだよなぁと軽い羨望を覚えながら、いつか学校時代のアルバムを見せてもらおうと新たな楽しみを見つけた水月だった。

　こうして、ラグーンで泳ぎ始めたわけだが。

「水月さん、水月さん、こっち、青い魚がいます」

「え、どこ？　いや待って、さっきからゴーグルに水入って……」

　シュノーケルのゴーグルに入った海水が目に染みて痛くて、水月はビート板にしがみつきながらゴーグルをかけ直そうとする。

　しかしうまくいかず軽くパニックを起こしていると、「水月さん、この岩なら足が立ちますから」と二乃島が誘導してくれた。

　岩の上に両足をつけ、ほっと一息つく。

　ラグーンの真ん中にある岩なので、水月のような泳げない人間の休憩のために置かれているものなのだろう。

　二乃島はというと、近くで立ち泳ぎをしながらじっと水月を見ている。

　水月が泳げない人間であるというのが早々にわかってからは、監視員よろしく片時も水月から目を離さない状態だが、それでも二乃島は心配一辺倒ではなく、どこか楽しそうだった。

　水月の方はかなりシュノーケルに四苦八苦していたが。

「よし、これでＯＫ。魚どこ？」

　今度こそゴーグルをぴたりと装着し、顔を水に潜らせて泳ぐ。二乃島が指し示す方向に進むと、青い魚の群れがいた。

（見えた！）

　ひと時、その感動に浸る。

　手が届くほど近くを魚が通り過ぎていくのは不思議な感覚だった。

「どうでしたか？」

「見えた！　ばっちり！」

　喜んでいると、今度はホテルの従業員がカヌーに乗って近づいてきた。

　手にはカメラ。

　こんなところまで写真を撮りにくるのがなんともすごい。

「Take a Picture?」

「Yes!」

　と答えてゴーグルをはねあげる。ポチもゴーグルを外して笑っていた。昨日と違い、とても自然な笑顔だ。

　この手の写真はぼられるに決まっているが、この写真だけは後で絶対買おうと心に決めた水月だった。







「あー……。やっぱり陸がいいよ陸が。人間は陸にいるべきだ」

　写真撮影の後、せっかく調整したゴーグルを外してしまったせいもあり、水月は砂浜に戻ってデッキチェアに寝そべっていた。

「泳ぐのは終わりですか」

「あー、うん。僕はもういい……」

　一度水から上がってしまうと、泳ぐのが苦手な水月は二度と戻りたくなくなってしまう。

　ラグーンと名がついているぐらいだから予想すべきことだったのだろうが、正直ホテル内の施設で足がつかない、というのは考えていなかった。

「シュノーケル、他に何か見れた？」

「海ガメがいましたよ」

「うそっ、いいなぁ」

　と言いつつ、もう一度シュノーケルをする気にはなれず、水月はだらだらとデッキチェアに寝そべったまま。

　一方ポチはラグーンに戻り、足が立つ辺りでうろうろしている。

　何してるんだろうと思って見ていると、ポチの体が急にしゃがみ込み、そして。

「水月さん、いました」

　ポチがたたたっとこちらに走ってくる。

　こぼれるのは見たこともないほど満面の笑み。

　そして。

　両手には海ガメがわしっと捕獲されていて、カメがものすごく必死にじたばたしていた。

「ちょッ、カメ触っちゃ駄目!!」

　カメから四・五メートル以内に近づけば罰金。

　二日前に訪れた黒砂海岸ではそんな法律があったぐらいだ。

　水月の指摘に、だが、二乃島は目をぱちくりさせた。

「いえ、しかし、これはホテルで飼っているカメなのでいいのでは」

「いいかもしれないけど、同じカメだよ。黒砂海岸のカメが嫌がるなら、このカメだって嫌だろ」

　すると、ポチは思ってもみなかったという顔をして——。

「……すみません、カメの気持ちまでは考えていませんでした。おっしゃる通りです」

　叱られた子供のようにしゅんとして、残念そうにラグーンにカメを返しにいく。

　そのポチの姿がかわいすぎて、背後で萌え死にそうになった水月だった。

　——あああ、さっきのカメ持ってた時のあのポチの笑顔、写真撮ればよかった！

　絶好のシャッターチャンスを逃したことを悶え悔やみ……水月はふと、気づいた。

　なぜ、ポチはあんなに笑っていたのか。

　旅行に来てから淡々とした反応だったのに、今日は明らかに二乃島の笑顔が多い。

　一つの仮説が思い浮かび、カメを返してきた二乃島に水月は尋ねた。

「なぁ、この旅行で今のところ何が楽しかった？」

「……俺は、水月さんがいるならなんでも」

「あーじゃあ、楽しかったことベストスリーは？」

　二乃島は今いち意図がわかっていないようだったが、いつものように真顔で考え、答えた。

「さっき泳いだ時と、二日目のツアーで溶岩大地を歩いた時と、三日目のツアーでマウナケアの山頂付近で、道の舗装が粗くて車が上下に激しく揺れた時です」

　それを聞き、水月は確信した。

「ポチって体動かすの好き？」

「はい」

「歩くのも好き」

「はい」

「景色見てどう思った？」

「映像を見ているようだと思いました。触れないので」

　というか、四千メートルの夕日よりも、道が悪くてガタガタガタガタ車体が激しく揺れた方が印象に残っているという時点で、要するに、つまりである。

「ポチって、体動かして体感できるものが好きってことだよな」

「あ、はい」

「それを早く言えよ!!」

　ツッコミを入れながら、ああああああと脳内で激しく頭を抱えた水月だった。

　完全に、旅行前のリサーチ不足である。

　要するに二乃島は、観光ツアーと相性が徹底的に悪いのだ。

　歩いて回る観光ならよかったのだろうが、観光ツアーはじっと動かず車に乗り、触れない景色をただ眺めるだけ。きっと二乃島的にはそういう主観に違いない。

　だから地上の楽園ハワイまで来て、一番の笑顔がカメを持ち上げた時になるのである。

「ああもう、それ聞いてればもっと違うのチョイスしたのにっ。ていうかツアー二つ行くお金で、イルカと四十五分遊べたのにっ！」

　その方がよかっただろ？　という目を向けると二乃島は戸惑った顔をした。

「いえ、しかし、水月さんはハワイで観光がしたかったのでは」

「あー、そんなこだわりないない。ポチとハワイで楽しく過ごせるならなんでもよかったんだよ」

「そう、なんですか？」

「そうだよ」

　旅行をしたいと思う大半の人間はそういうアバウトな感覚だと思うのだが、二乃島には未知の感覚らしく、首をひねっている。

「……なんかおかしい？」

「いえ、その、ハワイ旅行に当たった時、水月さん、とても喜んでいましたよね。なので、水月さんにはハワイでやりたいことが明確にあるのだと」

「そんなのないって。オプショナルツアーだって旅行本見て決めたし。ハワイのことなんて全然知らなかったよ」

「しかし知らなかったにしろ、あの時、水月さんの中には何か期待というか、したいことがあったのでは」

　どうやらハワイ旅行に当たった時の水月の喜びようがよほど印象に残っているらしい。

　そりゃ喜ぶだろう、普通。二乃島はそうでもなかったが。

「あの時の期待？　まぁ、確かにそんなようなものはあったけど」

「なんですか。教えてください」

　勢い込んで聞かれ、水月は困ってしまう。

「ええと……ビーチで、波打ち際で、ポチと水の掛け合いっこする？　みたいな……」

「はい、それで」

「それだけ」

　二乃島は真顔で沈黙している。

　言ってみたものの、あまりに稚拙で貧困なイメージがだんだん恥ずかしくなってくる。

　もういいから、と言おうとしたのだが、その前に二乃島が頭の中でなんらかの整理をしたらしく、再度聞いてきた。

「ということは、今、その期待は実現できているのでしょうか」

　言われて、ふと気づく。

　ここは人工とはいえ一応ビーチで、波打ち際で、さっき泳いでいる時に互いの水しぶきぐらいは浴びた。

　ついでに言えば、あの時イメージしていたポチの輝くような満面の笑顔もさっき見られたわけで。

「そう、だな。実現できてるな、うん。いつの間にか」

「……本当ですか？」

「本当だよ」

　あの時心に描いた美しいキラキラしたイメージとは全然違うのだが、現実はこんなものである。

　それを普通の大人として理解している水月は、別に自分が嘘をついているという感覚さえなかった。

「あー、にしても二日間、無駄にしたなぁ。観光ツアーじゃなくて、スポーツ系のレジャーにすればよかった。失敗失敗」

　後悔はあるものの、ポチが楽しめなかった原因がはっきりして、水月はむしろすっきりしていた。

　確かに今回の旅行はもったいなかったが、次の旅行からは楽しめそうだ。

　それに、一応今日だけはポチも楽しめているようだから、それでよしとしよう。

　そうとわかれば、こんなところで寝そべっている場合ではない。

　水月はデッキチェアから降り、触り心地のいい砂浜を踏みしめた。

「次は何する？　水上自転車乗ってみよっか？」

「——ああ、はい。借りてきます」

　二乃島はすぐに笑顔になり、さっきの小屋に走っていく。

　水月はこれで話は終わったと思っていたのだが。

　二乃島の方は、その後も密かに考え続けていた。







　正直に言うと二乃島は、「ハワイ旅行」というものに対して、まったくと言っていいほど興味がなかった。

　ただし二乃島は、「水月が興味を示すもの」には興味がある。従って、今回水月から提示された旅程に関しては何もかも、徹底的に調べ尽くした。

　二乃島は自分の欠点を自覚している。

　世間一般で「楽しい」とされるものに関して、感度がかなり低いのだ。

　楽しむ。

　そんなものは必要ないと思って生きてきた。だから、楽しむという感度が錆びついていて、うまく機能しない。

　剣道はずっと続けてきたが、あれは楽しいというより義父の道場の手伝いのために続けた側面が強い。それが楽しい、というのは最近になってようやく思い出せるようになった感覚である。

　そんな二乃島が、ラグーンで何度も笑っていたということの方が、普通ではない稀有なことなのだ。

「これとこれ、どっちがいいかな。チョコの数はこっちの方が多いんだけど、パッケージはこっちが綺麗なんだよなぁ」

　隣では水月が、個人に配るマカダミアナッツ入りチョコを熱心に吟味している。

　ここはホテルの近くのショッピングモール。

　二乃島と水月はラグーンで遊んだ後、ここで早めの夕食を済ませ、これでハワイとももうお別れとばかりに土産をまとめ買いしていた。

「グラム数は同じですね。それなら個数はそれほど関係ないかと」

「あ、そういう考え方？」

「粒が大きい方がおいしいと感じますよ。俺はですが」

「そっか。じゃあこっちにしよ」

　水月はパッケージが綺麗だと言った方をいくつかショッピングカートに大事そうに入れる。その箱には夕暮れ時のハワイの景色が印刷されていた。

（景色か……）

　水月は「ポチが観光に興味がないのがわかっていたら、スポーツ系のレジャーにしたのに」と言ってくれたが、それは二乃島の望むところではない。

　二乃島は知りたいのだ。

　水月が何を好み、何を楽しく思い、何を見て笑うのかを。

　そしてその感情を理解し、分かち合いたい。

　そう思うようになったきっかけがある。

　以前、水月に誘われて映画に行ったのだが、その内容にあまりに動きがなかったため、不覚にも途中で眠ってしまったことがあった。

　それを教訓として、「次に映画に行く時は目の下にメンソール系の軟膏をつけます」と言ったら、それ以後、水月は映画に行こうと言い出さなくなってしまったのだ。

（観光も映画のように、水月さんの娯楽の選択肢から消えてしまうのだろうか）

　それが二乃島には気がかりだった。

　二乃島は「眠くなるから映画に行きたくない」とは思わない。五回や十回、映画でつまらない思いをしたとしてもどうってことはない。観光もしかりである。

　何事もある程度続けないと面白くならないのは当然であると考える二乃島は、むしろ今回の旅行で、自分が今までまったく興味のなかった観光の良さについて学ぼうと思っていたぐらいだった。

　ただ結果は、なぜ人々はあの寒くてすることがなくて、直視できないほどまぶしい黄色い太陽がのろのろと高度を下げていく過程を美しいと感じるのか、まったく理解できないままに終わってはいたが。

　そんなことより、今は水月さんのことだ。

　二乃島は真剣な顔で——きわめて適当に土産のチョコを選びながら——この重大な問題を深思していた。

　本当のところ、最初にハワイ旅行と聞いた時、二乃島は気が進まなかった。

　だが、ハワイ旅行が当たったと喜ぶあの水月の満開の笑顔を見て、これで行かずしていつ行くのかと、二乃島は腹をくくったのだ。

　水月がこんなに行きたがっている。

　それほどにハワイとは魅力ある場所なのだと、二乃島はその時確信したのだ。

　調べても調べても調べても、自分にはその魅力とやらは何一つわからなかったが、だがしかし、あの時の水月の笑顔が本物だったのは間違いない。

　自分にはわからなくても、水月が示した旅程をこなせば、水月の望みは叶えられる。またあの満開の笑顔を見ることができる。

　——そう思っていたのに、違ったのだ。

　水月は、ハワイですることはなんでもよかったと言った。

　活火山も四千メートルの夕日も必須ではなく、イルカと遊ぶのでもよかったと言う。

　そして、ハワイ旅行が当たった時に思い描いたのは、ただビーチで二乃島と遊ぶことだったと言うのだ。

　——おかしい。

　二乃島は職場と道場の人数分のマカダミアナッツを無造作にカートに入れながら、眉を寄せた。

　懸賞に当たったとはいえ、それなりに出費はかさんでいる。

　今の仕事に就いてそれほど間がなく蓄えがほとんどない水月は、クレジットカードのリボ払いで旅行に必要な支払いをしようとして——。

『そんなことなら俺が払います』

『いや、こういうお金のことはきっちりしとかないとだな』

『一緒に暮らしているのにそもそもなぜ生計が別なのです』

『いやだから、それは』

『俺が年下だからですか』

『べ、別に、そういうんじゃ』

『年下だと言っても一歳しか違わないではないですか』

『それでも年下は年下だろっ』

　——というような言い合いを二回もした末、結局足りない分は水月が二乃島から無利子で借りるという結果に落ち着いたわけだが。

　二乃島にとって今のところ、ハワイ旅行の思い出というのは、この言い合いが一番鮮烈に記憶に残っているぐらいであり、要するに水月にとっては、安くない費用を払っての旅行なのだ。

　なのに、おかしいではないか。

　キラウエア火山やマウナケア山の夕日を見たいからハワイに行く。これならわかる。

　これはどちらも（二乃島的には良さがまったくわからなかったが）ハワイにしかないものだ。ハワイに行く大きな理由になる。

　だが水月は、「こんなことならイルカと遊べばよかった」と言うのだ。

　イルカと遊びたいなら、日帰りでイルカとダイビングできる場所はある。

　ビーチで遊ぶだけならなおさら、国内にいくらでも海水浴場はある。

　なのに、それらの目的だけでハワイに行きたいというのは、どう考えてもコストパフォーマンス的におかしいのだ。

　——水月さんには、何かハワイでしたいことがある。それも、ハワイでしかできないことに違いない。

　ビーチで、波打ち際で、二人で水の掛け合いっこ。

　この抽象的なイメージに、何か水月本人さえも言語化できない、重要なキーが隠されているはずなのだ。

　今日はハワイ滞在の最後の日。もう時間は残り少ない。

　刻限は日付が変わるまで。

　それまでに、その秘密を解き明かすことができるだろうか。

　——と。

　単に恋人が懸賞に当たって無計画にハワイに来ただけのことに対して、まるで古代遺跡の謎を解き明かす考古学者のように全身全霊をもって考え尽くす忠犬ポチである。

　そのエネルギーの十分の一でも自分が楽しむことに振り向ければとても水月は喜ぶだろうに、それができない辺りがいつもの二乃島であった。







　そんな時である。

「すっげー、これ！」

　日本人の大きな笑い声。

　きっかけはそれだった。

　普段なら気にも留めないところだが、ハワイ滞在中は警戒モードがオンになっている二乃島は、大声につられて振り返った。

　長い食パンの袋を手に笑っている男。

　その斜め後ろに、あの日本から同乗している天然男がいた。

　——とても、控えめに。

「これ現地の人は何人で食べるんでしょうね」

　注意しなければ聞き取れない程度の、普通の声。普通の発言。

　マウナケアのツアーで、車から降りれば「課長ーっ」と言いながら連れ合いに抱きついていた男とは、まるで別人のようだ。

　一方、その『課長』の方は、大声の男の横で仏頂面をしている。

「二十一枚入りだって。一度に何枚ぐらい食べるんだろうな？　……って、そちらさん聞いてる？　さっきから黙ってるけど」

「用がないなら帰るぞ。私達は明日は早いんだ」

「……聞いた？　ハワイに来てこれだよ？　ほんと堅苦しいんだから。引率の先生かっての」

　天然男は合わせるように笑い、『課長』の方は一層面白くなさそうな顔をした。

　どうやら『課長』の知人と滞在先で遭遇し、成り行きで同行する羽目になっている、というところか。

　その知人に合わせているのだろう、天然男は実に常識的な態度を取っていた。

　今までが今までだったので、そのギャップに二乃島は軽く驚きつつ、その様子を眺めていた。

　周りの人間に興味を持ちにくい二乃島だが、この天然男だけは最初から印象に残っていた。

　何せ飛行機の中で最初に見かけた時からして、毛布の下で連れ合いの股間をまさぐっていた男だ。

　それからも、空港に着けば「汗で乳首が透けていますよ」と猥わい褻せつなことを言い、空港からホテルに行く間の車内ではべたべたと触りまくり、昨日のツアーでは行きはまだ慎みがあったが、帰りの車内では寝ぼけているのかわざとなのか、高山病で呼吸が浅くなることを心配して寝るなと言う連れ合いに対して、「課長が刺激的な起こし方してくれたら起きますー」とのうのうとのたまっていた。（その後、「ほう、刺激的とはこうか？」と思いっきり耳を引っ張られていた）

　——これで印象に残らないはずがない。

　自分達と同じ同性同士ということで気になる、という側面もあったのだが、天然男の方が突飛すぎて、本当になんの参考にもならなかったのだが。

（うまく擬態するものだな）

　連れ合いを立て、連れ合いの知人に粗相のないように接し、適度に笑って場を和ませる。天然男のそれはどちらかと言うと気の利く人間のたしなみだった。

　そんな芸当ができるなら、なぜ普段もそうしないのだろうという感想を抱きながら、天然男から目を離そうとした、その時。

　——ふっと逆の可能性が思い浮かんだ。

　あの天然男も、普段はああなのかもしれない、と。

　むしろ今までは旅行だから、知り合いの目がないから、あんなにはしゃいでいたのかもしれないと。

　それを思って水月を見て、

　——ああ、そうなのかと思った。

　普段からあまり人目を気にしない二乃島には、思いつかなかったことだった。

　それを念頭において、水月が言ったあの抽象的なキーワードを反芻し、二乃島は確信した。

「どうしたんだ？」

　水月にそう聞かれた時、二乃島は笑っていた。

　今この場所で自分がやるべきことが、やっと見つかったから。

「いえ、なんでもありません」

「そう？　じゃあこれでいいな。レジ行こっか」

　土産を買い終わり、レジに並ぶ。

　水月が前で二乃島が後ろ。旅行中の財布は共通にしていて、その財布は水月が持っているからだ。

　二人の前には若い男女のカップルが手をつないで並んでいる。水月は大人のマナーだとばかりに、あえてショッピングカートに目を落とす。その動作を二乃島は見ていた。

　カートの中にはひたすらマカダミアナッツと、明日の朝食が入っている。明朝は出発が早いため、これを部屋で食べて済ませることになる。

「ハワイ旅行も、もう終わりだな」

　笑いながら、でも少し残念そうに言う水月に。

「——いいえ、まだです」

　静かに、しかし確固とした意志をもって否定を返す。

　水月は少し意外そうに顔を上げた。

「ああ、家に帰るまでが遠足ってこと？　ま、そうだよな」

　それはまさしく強く同意するところではあったが、二乃島はあえて返事はしなかった。

　——代わりに、水月の腰に手を回した。

「……ッ」

　びくっと、水月の体が小さく跳ねた。

　完全な不意打ちだっただろう。

　水月は外でのスキンシップには神経を尖らせる。夜の散歩で誰もいない公園を通る時でさえ、手をつなごうとはしない。

　誰かに見られたら困るから。

　それが水月の言い分だった。

「な、ちょ……」

「Hello」

　レジの女性に声をかけられ、水月は二乃島への文句を呑み込む。とっさに笑顔を返しながら、かごをレジの上に置くが。

「……ッッ」

　おなかの方を少しなでただけで、水月は全身に緊張を走らせた。

　いやらしいことをしているという感覚はなかったのだが、みじろぎもできずに固まっている水月の反応を見て、逆に二乃島はそそられた。

　いたずらするように指を動かす。何度も、何度も。

　水月はしばらくは耐えていたが、たまらなくなって二乃島を振り返った。

「ちょ、や……っ」

「Hundred thirty and twenty five cents」

　清算金額を言われ、水月はまたも抗議を呑み込み、慌てて財布からドル紙幣と硬貨を取り出してレジに置く。その間も二乃島の小さないたずらは続いている。

「No. Twenty five cents」

「え？」

　英語なのと、二乃島にちょっかいを出されているのとで水月は軽くパニックに陥りかけている。

　そんな水月の耳元に二乃島は口を寄せた。

「その硬貨は五セントです。二十五セントと間違えますよね」

　声を出すと、その痺れるように甘い声が必然的に水月の敏感な耳朶をくすぐる。

　さらに二乃島は後ろから水月を抱きしめるように密着し、水月が持っている財布から十セントを二枚取り出してレジに置いた。

　もう水月はレジの前で完全に硬直していた。

　しかしレジの女性は気にすることなく清算を済ませ、商品を入れた大きな袋を二つ手渡してくれた。それを受け取ってレジを後にする。

「それでは帰りましょうか」

「ちょ、ポチっ……一つ持つって」

　水月に袋を一つ奪われる。

　しかし水月が袋に気を取られている隙に、二乃島は水月の手を捕まえることに成功。

　水月は目を丸くして手を外そうとするが、二乃島は離さなかった。歩きながらショッピングモールの入り口に目をやる。

　観光客用のシャトルバスのバス停があるのだが、待っている人はいない。

「バスは出てすぐのようですね。ホテルまで歩きませんか？　十五分ぐらいで着きますし、涼しい風も出てきているようですし」

「それより手、離せよ」

「どうしてですか」

「どうしてって……だって、ここは海外って言っても日本人いっぱいいるし」

　つないだ手を周りから隠すようにしながら小さな声で言う水月に、二乃島は畳みかけた。

「俺の職場でこの時期に連続で休暇を取っている同僚は一人もいませんでした。水月さんは？」

　何を言い出したのかと目をぱちくりさせる水月。

「いや、いないけど」

「それなら同僚がハワイに来ている可能性はゼロです。日帰りは無理でしょうから」

「……うん、いや、でもな、誰が来てるかわからないし……たとえばほら、ポチの道場の生徒さんとかその保護者とか……」

「水月さん」

　優しいまなざしでその言葉を遮ると、水月はびくっとつないだ手を震わせた。

　そう、ハワイに来ても何も変わらない。

　日本人はいる。

　というか、二乃島から見れば、ハワイにいようが日本にいようが、人に知られる確率はほとんど変わらないぐらい低いと思っている。

　水月と外で手をつなげない最大の理由は、社会的な圧力ではない。

　水月が望むなら、二乃島は徹底的に調べ尽くして、誰にも見つからない場所、または絶対に知り合いがいない場所を探し出す。外で手をつなぐぐらいなんでもない。そんなことはやろうと思えば日本にいたって可能なのだ。

　ただ水月の心が、それを許さない。

　どんなにリスクを減らしても、水月はＯＫと言えない。

　水月がそれにどんなに憧れを持ち、どんなにそれを望んでいようと、水月はそのリスクを二乃島に負わせることを許せない。

　その傾向は恋人になってからむしろ強くなっており、二乃島がどんなにいいと言っても水月は頑として受け入れようとしないのだ。

　そんな状況が今、崩れようとしている。

　水月にはさっきの天然男と同じように、「知り合いが誰もいないハワイで恋人のように振る舞いたい」という願望がある。

　つまり、いつもは鉄壁な水月の心に隙がある。

　それこそがこの旅行においてもっとも重要なことだったのだ。

　二乃島は目元を緩め、それを告げた。

「俺は誰にも気兼ねなく、貴方と時を過ごしたい。それだけです」

　——そのたった一言で、水月は落ちた。

　それが真に、水月がハワイ旅行に当たった瞬間に思い描いた楽園の本質だったから。

　水月はそれ以上、何も言わなかった。

　うつむいて、二乃島とつないでいる手を見て……おずおずと自分から指を絡めた。

　普段ではありえないことだった。通常なら根拠の有無に関わらず、何十もの反論が返ってくる。

　水月は少し気まずそうに、恥ずかしそうに二乃島を見上げ——。

「……行く？」

「はい」

　今度こそ、手をつないで歩き出した。

　すがすがしさが違う。

　開放感が違う。

　いつもの散歩を不満に思ったことなどなかったが、これほど心が弾んだ散歩は記憶になかった。

　お互い片手に持った買い物袋が揺れる。

　つないだ手も自然に揺れる。誰から隠すこともしない。

　水月と目が合って、どちらからともなく笑った。そんな水月を見られたことがたまらなく嬉しかった。

　最初に水月と手をつないだ時のことを思い出す。

　初めてつないだのはあの神社の境内。

　はぐれるのを防ぐために、二乃島が水月の手をつかんだ。

　人と手をつなぐなど久しぶりで、そのぬくもりに戸惑い、妙に落ち着きをなくしていた。

　だけど。

　手をつないでも何も言わなかった水月が、ふと横顔を見ると赤くなってうつむいているのを見て——思えばあの時、二乃島は自覚したのだ。

　水月とは最悪な関係から始まった。

　いや、当時はそれを最悪と認識できる心も麻痺していた。

　自分などどうでもよかった。

　それがこの人に触れ、変わっていった。

　それとともに水月の存在が日に日に大きくなり、それをとらえきれずにもやもやとしていた感情が、明確に愛しさに変わったのがあの瞬間。

　ずっとこの人と手をつないでいたい。離したくないと思った——。







「旅行、もう終わりなんですね」

　しっかりと水月の手を握りしめながら、気づけば、そんならしからぬ言葉が二乃島の口からもれていた。

　この旅行が過ぎていくのが惜しいと思った。

　今が楽しすぎて、このままホテルの部屋に帰りたくない。帰ったら終わってしまう。

　そんな気持ちがよぎった時。

「そういえばさ、最初にホテルに来た時に、日本語デスクの人が言ってたよな。ホテルのどこかのポイントから見れば夕日が綺麗だって……」

　思い出したように、水月が言った。

　その情報は旅行前から把握していた二乃島だが、夕日はマウナケアのツアーで見るので、ホテルでまで見る必要はないと思っていた。

　だが——。

「見ますか」

　真顔になって二乃島は聞いた。

「え、でも、昨日四千メートルから見たし、ポチ、夕日見てもつまんないんじゃ」

　二乃島はすぐにカメラの写真を確認した。マウナケアの夕日が沈んだ直後の写真の時刻を見、腕時計を見る。

「日没まであと十五分です。急いでホテルに戻れば、海に沈む夕日を見られます」

「いや、でも」

「行きましょう」

　少し速度を上げ、早足で歩き始める。水月はいいのかなという顔をしていたが、二乃島の横顔に浮かぶ笑みを見て、そんな遠慮はなくなったようだ。

　まだ終わりじゃない。

　最後に隠しイベントが残っていた。

　昨日見たあの夕日をまた見るだけのはずなのに、遠い昔、まだ二乃島が普通に笑っていた頃、クリスマス会の最後のプレゼント交換が始まる前に感じたようなどきどきが胸に湧いていた。

「でもさ、なんかもう、夕日沈みかかってない？」

「いえ、そんなはずは」

　そう言いながらも気にはなっていた。西の空は大部分が曇っていて、太陽の位置が確認できないのだ。

　ショッピングモールを出てから空は急速に夕暮れの色を帯びてきている。西を覆う雲の周辺が薄紅に染まっているのは、夕日が沈む最後の光に見えなくもない。

「思ったんだけど、四千メートルとここじゃ、夕日が沈む時間って違うくない？」

「……そういえばそうですね」

「よし走るぞ。ポチ走れっ」

　そう言って、水月が走り出す。その号令に乗らない二乃島ではない。

「——はいっ」

　二乃島も走り出す。走り出せば圧倒的に二乃島が速い。

　二乃島が水月の持っていた荷物も引き受ける。だけど両手で持ったりはしない。そんなもったいないことをするはずがない。

　小さいとは言えない荷物を片手に二つ下げ、もう片方の手はしっかりと水月とつないで走る。水月も半ば引っ張られながら、全速力で二乃島についていく。

　海から吹く風が心地いい。

　水月とともに走ったことなど、初めてだ。

　走りながら笑い合う。

　いつまでも続いてほしいと思うほど、最高の時間だった。

　そうしてやっとホテルに着き、軽く息を弾ませながら海に面した方を見る。水月も横でぜぇぜぇ言いながらそちらを見た。

「見えた！」

　茜色に染まった空。ラグーンのビーチに生えたヤシの木の合間。

　空を覆うように広がった雲の下から、赤い太陽が顔を覗かせた瞬間だった。







「……やった、到着……！」

　それからもホテルの敷地を走り続け、ホテルの西端に位置するビューポイントにようやく着いたところで、水月は大の字になって倒れ込んだ。

　芝生の生えた小高い丘で、数組の宿泊客がサンセットを見ようと集まっている。

　さすがにガイドのおすすめだけあって、景色を遮るものは何もない。

　視界の端から端まで存在する水平線。わずかに曲線が見て取れて、地球が丸いことを目視できる。

　そのぎりぎり上に浮いているのが、赤い太陽。昨日のようにまぶしくないのは幸いだった。

「やっぱり山の上より沈むの早いな」

「ええ、五分ぐらいは早そうですね。間に合ってよかったです」

　沈む前にたどり着けたという達成感が心地よく全身を満たす中、二人で並んで座った。

「すごいよな。線と丸だ」

　水月は感嘆のため息とともに呟く。

　水月の言葉通り、目の前に広がるのはただ単純な線と丸の構図だった。

　そのシンプルな光景が圧倒的な存在感を伴って、今眼前にある。

　——この時確かに、二乃島はこれから日没を見届けることに興奮を覚えていた。

　返事をする代わりに手を伸ばして水月の手を握ると、水月はくすぐったそうに笑った。

　その顔からは普段のわだかまりやしがらみが完全に消えていて、その屈託のない笑顔に二乃島は思わず見とれていた。

　本当は、水月に置いていかれたくなかった。

　ただそれだけの理由でハワイに行くと即答した。

　唯一能動的な目的があるとすれば、それは無事、水月を家に連れ帰ることだった。

　二乃島には最初から、旅行を楽しむというのは二の次だった。

　水月が無事であればそれでいい。

　その思いが強すぎて、恋人と旅行しているというもっとも重要なことに、今の今まで感覚がついていっていなかった。

　この世で一番大切な人と、今、ここで、こうしていられる。

　その得がたさを認識した途端、震えがくるほど気持ちが高ぶった。

　折りしも、周りの雲を一層赤く染めながら、真円の夕日が水平線の下に沈み始めた。

「美しい……」

　魅入られたように、二乃島は呟いていた。

「え、うそ……ほんと？　ほんとにそう思う？」

　驚きに目を瞠って聞き返す水月に、二乃島はただ万感をもって頷いた。

　美しい。

　愛する人と見るこの世界は、なんと美しいのだろうか。

「そっか……」

　聞こえてくる声が急にかすれ、二乃島ははっとして隣を見た。

　水月は目をこすっていた。その指がわずかに濡れて光っている。

「水月さん、どう……」

「違うんだ」

　涙にくぐもった声で遮られる。

「ポチ、ほんとは旅行、気が進まなかったんだろ。今頃気づいてごめんな」

　それは、と言い訳をしようとして、——言葉を失う。

「一緒に来てくれて、ありがとう」

　涙を浮かべた水月の泣きそうな笑顔が、あまりに、胸を打つほど綺麗すぎて。

　無意識に、肩をつかんで抱き寄せていた。

「好きです」

　語彙が貧困だ。

　そんな言葉ではこの想いの何ほども伝わらないのに、水月はいっそう感極まって目を潤ませた。

「好きです、好きです、好きです」

「うん……嬉しい……」

　夕日の最後の光を反射しながら、涙が頬を伝う。

　次の瞬間には、水月の頭をつかんで引き寄せ、唇を奪っていた。

　そうせずにはいられなかった。

　貴方が、愛しすぎて。

「ん……ンッ」

　水月の中をかき回す。

　干からびた砂漠の中で、喉を潤す水を求めるように水月が欲しくてたまらなくなり、脇目も振らずにのめり込みそうになり、

　——ヒューッと吹かれた口笛で我に返った。

「……ッ！」

　それで水月は反射的に離れてしまう。

　口笛を吹いたのは、同じ場にいた宿泊客の一人だった。

　予期せぬ注目を集めてしまい、さすがに困って「Please forget」とそのまま言うと、その場にどっと笑いが起こった。

「……あああ、もうっ」

　水月は顔を真っ赤にしたが、怒り出すことも、その場から逃げ出すこともしなかった。

　というより、最後は照れながら笑っていた。

　それはあの、ハワイ旅行に当たった時に勝るとも劣らない、最高の笑顔だった。







　そして翌日——。

　水月は空港の待合室のベンチで、二乃島を待っていた。

　待合室と言っても、屋根があるだけで壁はない。敷地内にはヤシの木が生え、搭乗ゲートは一つしかなく、一応滑走路と待合の間に石壁はあるのだが、子供でも乗り越えられそうな造りである。

　そんなのどかな空港なのだが、水月は心配でいっぱいだった。トイレからやっと戻ってきた二乃島に声をかける。

「具合どう？」

「胃の中の物を吐きましたので、少しは」

　そう言って水月の隣に座るものの、二乃島の顔色は悪いままだ。

　昨夜までは元気だった。

　というかいつも以上に激しかったぐらいなのだが、今朝から一転して元気がないのだ。

　言葉少なに気分が優れない、とだけ言うので、風邪の引き始めかなと思いながらここまで来たのだが、吐くというのは明らかに異常だ。

　ふと二乃島の指先を見れば、小刻みに震えている。何かに怯えているようにも見える。

「何か……怖いの？」

　二乃島ははっとして顔を上げ、少し躊躇した後、これ以上隠し切れないと観念したように呟いた。

「飛行機が……」

「飛行機？　……って、飛行機が落ちるのが怖いの？」

　うな垂れるように頷く二乃島を見て、水月は驚いた。

　そんな普通の人っぽい不安をポチでも感じるんだ、という驚きだったのだが、二乃島は誤解を招いてはならないとばかりに即座に補足した。

「大丈夫です。こんなものは迷信の類です。飛行機に乗って死亡事故に遭遇する確率はきわめて低く、統計的に見て飛行機事故を恐れるのは非現実的です」

　いつも通りの二乃島の答えだが、そうは言いながらも二乃島の額には脂汗が浮いている。

　というより、根本的な疑問がある。

「あのさ、行きは全然平気だったよな？」

　すると、うつむいた二乃島の顔に影が差し、一層顔色を悪くしながら、震える声で言う。

「俺の両親が事故で死んだのは、家族旅行の帰りだったんです。それ以来、旅行の帰りが苦手で……」

　——最後の最後で、ポチがすごい爆弾を抱えていました。

「え……事故って、子供の時だよな。それからずっと旅行の時は……こう？　修学旅行とかも？」

「いえ、修学旅行は問題ありませんでした。あれは旅行というより学校行事なので」

「え、でも、剣道の大会で遠征とか行ってたんじゃないの？」

「あれは遠征であって旅行ではないので」

「いやちょっと待て、僕と旅行って、別に今回が初めてじゃなくない？」

「そうですが、あれは近場だったので……すみません、確固とした定義はないんです。俺が主観的に大きな旅行だと思うと駄目で……」

　なんで気づかなかったんだろう、と水月は呆然と思う。

　水月が何かに誘って、ポチが喜ばないことなどただの一度もなかった。なのにこの旅行に対して感情的に無反応だった時点でおかしいと気づくべきだった。

　賢い犬が怪我をすると痛くてもほえないので困る、というどこかで読んだ話を思い出す。

　ポチが旅行に行きたそうにしなかったのは、他でもない。

　命の危険を感じたからだったのだ。

「そんな大事なこと、気づかなくてごめん……」

　謝ると、二乃島は青い顔でいいえと首を振った。

「いい機会だと思ってついてきたのは俺です。いつまでも旅行を忌避するわけにはいきませんし、そもそも科学的に根拠のない杞憂です。もう治っているかとも思ったのですが……すみません。ご心配をおかけしてしまって」

　さっきから声も死にそうな感じになっていて、二乃島の体の震えは止まらない。

　なのに、水月にはどうしてやることもできない。

　要するに二乃島が恐れているのは飛行機ではなく乗り物の事故である。さすがにここから乗り物を使わずに日本に帰るのは不可能だ。

　どんなに二乃島が怖がっていても、出発時刻になれば飛行機に乗らなければならない。

　水月はとっさに、二乃島の手をぎゅっと握っていた。

　周りに日本人がいるとか、見られたら変に思われるとか、そういういつもの不安は思い浮かべる余裕もなかった。

　二乃島がゆっくりと目を瞠る。

　それが、外で、人目のある場所で、水月から手を握ってきた初めての状況だったことに、水月は思い至らない。

「大丈夫だから。僕がついてる」

　科学的になんの根拠もない励まし。

　この際呪術的だろうが地元信仰的だろうが、縁起のいいアイテムでもあればよかったのだろうが、それすらない。

　わけ与えてやれるのは、ただ人肌の温もりだけ。

　それを精一杯の握力で二乃島の手に重ねた。

　——それが、二乃島には一番効いた。

「……しばらく、このままでいてもらえますか」

　二乃島の声に少し力が戻っている。

　頷くと、二乃島の方からもすがるようにぎゅっと手を握ってきた。

　その時になって、あ、ここ人前だ、と思ったものの、もう気にはならなかった。

　多分ここが日本でも、水月は同じことをしただろう。

　ポチの震えが、収まっていく。

　ポチの怯えが、影を潜めていく。

　それがつないだ手から伝わってくるのが不思議と心地よかった。まるで、自分の心もそれにつられるように、落ち着いていく。

　屋根だけの待合室からは、青く澄み渡った空が見える。

　待合室の喧騒が、英語のアナウンスが、すっと遠ざかった気がした。

　自分は今まで、何を怯えていたのだろう。

　手を握ることは、こんなになんでもない、普通のことだったのに。

　——今、飛行機に乗って、落ちたら、自分は不幸だろうか。

　ふと、そんなことを水月は思った。

　それは、不幸だろう。きっと死にたくないと泣くだろうし、まだポチとやりたいことがあったのにと悔やみきれないほど悔やむだろう。

　けど。

　そんなことを想像して悔やめるほど、今自分は幸せなのだということを、ふっと実感した。

　ポチに会う前の自分だったらどうだろう。

　そりゃあ死にたくないと泣くのは同じだっただろうけど、まだやりたいことがあったのに、というのはなかったかもしれない。どうせ異質な自分はこのまま死んでも誰も困らないと、最期まで不貞腐れていただけかもしれない。

　隣を見て、やはり少し青ざめているポチを見て、水月はふと、微笑ましく思えた。

「……？」

　なんですか、という目を向けてくるポチに、水月は言った。

「うん、なんかさ。ちょっとほっとした。ポチでも死ぬのは怖いんだなって。最初に会った時は、自分の命なんかどうでもいいって感じだったから」

　ある意味、飛行機に乗るのが怖いのは、正常な感覚ではないだろうか。

　そう思ったのだが、ポチはなんとも言えない顔をして、

「俺が怖いのは、自分が事故に遭うことではなく、貴方を失うことです」

　そんなことを言ってきた。

　言われてみれば、二乃島は生き残ったのだ。

　だから自分が死ぬより、相手が死ぬ方が怖いと言うのか。

「あー、それなら大丈夫じゃない？」

「え？」

　何か死なない秘策が？　という顔をするポチに笑ってしまう。

「だって考えてもみなよ。飛行機だろ？　僕が死ぬような時にはポチも死んでるって。そんなの怖がる暇もないだろ」

　すると——。

　——どうやらポチは律儀に、飛行機が落ちて死ぬところを想像したらしい。眉を寄せ、厳粛な顔になっていく。すっと表情が消えた。

　あ、まずいと思った。

　両親を事故で失い、自分もその渦中にいた二乃島にとって、「事故で死ぬ」ということは想像の産物ではなく、リアルな感覚を伴うものだ。

　そんな仮定を冗談でも言えば、どうしても事故時の悲惨な記憶を呼び起こしてしまう。

　軽々しく言うべきではなかった。

　そう後悔した時、ふっとポチは顔を上げた。

　今、二乃島は炎上する飛行機の中にいる。

　そんな臨場感をその表情に感じた。

　もう手の打ちようはなく、死は免れない。

　そんな想像の中で、隣に座っているのは水月だということに初めて気づいたような顔をして——。

　安心したように、二乃島は目元を緩めた。

「そうですね、それなら……置いていかれることはないんですね」

　そのふっと浮かんだ笑顔の、なんと満足そうなことか。

　——あああ、ああああああ!!

「なんでだからそう、そんなところで幸せそうに笑うんだよ！　悲しくなるだろ!?」

「……はい？」

　水月は人目など気にする余裕もなく二乃島を抱きしめた。これで抱きしめずにいられようか。

　ああこの馬鹿。馬鹿犬が。

　なんで想像でそこまで真剣に、死を覚悟した顔をするんだよ。

　わかってる。ポチはずっと死を身近に感じてきた。人はいつか死ぬ。それを自覚しているのは悪いことではないのかもしれないけれど。

　だからって、一緒に逝けば置いていかれることはないと安心するこの馬鹿犬が切なすぎて。

「大丈夫、大丈夫だから！　そんな顔しなくても、ポチは僕が幸せにするからっ！」

「——それは、プロポーズですか？」

　へ？　と思わず腕を解ほどくと、ポチはじっとこちらを見ていた。

　この上なく真剣に。

「……え？　いや、違……いや言ってることは嘘じゃないけど、今はそういう……」

「喜んでお受けします」

　さっきの儚げな様子はどこへやら、声がものすごく意気込んでいる。

「いや、ちょ、違うって、今はそういうシチュエーションじゃなくて……ッ」

　こっちはポチの幸せの薄さに泣きそうなのに、ポチの方はもう力いっぱいしっぽを振っている。

　降って湧いた悲願達成のチャンスに、二乃島は一秒も躊躇しなかった。

　即座に水月の手を取り、誓約を告げる。

「病める時も健やかなる時も、一生お側そばで貴方を愛することを誓います」

「いやちょ、だから……って、なんかどさくさにまぎれて言い切ろうとしてないか？」

　ポチの目には、この機会を逃してなるものかという闘志が爛らん々らんと燃えている。

　このハワイ旅行で一つ、ポチがレベルアップしたことがある。

　水月の心の隙を嗅ぎ取る。

　そんな新たなスキルをポチは習得していたのだ。

　純真だったポチが、そんな裏技をこの旅行で身につけてしまったなどと、水月は思いも寄らず……。

「水月さん、誓いのキスを」

「いやだから……ッ！」

　二乃島のたくましい腕が、水月の体を抱き寄せる。

　密かに集まっている注目に二乃島は自分の背を向ける。口づけを見せないようにしたのは、昨日の教訓が活かされていると言うべきか。

　しかし、キスをしているのはかなりバレバレなわけで。

「んっ……ンンッ！」

（ちょっとまてー!!）

　水月の羞恥と抗議などどこ吹く風で、二乃島は誓いのキスを完遂する。しかもこれが結構長かった。

　やっと唇を解放され、水月は慌てて周囲を見る。やはり注目を集めていたし、その中には日本人も何人かいた。そしてあの『課長さん』の二人もいて、かわいい方の男がにかっと笑って手を振ってきた。

　あああ、もう。

　恥ずかしくてどっと汗が出る。

　けれど、嫌な汗ではなかった。

　自分が「異質」だから周囲に非難される、つまはじきにされる。

　そんないつもの不安が湧いてくることはなく、まあいいか、と思えている自分がいた。

　そういう不安が、ひどく些細なことだったように思えてくる。

　そんな小さな不安に怯えて、ポチが隣にいるという幸せをかすませていたことに気づいた。

　改めて、二乃島を見る。

　ポチは誓いのキスの余韻に浸っているような、嬉しそうな顔をしていた。誓いのキスと言いながら、宣誓は一方的で水月は何も宣誓していないのだが、もう人生で一番大事なことを成したという達成感に満ちている。

　その顔からは、あれほどのトラウマの影が、いつの間にか消えていた。つながれたままの手の指先も温かく、もう震えはない。

　ふっと、水月は笑った。

　ポチのトラウマと一緒に、自分が長年引きずってきたものも、すっと晴れた気がした。

　本当になんの気負いもなく、その言葉は口から出てきた。

「日本に帰ったら、結婚しようか」

　その時のポチの顔といったら。

　これ以上ないというほど大きく瞠られた黒い目が、愛おしくてたまらなかった。

　どういう手続きをするかとか、いろいろ課題はあるだろうけど。

　この決意はもう、揺るがない。

　ポチからは、もう何度もプロポーズされていた。だけどそのたびに、まだ早い、まだ早いと言ってきた。

　だけどもうこれ以上、待たせなくていい。

「はい……っ」

　二乃島のその感極まった返事に、目頭が熱くなる。

　これからポチと、一緒に歩んでいこう。

　つないだままのポチの手を、自分からも握り返す。

　ここが海外だからじゃない。

　日本に帰っても、もう、この手は離さない。

　二人で手をつないで、歩いていこう。


そして一年後に







（うわ、なんつー偶然）

　何気なく目をやったガラス張りの壁の向こうにその男を見かけ、林はやし田だ俊とし蔵ぞう——トシは目をぱちくりさせていた。

　カラフルな調理器具が並ぶ棚に囲まれて、モノトーンな男がいる。グレーのベストにスラックス、その上に黒いコートをはおったなんの変哲もない格好だが、背が高くて異様に姿勢がよく、少し離れた場所からでも人目を引いた。

　もう一度顔を確かめるが、間違いない。

　なかなかいないような端整な顔立ちだし、さすがに自分が殴った相手の顔ぐらいは覚えている。水月の家できちんと別れろと意見してきた、水月の新しい恋人だ。

　名前はなんだったか……水月が何か犬っぽい呼び方をしていたが、とっさには出てこない。

（しっかし、こんなことあるもんなのか、この東京で）

　脱色した金髪をかき上げながら思ったものの、ここは水月とよく訪れたショッピングモールで、この調理器具店にも一度だけ寄ったことがある。そういう意味では可能性はゼロではなかったわけだ。

（水月はどこかに行ってて、時間潰しの最中ってとこか……どうすっかな）

　トシはジャンパーに突っ込んでいた手を出し、腕時計に目を走らせた。

　トシは今、あと十五分で始まる映画を待っている。幼い娘と約束しているので、ほったらかすという選択肢はない。

　もう一度周囲を確認する。水月がそばにいないのは好都合だ。

　多分チャンスは一度。もう二度とない。

（ええい、ままよ）

「おい、あんた」

　店に入って声をかけると、モノトーンの男はフライパンを持ったまま顔を上げ……すっと目を細めた。

　変わんねぇな、と思う。

　普通、少しは驚くはずなのに、そんな様子がまったくない。殴りつけてもよけもしなかった、あの驚異的な冷静さを思い起こさせる。

「久しぶりだな。一年ぶりぐらいか……ってマジなんもしねぇって。ちょ、その物騒なもん置いてっ、頼むから！」

　その男は立っているだけなのに臨戦態勢で、握ったフライパンからは研ぎ澄まされた真剣のような凄みが伝わってくる。トシは慌てて両手を挙げて降参のポーズを取った。

（……怖ぇ）

　こんな奴を俺は殴ったのかと、首の後ろがぞぞっとそそけだつ。ついでに言えば、楽しげなオレンジ色のフライパンがものすごくこの男にはミスマッチだ。

「何か、ご用ですか」

　抑揚のない、低い声。

　トシは長身なので人に見上げられるのが常なのだが、この男はほぼ同じ高さから無感情に視線をよこしてくる。それに気圧されながらも、トシはなんとか笑みを作ってみせた。

「いや、あ、あんたに謝っときたくて。あの時は悪かったよ。顔、大丈夫だったか？」

「あれぐらい、心配していただくほどのことではありませんので」

　……言ってくれる。手加減なしで殴ったんだけどな。

「そりゃよかった。それで、あれだ、水月は元気にしてるか？」

　途端、男の目つきが一段と険しくなった。うなり声でも聞こえてきそうな剣幕で、まさに番犬のごとしだ。

「残念ですが、水月さんのことは生存の有無も含めてお答えできません」

「ちょおまっ、なんだ生存って!?」

　その言われ方だと余計に安否が気になり、トシは必死に身振り手振りで訴えた。

「いや違うから、ストーカーとかそういうんじゃねぇっ。今日あんたを見つけたのはほんとに偶然だし、うちも今はうまくいってんだっ」

「……」

　男の返事はないものの、とりあえず殺気込みで睨むのだけはやめてくれたようだ。

　場に張り詰めていた空気が少し緩み、トシはようやく呼吸ができるとばかりに息をつく。

（……ああ、思い出した。ポチだ）

　男の呼び名を記憶の彼方から掘り出してきたものの、なんの役にも立ちはしない。

　……ていうか、これのどのへんがポチなんだ？

　そんな名前で呼ばれるということは水月より年下なのだろうが、少なくとも名前から連想されるような人懐こさは皆無である。唯一納得できるのはさっき感じた犬属性だけだ。

　こいつを動物にたとえると、まあ、犬かもしれない。この前も今も、水月を守ろうとぐるぐるうなっているイメージだ。

　そんなふうに男を観察するものの、このままでは埒が明かない。

　どうしたものかと思ってふと、別れた時のことは水月から聞いていないのかもしれないと気づいた。

「あー、あのな。水月とはあの後、ちゃんと話して別れてる」

「それは知っています」

「あ、そう……」

「もう会わないと約束した、と聞いていましたが」

「……」

　鋭い。なんでこんなに鋭いんだこの番犬。痛いところを的確に突いてくる。

　どう取り繕ったものかと迷ったものの、番犬がまっすぐな視線を向けてくるのを見て、小細工はやめた。

「……わかった。その通りだ。潔くないのは認める。一応言っておくが、別れてからは一度も会ってない。電話もメールもしてねぇし、今後会うつもりもない。……ただ、水月が今幸せなのか、それが知りてぇだけだ」

「……」

　男の警戒レベルが少し下がったような気がする。ここぞとばかりに畳みかけた。

「五つ……いや三つ、三つだけ質問に答えてくれ。頼む。それを教えてくれたら、もう二度と詮索しねぇから」

　男は眉を寄せて黙り込んだ。

　多分、教えないで未練を残させるのと、教えてすっきりさせるのと、どちらがいいかと思案しているのだろう。しばらく考えた後、男は意を決したように顔を上げた。

「質問は三つ。それを聞けば、貴方の気は済むのですね」

「ああ、本来なら聞ける筋合いもないのはわかってる。それだけでいい」

　男は真偽を確かめるようにじっとこちらを見定めた後、ようやくオレンジのフライパンを棚に戻してくれた。

「……わかりました。では話せる範囲でお答えします」







　立ち話もなんなので吹き抜けの脇のベンチででも、ということで番犬を連れて通路を歩いているものの、多分ベンチに着く前に話は終わるな、とトシは思った。

「じゃあまずは水月の仕事だ。今何やってるんだ？」

　ファミレスのバイトを辞めた後、どうなったのか。それが一番気がかりだったのだが。

「それはお答えできません」

　番犬はにべもない。

「……いや、勤め先は言わなくていい。業種とか職種だけでもいいから」

「それもお答えできません」

（ガード固ぇ）

　ンなの、何聞けっつーんだと思っていると、

「水月さんは、毎朝楽しそうに仕事に行っています」

　こういう答えでいいですか、と男が目で聞いてくる。——ああなるほど、それで充分わかるな。

「ん？　てことはあんた、水月と同居してるのか？」

　男は虚を衝かれたような顔をしたが、防犯にでもなると思ったのか、「そうです」とはっきり返してきた。

「そっか」

　よかった。

　思わずほっと息がもれていた。

　それを見て、男は意外そうな顔をしていた。

「いやな、それが水月の長年の夢だったからさ。好きな奴と一緒に暮らすってのが」

「……そうでしたか」

「水月から聞いてなかったか」

「はい」

　男は神妙にうなずいている。トシはははっと笑ってしまった。

　一緒に暮らしてくれと水月が迫らなくても、こいつはそうしたってことだ。

（水月が好きになるわけだな……）

　行き当たりばったりで早くも二つ質問が終わったが、大事なことは全部聞けたようなものだった。これで切り上げてもよかったのだが、せっかくだ。

　あと一つ。何を聞くか。

　質問を考えながら、周囲を見回した。ここは平日だろうが休日だろうがたくさんの客でにぎわっている。

　男女のカップル、小さい子連れの若い夫婦。そういうものを、水月はいつだって肩身が狭そうに見ていた。いつも通路の隅を歩いていて、なんでだと聞いたら自分は真ん中なんて歩けないと言っていた。

　そんなことさえ、今はいい思い出だった。

　悔やむとすれば、一度ぐらい手をつかんで、通路の真ん中を走り抜けてやればよかったか。

「……決まった。じゃ、最後の質問だ。水月の癇癪、少しは収まったか？」

　すると番犬は眉を寄せ、とがめるような目を向けてきた。

「癇癪、というのは」

「ん、癇癪っつーのは言いすぎか。よく理由もなく不機嫌になるだろ。落ち込むって言うか」

「……ああ、ありましたね。最初の頃だけですが。今はそういうことはなくなりましたよ」

「……ほう？」

　これは驚いた。あれがそうそう治るとは思わなかったのだが。

「それほんとに治ったのか？　小さいのは残ってるだろ」

「と言うと」

「あー、そうだな、たとえば水月の前で女を誉めたらすねるだろ。アイドルとかでも根に持ちやがるからな、あいつは」

「……そうなんですか」

　てっきり同意が得られるものと思ったのだが、返ってきたのは思い当たることがない、という声だった。

「あんたはそういう失言ねぇのか」

「私は誉める以前に、アイドルや芸能人を知らなすぎるので、水月さんに日々教えてもらっているぐらいです。もっと色々なことに目を向けろとよく言われます」

「……へぇ」

　それもまた驚きだ。

　どちらかと言うと「自分だけを見て」という感じが強かった水月が、そんな忠告をするようになるとは。

「案外うまくいってんだな。水月は年下とは合わねぇと思ってたのに」

「……」

　その時、番犬の頬がぴくくっと引きつったのを、トシは見逃さなかった。

　ん？　と顔を見返すと、番犬は決まり悪そうに目をそらした。

　……ははぁん、これは年下ってこと、気にしてるな？

　水月と過ごした日々を思い返すまでもなく、水月は相手に甘えたいタイプだった。それに水月の過去の恋人は自分も含めて全員年上だ。

　さっきまで無敵っぽかった番犬だが、こいつにも弱点があるのかと思うとちょっとからかってやりたくなった。

「水月は年上好きだからなぁ。その辺、苦労してんじゃねぇの？」

「……苦労などしておりません」

「そうかぁ？　あいつ、見栄っ張りなとこあるからな。年下相手にカッコつけようとして自滅、なんてやってなかったか？」

「……」

　番犬は微妙な顔をしてあさっての方向を向いている。返事はないが、それで似たようなことはあったのだとわかるというものだ。

（どんなふうに自滅したんだかなぁ、水月の奴）

「なんなら相談に乗ってやろうか？」

　その話を聞いてみたくなって持ちかけると、番犬は警戒するように目を眇すがめた。

「その手には乗りません。もう質問は三つ終わりましたので、これで諦めてくださいますね」

　……ガード崩れず、か。

　番犬の守りの固さにやれやれとトシは肩をすくめた。

　折りしも、吹き抜けの脇のベンチにたどり着いた。予想通りベンチに着く前に話は終わったわけだ。

　ベンチに座る理由もなく、これでお開きかと思ったところでトシはふと思いついた。

「……ああそうだ、こっちの質問に答えてくれたんだ。俺も質問に答えてやってもいいぜ。水月の相談じゃなくて、あんたの質問。それなら問題ないだろ？」

　番犬は目を瞬しばたたかせ、少し考える素振りを見せた。

「どんな質問でもよろしいのですか」

「ああ、なんでも」

「では一つだけ。貴方が水月さんを好きな理由を教えていただけますか」

　……好きな理由？

（恋バナ的なノリ……じゃねぇよな、こいつに限って……）

「まあ……そうだな、体の相性いいし、顔も好みだし。ああ、俺を好きになってくれたってのが一番大きいかな」

　質問の意図がわからずそのまま答えると、番犬はふっと目元を緩ませて、「そうですか」とだけ答えた。

　……。

「……おい、なんか引っかかるな。なんだよそりゃ」

　すると、番犬はトシの横を離れて吹き抜けのそばまで行き、落下防止用のアクリル板の向こうを見るともなしに見ながら答えた。

「正直なところ、貴方の存在はずっと気にはなっていました。水月さんは貴方を嫌いで別れたわけではないですし、貴方が離婚すれば別れた理由もなくなりますしね」

　……ああ、んなこと気にしてたのか。

　道理で敵対心が消えないわけだと納得がいく。

「——ですが、安心しました。貴方には特段のこだわりがないようなので」

「こだわりがない？」

　いや、体の相性がよくて顔が好みで自分に惚れてくれたなんて結構な希少価値だぞと思っていると、番犬が振り返った。

「私は、水月さんでないと駄目なんです」

　宣言するように、朗らかな声で言う。

「水月さんのいいところを挙げることはできますが、それをすべて満たした他人が現れたとしても、私にはなんの意味もありません。私にとって本当に大事なのは水月さんだけで……あの人がいてくれるなら、他に何もいらない」

　そんなことを臆面もなく、男は言ってのけた。その言葉に修飾や迷いはない。

「……」

　……あ、これは負けたと思った。

　こだわりの意味が根本的に違ったわけだ。

「ですから、もし貴方が離婚して水月さんにアプローチしようとする日が来たら、その時は——どうぞ、死ぬ気でお越しください」

　さらりと恐ろしげに釘を刺される。釘というか脅しである。

「ま……まぁ、そんな日はこねぇよ」

「そうですか。そうなることを祈っています。お互いのためにも」

（こ……こぇぇ……）

　目が笑っていない微笑を向けられ、背中に氷でも入れられたようにひんやりした気分になる。

　これはとっととこの話題から離れようと、トシも階下に目をやった。ここは四階なので上から俯瞰するとなかなか爽快だ。

　そこで見慣れたものを発見した。赤い耳が特徴の着ぐるみが一階でうろうろしている。

「ああ、献血ルームあったなここ。後で寄っとこ」

　ただの独り言だったのだが、番犬は多少は興味があったのか、話に乗ってきた。

「献血、よくするんですか」

「おうよ」

　こればかりは胸を張って、番犬を振り返った。

「献血を五十回したらもらえる杯ってのがあるんだけどよ、この前ついにそれをもらった」

「……すごいですね、それは」

　どうやらこの番犬が敵意を表すのは水月に絡むことだけらしい。かつての恋敵の賞賛は格別で、トシはすっかりいい気になった。

「献血だけじゃねぇぞ。俺はドナー登録もやってんだ」

　すると……さっきぴくりとも驚かなかった男が、ゆっくりと目を見開いた。

「まぁ、まだお呼びはかからねぇけどいずれは……って、そんな驚くことか？」

　番犬はなぜか、妙に動揺を見せている。

「いえあの、もしかして、水月さんがドナー登録をしたのは」

「ん、ああ、俺が誘ったんだけど」

「……」

　おいなんだその、なんでこいつが、みたいな顔は。

　まぁ……元はと言えば俺が悪いんだが、そんなに俺が善行を重ねるのがおかしいかよ。

　なおも目を丸くしたままで、番犬はまじまじとこちらを見ている。

「……なんだよ。言いたいことがあるなら言ってみ？」

「いえ」

　番犬は一度気を落ち着けるように瞑目し、小さな声で呟いた。

「もっと他に目を向けろという意味が、少しわかった気がして」

「……んあ？」

　よくわからない。これこそ独り言だったのかもしれない。

　聞き返そうかとも思ったものの、ふと階下の壁にでっかく張りついている電光時計が目に入り……。

「やべっ、もう三分前かよっ」

　上映時間が迫っているのを見て、トシは慌てた。

「悪ぃ、そろそろ行かなくちゃならんから、そんじゃ、ありがとな」

　そう言って背を向けかけると、番犬の声が追ってきた。

「水月さんにとって」

「あ？」

「貴方とのことは、悪い思い出ではないのだと思います。他の恋人の話は聞きませんが、貴方のことだけは時々話してくれますから」

　……。

　不覚にも、じわっと胸にくるものがあった。

　もしかしたら本当は、それを聞きたかったのかもしれないと、今になって気づかされる。

　水月は俺のことを、恨んではいないかと。

「……んだよ、最後にえらいおまけじゃねぇか」

　そう言うと、男はほどけるように面差しを和らげ、静かに笑った。

　なんだ、そんな顔もできたのか。

「今日、貴方に会えてよかったです」

「ああ、こっちこそ、サンキュな」

　今度こそ別れの挨拶を交わした後、ふと後ろを見ると、男は九十度、腰を折り曲げてお辞儀をしていた。

　……俺なんかしたっけ？　と首をひねりつつ、いくらか歩いた時だ。

「何してるんだ、ポチ？」

　懐かしい声が後ろから聞こえた。

　どく、と大きく心臓が跳ねる。

　振り返って一言、何か言いたい。よかったなでも、煙草やめたぞでもいいから。

　息を吸って、拳を握って。

　——いや、やめとくか、と拳を下ろした。

　もう会わないと約束したのだ。詮索するのはここまでだ。

　あの男と話せただけで充分。

　情報が聞けたのもよかったが、何よりあの番犬の言動を見ていれば、水月とうまくいっているのは手に取るようにわかった。もう振り返って、水月が笑っているのを確かめるまでもない。

「……ちゃんと幸せになりやがって」

　悔しい気もしたが、その何倍もすがすがしい思いだった。

　吹き抜けのガラス天井から、気持ちいいほど明るい光が差し込んでいる。

「……って、本格的にやべぇわこれ」

　愛娘と連れ合いが入り口で頭に角を生やしてやきもきしている姿が目に浮かび、トシは突き当たりの映画館を目指して全力で走り出した。

　ある晴れた、冬の日のことだった。


ショートストーリー集（時系列順の目次）

　ここからはショートストーリー集となります。以下、三作を掲載します。

「ポチは甘え下手」

「貴方のポチは俺だけにしてください」

「コーラを買ってきただけで」

　この三作の時系列順は、以下の通りです。




【時系列順の目次】




一.「ポチ拾いました」（本編）

二.「初めてのご褒美」（本編直後）

三.「四人目と言われてポチが気にしています」（初めての休日）

四.「ポチは甘え下手」（最初の出勤日）

五.「バレンタインはポチとチョコレートプレイ」（二月十四日）

六.「貴方のポチは俺だけにしてください」

七.「ポチを置き去りにしてはいけません」（本編から一週間後）

八.「コーラを買ってきただけで」

九.「ハワイ旅行当たりました」

十.「そして一年後に」（一年後）


ポチは甘え下手







　水月と一緒に暮らし始めてから、最初の出勤日の帰り道、二乃島義和は冬空の下、黒いコートをはおり、早足で駅から自宅に向かっていた。

　家に帰れば、水月さんが待ってくれている。

　職場を出た時はそんな幸せな思いに満たされていたが、だんだん不安になり、二乃島は表情も硬く家路を急いでいた。

　もし、水月がいなくなっていたら。

　水月がいなくなる理由などないはずだが、もし、と考えるといろいろと思いついてしまう。

　水月がこれまでつき合った男の数は三人だという。つまり水月はモテるし、いつでも次の相手を探せるということだ。自分には水月しかいないが、水月は多分、そうじゃない。

　しかもさらに気になるのは、今までの相手が全員年上ということだ。

　水月は「たまたま好きになった人がそうだった」という言い方をしていたが、三人もサンプルがあれば、年上が好きという水月の好みははっきりと読み取れる。

　もし、水月が今日にでも、好みの年上男と出会っていたら。もし、水月が早々に年下の自分に飽きてしまったら。

　水月さん。

　ついに焦りは頂点に達し、二乃島は走り出していた。

　水月が信じられないわけではない。

　ただ、水月と暮らし始めてからの時間があまりに幸せで、この幸せがこれからもずっと続くということが、まだうまく想像できないのだ。

　ペースも考えず、短距離走のように全力で走ると、ほどなくアパートにたどり着いた。息を切らせながら見上げると、自分の部屋には明かりがついていた。

　水月が、いる。

　それを確認した途端、全身の力が抜けそうになるほどの安堵を覚えた。

　……いや、まだ照明を確認しただけだ。中に水月がいるかどうかは、まだ確定じゃない。

　そう思いながらも、心にはいくらか余裕ができ、二乃島は息を整え、アパートの階段を上がってドアの前に立つ。鍵を回してドアを開いた。

　温かい空気とともに、煮物がほくほくと煮える甘辛い匂いが漂ってくる。部屋の中は自分の家とは思えないほど明るく光り輝いていて、台所に立っていた水月が、「あ、おかえり」と言って笑った。

　瞬間、水月に抱きつく以外のことは思いつかなかった。革靴を脱ぎ飛ばし、後ろから両腕でがしっと水月を捕まえた。

　水月はくすぐったそうに「ん？」と言った。それがまた、たまらない気持ちにさせた。

「ただいま戻りました」

「なんか古風だな。外、寒かっただろ」

「そうかもしれません」

「そうかもしれませんって、なんだよ」

「走って帰ってきましたので、寒さは感じませんでした」

「いや、走ってても寒いだろ」

　水月は笑い、二乃島に抱きつかれたまま、クッキングペーパーで作った落としぶたをめくった。鍋の中でぐつぐつ言っていたのは肉じゃがで、水月はじゃがいもに箸を刺して煮え具合を確認し、まだ早かったのか落としぶたを元に戻す。二乃島は抱きついたまま、それを見ていた。

「……なんか話？」

「いえ、見ているだけです」

　それから時間が空いたのか、水月は調理に使ったボウルやまな板の片付けを始めた。

「服、着替えてきたら？」

「あとで着替えます」

「あとでって……今、何もしてないじゃん」

「いえ、見ています」

「だから、何をだよ」

　ボウルをゆすぎ、まな板を立てかけ、片付けが一通り済んだところで、水月はこちらを振り返った。少し怪訝な顔になっていた。

「さっきから何してるんだ？」

「くっついています」

「いや、だから、なんで？」

　なんで。

　この状態に理由など必要ない気がしたが、水月に聞かれた以上、それらしい理由を答えようと努めた。

「こうしていると、水月さんの体からエネルギーが充填されます。一日の疲れが瞬時に吹き飛ぶ心地です」

「なんだよそれ」

　水月は笑って本気にしなかったようだったが、それ以上追及されなかったので納得してもらえたのだと思い、引き続きこのベストな体勢を継続する。

「あとは煮詰めて汁気が少なくなったら完成かな」

　肉じゃがの落としぶたを取ると、水月は少しかがみ、ガスコンロの火を調整する。その間も二乃島は水月の後ろにくっついたままだった。

「ポチ、ちょっと邪魔だよ？」

　普段なら、水月に「邪魔」などと言われれば、即座に大きな体をどかし、水月に最適な環境を提供するところだが、二乃島は「すみません」と謝りながらも、水月から離れる気はやはり毛頭なかった。

　それから水月はやかんに沸かすための水を入れたり、インスタント味噌汁を椀にしぼり出したりするが、もちろんながら、大きなポチが背後にくっついていると、どんな作業もやりにくい。

　水月は再度、二乃島を振り返った。この時には怪訝を通り越して不審そうな顔になっていた。

「いや、ほんとに何してるんだ？」

「水月さんにくっついています」

「だから、なんで？」

　なんでと言われても、この瞬間に自分がすべきことは、これ以外に存在しないからなのだが。

「エネルギーを充填しています」

「それはさっき聞いた」

　別の理由が必要らしい。

　自分にとっては自明の理なのだが、水月にはこの必然性をわかってもらえないらしい。

「……つきっきりで後ろから覗くことで、料理をリアルタイムで覚えようとしてるとか？」

「それも並行して行っていますが、それが主目的ではありません」

「僕の体を包み込むことで、健康状態を全身でチェックしてるとか」

「いえ、すみません、そういう特殊な技術はありません」

「じゃあなんで……」

　言いかけて、水月が、あ、という顔をした。

「もしかして……今日、何かあった？」

　何かあった。

　ある意味、それが一番近いかもしれない。

　はい、と答えると、水月は心配そうに二乃島の顔を見上げてくる。二乃島は答えた。

「家に帰ったら、水月さんがいました」

「……」

「……」

「……それで？」

「それだけです」

　沈黙が落ちた。

「いやッ、それ、いない方がおかしいだろ!?」

「はい。でも、ちゃんといたのが嬉しかったので」

「……」

　肉じゃががぐつぐつと音を立てている。やや香ばしい匂いがしてきて、水月は肉じゃがの火を止めた。換気扇も止め、部屋の中は静かになった。

　水月はいまだ二乃島にがっしりホールドされたまま、聞いてきた。

「……ええと、つまり、後ろにずっとくっついてたのは、愛情表現？」

「はい」

「わかりにくいよ!!」

　そうなのだろうか。

「それ以外の理由はないと思うのですが」

「いやだって、ポチ、いつもの無表情だし、エネルギーを充填してるとか真顔で言うし。冗談を真顔で言われるとわかんないからっ」

「すみません。冗談のつもりはなかったのですが、説明が不適切だったようです」

「いや……ていうかさ……、甘える時ぐらい、少しはにやけた顔しろよ」

「それは……すみません。善処します」

　すると、水月は何が面白かったのか、吹き出すように笑った。

「ああ……もういいよ。ほら、ご飯食べるぞ。着替えてこいよ」

「ご飯より、水月さんを先に食べたいです」

　二乃島が水月にくっついていた理由。

　それは、水月をいつでもベッドに連れていけるよう待機していた、というものだった。

　ただ、水月が用事をしていたのでお預け状態だったのと、待機自体も幸せだったから、ずっとおとなしく待っていただけで。

「……ポチ、それを先に言ってくれてた方が、はるかにわかりやすかったんだけど」

「すみません」

　そう言いながらも、これだけ待ったのだからもう待てないと、二乃島は水月を後ろから捕まえたまま、居間の方に移動を開始した。

「……ここまで待ったんだから、もうちょっとあとにしたら？」

「その場合、食べている間もずっと背後にくっついていますが、いいですか」

「……もう、だから、なんなんだよ、その変な甘え方」

　水月は諦めたように笑い出し、ずるずると引きずられていく。二乃島はお許しが出たとばかりに、しっぽを振りながら、水月をベッドに連れ込んだのだった。


貴方のポチは俺だけにしてください







　……かわいい。

　水月はハローワークの隣にあるペットショップで、その場に釘付けになっていた。

　店先に出されたケージの中にいる、生後三ヶ月の子犬。ややたれ目できゅん、とこちらを見上げてくるのが悶えるほどかわいらしい。

「お前はすぐ飼い主が見つかるよ」

　ついしゃがみ込んで話しかけ、ケージの中に手を入れる。あごの下をなでてやると、気持ちよさそうに目をつむって、それがまた愛らしい。

　この子、ポチに似てるなぁ。

　小学三年の時、道端で拾って親を説得して、やっと飼えるようになったと思ったら引っ越しで駄目になり、泣く泣く友達に引き取ってもらった子犬のポチ。あの頃はこういう犬がほしかったんだよな、と懐かしく思い出しながら子犬をなでる。

「……ポチ」

　こっそり呼んでみる。

　しっぽを振ってくれた。

　もう胸はきゅんきゅんだ。

　そのまま時を忘れてポチポチと連呼しながら子犬の手触りに浸っていたら、ざっと背後から影が差した。

　振り返って見上げると、そこには黒いコートをはおった二乃島がいた。

「あっ、ごめん。忘れてた」

　今日は土曜日なので昼ご飯をどこかに食べにいこうということで、二乃島が車でハローワークまで迎えにきてくれることになっていたのだ。

　しかしその二乃島、表情が乏しいのはいつものことだが、なぜか今は輪をかけて無表情だ。その目がわずかに動き、ケージを見下ろす。

「その犬は」

「え、ああ……」

　もしかして、子犬をポチって呼んでたの、聞かれたかな。

　いつもは二乃島のことをポチと呼んでいるので若干決まりの悪さを覚えたが、別の人をそう呼んでいたならともかく、相手は犬である。

　何もやましいことはないし、気にする方が変だ。——そう水月は解釈して二乃島に笑いかけた。

「この子、ポチに似てるんだ。ほら、僕が小学生の時に道で拾ったって言ってた」

「……ああ」

　二乃島はそう返事をして、水月の隣にしゃがんだ。それで子犬に興味を持ったのだと水月は思い、安心してケージの中の子犬に目を戻した。

「かわいいだろ」

「……そうですね」

「二乃島は犬、好き？」

　少しの沈黙の後、好き嫌いはないです、という答えが返ってきた。食べ物みたいな答えだなぁと思っただけで、自分が「二乃島」と以前の呼び名を口にしたことも、沈黙の意味にも気づかなかった。

　そうこうしていると、子犬ポチがころんと寝転がって腹を見せた。

　なでてほしいらしい。

　素直に甘えてくる姿につられてさすってやると、ご満悦な様子で喉を鳴らされ、水月は知らずのうちに頬を緩めてしまう。

　そんな隣で二乃島がどんな顔をしているのか、水月はやはり気づかない。

「あー、いいなぁ。犬飼いたかったなぁ」

「——では、この犬を飼われますか」

「え？」

　感情を押し込めたような張り詰めた声に、思わず二乃島の方を見る。顔も無表情を通り越してなんだか重い。

「……何？　どうしたの？」

　問われて二乃島は地面に目を落とした。そして何度も言いよどんだ後——。

「そんなに、この犬が気に入られましたか」

　二乃島は顔を上げ、ひたと見つめてきた。

　いつもは無表情な二乃島が、置いてきぼりにされた犬みたいにきゅんきゅん鳴いている。そんな行きずりの犬を構わないでくださいと、黒目がちの目がこれ以上ないほど雄弁に訴えていた。

　いや相手は犬だから。人間じゃないから。

　そう全力でツッコミを入れたいはずなのだが、あまりの健気さにずきゅんときて、もうこの大きなポチがかわいくてかわいくてたまらない。

「馬鹿だな、もう……」

　水月はケージから手を離し、立ち上がった。

　ケージの中の子犬が、もう終わり？　という目で残念そうに見上げてくる。

　ごめんね。これ以上いると、僕のポチがすねるから。

　そっと子犬とお別れして、水月は二乃島に目を向けた。

「じゃあ行こっか、ご飯」

「あの、水月さん」

「——飼いたかった、って言っただけだよ。昔の話」

「……」

　二乃島が何も言わないので、それで充分伝わったのだと思っていた。

　二乃島は黙って駐車場の車まで水月を案内し、車のロックを解除する。水月は助手席に乗り込み、シートベルトを引いた。

「で、今日はどこに食べにいく——」

　一瞬だった。

　運転席の二乃島が助手席の背もたれをつかみ、身を乗り出すようにして水月の唇をふさいだのは。

　ほんの短い時間だったのに、狙った獲物をむさぼるように巧妙に舌まで入れ、次の瞬間には体を離して運転席に戻っていた。

　車の中とはいえ、白昼の大胆な行為に目を白黒させていると、二乃島が少し赤く染まった顔を向け、でも大真面目に言ってきた。

「貴方のポチは……今後は俺だけにしてもらえませんか」

　そんな主張でいいのかと言いたくなるような犬発言に、今度こそ吹き出してしまった水月だった。


コーラを買ってきただけで







「ポチ、すごいの見つけた！」

　夜のとばりの中にひっそりとたたずむ、明かりのついたアパート。

　水月がドアを開けると案の定、上背のある二乃島がどーんと玄関に突っ立っていた。

　端整な顔つきだけど、普段はあまり表情がなく、隙がない。

　そんな男に玄関先で待ち伏せされれば、知らない人ならぎょっとするところだろう。この無表情に見下ろしている状態で、実はしっぽを振っているのだと気づく人間は多分水月だけである。

　そんなポチに、水月は今しがた買ってきたものを買い物袋から鞘さやを抜き払うように取り出した。

「これ見てこれ！」

「……コーラ、ですか？」

「なんだけど、ただのコーラじゃないんだ。ほらこのマーク」

　水月はペットボトルを二乃島に渡すと、靴を脱ぐのももどかしく玄関に上がった。

「特保って知ってる？　健康に有益な効果があるって国が認めた食品……だったかな。そんな感じのやつ」

「知っています」

「そのマーク。すごいだろ、コーラなのに健康って」

　二乃島は手の中の黒っぽい飲料をじっと見据えて、一言。

「健康に悪そうな色をしています」

「でも健康なんだって。これ飲んだら脂肪の吸収が抑えられるんだぞ」

「脂肪？」

　水月の真っ平らな腹を見て、どこにそんな必要が？　という顔をされるが、体型維持に慢心は禁物なのだ。

　今も武道という運動が生活に組み込まれている二乃島と違い、運動の習慣のない人間にはこういうものが頼みの綱だ。昔は細かったのに今は……という事例は身近で何人も知っている。

「とにかく、問題は味だよな」

　水月はコーラを二乃島から取り戻し、キャップをくるっと開けてラッパ飲みした。

　シュワッと広がる炭酸の刺激。

　甘さがケミカルだけど、ちゃんとコーラの味がする。

「おいしい！　これいける。ポチも飲んでみなよ」

　渡されて二乃島も口飲みするが、微妙な顔でまた一言。

「健康に悪そうな味がします」

「だから大丈夫なんだってば」

　そう言われて、ポチは味に集中するように目を閉じるが、だんだん眉根が寄っていくのがおかしくて、かわいい。

「お気に召さなかった？」

「……大量に飲むことはおすすめできません」

「そんな飲まないよ。大量になんて」

　ポチはどうも納得いかなそうにしげしげとラベルを見ている。

「健康にいい飲料なら他にいくらでもあると思うのですが」

「だから、それがコーラ味で実現したってのがすごいんじゃないか」

　どうやら二乃島にとって、この画期的コーラに見いだすものは何もなかったらしい。

　まぁポチは普段からジュース類を飲まないから、予想通りの反応なんだけど。

　一緒に暮らし始めてわかってきたのは、二乃島とは価値観も関心を持つ分野もかなり違う、ということだった。だからこんなふうに共感が得られないことの方が多かったりするのだが、それも不思議と楽しめる。

「っていうか、ほんと、合わないよなぁ。いろいろと」

　感慨深く言った後で、はっとした。

　悪い意味で言ったわけではないのだが、今のはちょっと、言葉がまずかった？

　気にするかと思って二乃島を見ると、ポチはちょっと目を瞠って、そして。

　——夏の夜に舞うホタルのように、ふわりと笑った。

「貴方がいてくれるだけで楽しいです、俺も」

「……っ」

　言いたかったことに対する返事が臆面もなくまっすぐに返ってきて、どきりとする。

　しかも、かつて水月が言った言葉での返事ときた。

「……よく、覚えてるな」

「貴方がかけてくださった言葉を、忘れるはずがありません」

「そっ、そう」

　嬉しいけど、こういうのは照れる。

　照れ隠しにペットボトルを取り返して奥の部屋に行こうとしたら、二乃島の腕が引き留めるように絡みついてきて、抱き寄せられる。

「ん……っ」

　押しつけられた唇を受け入れると、するりと舌が侵入してきて、我が物顔で中をかき回す。

　いつもおとなしいポチが、こんな時だけ自分のものだと主張するように水月の体をつかんで、いいように扱う。少し痛いぐらい二乃島の指が背中に食い込むのが、水月には心地よくすら感じる。

　唇が離れると、唾液が糸を引いて透明なアーチを作った。

　じっと注がれる熱い視線。

　それだけで体が内側から熱くなるのを感じながら、水月はぺろりと唇を舐めた。

「コーラ味、だったね」

「……味がついている方がお好みですか？」

　それならキスする前にはこれを飲もうか、と早くも思案顔になっているポチを見て、水月は思わず笑ってしまった。


あとがき







　はじめまして、またはこんにちは。不ふ住じ水みまうすと申します。

　この本の一番目に収録した作品「ポチ拾いました」は、第十三回Charade新人小説賞で期待賞をいただき、シャレード２００７年９月号に掲載されたものです。

　自分のデビュー作であるため思い入れがあり、その後、続編やＳＳ等を自分で書き足していました（最後に書いた作品が「ポチを置き去りにしてはいけません」です）。その結果、「ポチ拾いました」単体は四万字程度の中編でしたが、続編やＳＳ等、十作品すべてを合計すると十四万字超の分量となりました。

　それが同人誌やＷＥＢ掲載等に散らばって存在する状態だったのですが、このたび、すべてを一冊の本にまとめたいと思い、この完全版を出すに至りました。

　文章の修正は多少行いましたが、物語の内容はほぼ変えていません。ただ「ハワイ旅行当たりました」だけは、元々『マゾな課長さんが好き』とのコラボ作品だったのを、今回、水月と二乃島メインの話に組み直しました。




　攻めである二乃島は、第三者から見れば、なんの問題もない人物です。「そして一年後に」のトシ視点から見るとよくわかりますが、むしろ強いと目されるような存在です。なのにその心は孤独で、自分が生きていることに罪悪感すら覚えている。そんな攻めを受けが救うというのが、自分の大好きなパターンです。

　そしてもう一つ好きなのが、「攻めとして成長していく」攻めです。

　ここで言う成長というのは、「ＢＬの攻めらしくなること」（受けを性的に熱烈に求めるようになること）です。

　最初から「立派な攻め」ではなく、最初は性欲低めから始まって（ここ重要）、受けと出会ったことで人を愛するということを知り、性欲が高まって受けを激しく求める攻めが好きです。

　性欲低めから始まるのが、なぜ重要なのか。

　それは、受けを激しく求めてくるのは、「最初から絶倫だったから」ではなく、「受けのことが本当に好きになったから」であってほしいからです。

　そう、攻めが旺盛な性欲を持つようになるのは、受けに救われ、生まれて初めて恋や愛を知ったからなのです。

　攻めは、受けに出会わなければ一生誰とも触れ合うことができないほどの何かトラウマを抱えているのです。それが受けと出会ったことで、救われ、受けだけを一途に愛するようになるのです。

　つまり作品の開始時点でトラウマによって性欲がほぼゼロになっている攻めを、受けが救い、その結果攻めの性欲がどんどん増していくお話が好きなんです。

　受けはそれぐらいオンリーワンの存在なんです。傍から見れば無職の居候でも、二乃島から見れば最上級に尊重すべき存在なんです。だから「ただいま戻りました」なんです（いいですよね敬語攻め！）。

　そういうわけで「ポチを置き去りにしてはいけません」は、攻めが「立派な攻め」になっていくお話です。




（これ以降、ネタバレを含みますのでご注意ください）




　二乃島は初心者です。過激なプレイはできません。思いつきもしません。なのに意図せずして、手錠をつけたまま車で連れ回すという高度な羞恥プレイを実現してしまい、水月の被虐をあぶり出すことに成功。それを見てすかさず学ぶ一途なポチ。最後には「これからも、水月さんを拘束していいですよね」という約束まで取りつけるという、すばらしい成長ぶりです。童貞を脱したばかりの攻めが、「立派な攻め」に華麗に成長する過程が超自分好みでした！

　今回、明らかに内容を変更したのが一箇所だけあります。「ハワイ旅行当たりました」のラストです。二乃島のプロポーズに対して、水月が返事をするシーンを追加しました。自分は大抵最後は笑いを求めておりますが、今回はあえてストレートに書きました。まぶしいほど晴れやかなラストが、この二人には似合うと思ったからです。

　表紙イラストはhato先生に描いていただきました。素晴らしい表紙です。水月と二乃島の未来が光あふれるものであってほしいというイメージを、見事に表現してくださいました。ポチを守るように優しく包み込む水月。同時に、水月はポチを守ろうとすることで強くなったのではないかとこの絵を見て思いました。巻末にノンクレジットの表紙を掲載しておりますので、最後にもう一度、光あふれる二人をご覧ください。

　水月とポチの物語が初めてだった方、読んだことがおありだった方、ここまでおつき合いくださって本当にありがとうございます。これからも、どうぞよろしくお願いします……！




　二〇二一年十月


不住水まうす




＜初出一覧（公開順）＞




・ポチ拾いました（シャレード２００７年９月号）

・初めてのご褒美（２０１２年１月１日配信シャレードパール文庫「ポチ拾いました」）

・そして一年後に（２０１２年１月１日配信シャレードパール文庫「ポチ拾いました」）

・四人目と言われてポチが気にしています（２０１２年１月19日シャレードＨＰ掲載「ポチ拾いました　ＳＳ」を改題）

・貴方のポチは俺だけにしてください（２０１２年２月５日ＷＥＢ公開）

・バレンタインはポチとチョコレートプレイ（２０１２年２月12日ＷＥＢ公開）

・コーラを買ってきただけで（２０１２年５月18日ブログ掲載）

・ハワイ旅行当たりました（２０１２年６月20日ＷＥＢ公開）

・ポチは甘え下手（２０１５年10月９日ＷＥＢ公開）

・ポチを置き去りにしてはいけません（２０１５年10月18日同人誌）
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ポチ拾いました




発行日：２０２２年１月１日

著者：不ふ住じ水みまうす

イラスト：hato（Twitter：@_hato_s_tkj）

表紙デザイン：おがわ（Twitter：@ogw_design9）




※本書の無断転載・複製・改変等を禁止します。

※この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは一切関係ありません。
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